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漢
代
に
流
行
し
た
暦
運
説
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
考
察
を
試
み
た
。
天
文
律
暦
学
と
の
関
連
性
を

探
り
な
が
ら
数
理
構
造
を
解
明
し
、
そ
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
思
想
的
、
社
会

的
な
作
用
を
多
角
的
に
検
討
し
、
漢
代
思
想
革
命
に
果
た
し
た
役
割
を
明
確
に
し
た
。

変
革
の
周
期
性
に
着
眼
し
た
立
論
は
、
五
百
年
周
期
で
聖
人
が
出
現
す
る
と
い
う
孟
子
の
言
説
に

始
ま
る
。
秦
漢
に
は
、
素
朴
な
周
期
説
か
ら
数
理
思
想
に
発
展
し
、
伏
生
『
尚
書
大
伝
』
等
に
お
い

て
、
三
皇
五
帝
、
三
王
五
伯
の
王
朝
変
革
が
唱
え
ら
れ
、
夏
殷
周
の
三
正
説
、
五
行
相
剋
に
よ
る
五

徳
終
始
説
と
関
連
づ
け
が
な
さ
れ
た
。

や
が
て
、
暦
運
説
は
前
漢
末
の
終
末
論
と
し
て
大
流
行
す
る
。
そ
の
契
機
は
、
天
文
暦
法
と
の
数

理
的
な
結
合
に
あ
る
。
変
革
の
サ
イ
ク
ル
に
は
、
古
四
分
暦
（
顓
頊
暦
、
前
漢
六
暦
）
の
暦
定
数
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
秦
か
ら
漢
初
に
用
い
ら
れ
た
顓
頊
暦
に
つ
い
て
、
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
出
土
し
た

『
五
星
占
』
を
手
が
か
り
に
数
理
的
考
察
を
試
み
る
と
、水
準
の
高
い
惑
星
運
動
論
が
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
漢
の
高
祖
が
漢
中
に
入
っ
た
時
に
生
起
し
た
と
さ
れ
る
五
星
会
聚
現
象
も
、
こ

論
文
要
旨

は
じ
め
に

❶
暦
運
説
の
誕
生

❷
漢
高
祖
元
年
の
五
星
会
聚
現
象

❸『
五
星
占
』の
惑
星
運
動
論（
一
）︱
塡
星
三
〇
年
周
期
説

❹『
五
星
占
』の
惑
星
運
動
論（
二
）︱
太
白
八
歳
五
出
説

❺
五
星
会
聚
説
の
数
理
構
造

❻
前
漢
末
の
予
言
と
革
命	

❼
王
莽
の
無
血
革
命
と
災
厄
説

❽「
陽
九
百
六
」の
災
厄
説

❾「
新
」王
朝
の
三
万
六
千
歳
暦

�
緯
書
暦
の
天
地
開
闢
説

�
易
緯
の
暦
術
の
数
理
構
造

�
緯
書
暦
と
三
統
暦
の
比
較

結
び
に
か
え
て

れ
ま
で
翌
年
の
天
体
現
象
を
流
用
し
た
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、『
五
星
占
』
に
掲
載
す
る
周
期
説
に

よ
っ
て
理
論
的
に
導
き
出
せ
る
。
顓
頊
暦
と
そ
れ
に
派
生
す
る
前
漢
六
暦
が
ユ
ニ
ー
ク
な
暦
元
説
や

年
代
記
を
唱
え
、
そ
れ
が
暦
運
説
の
数
理
的
基
盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
緯
書
で
は
、
そ
れ
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
独
自
の
暦
構
造
と
古
帝
王
伝
説
を
展
開
す
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
暦
術
の
構
造
的
把
握

を
試
み
、
古
四
分
暦
に
三
統
暦
も
含
め
て
比
較
、
検
討
を
行
っ
た
。

社
会
的
な
作
用
と
し
て
は
、
王
莽
の
政
権
簒
奪
か
ら
光
武
帝
の
漢
王
朝
復
興
に
至
る
政
治
的
変
革

を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
が
、
最
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、『
漢
書
』
に
詳
論
さ
れ
る
革
命
と
予
言
の

記
録
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
暦
運
説
が
援
用
さ
れ
て
い
く
具
体
的
様
相
を
追
跡
し
た
。
そ
し
て
、
前

漢
末
の
災
異
説
か
ら
讖
緯
説
へ
の
変
容
、
後
漢
の
緯
学
の
成
立
と
い
う
流
れ
の
な
か
で
、
思
想
界
に

与
え
た
影
響
を
探
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
緯
書
、
終
末
論
、
顓
頊
暦
、
讖
緯
説
、
王
莽
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は
じ
め
に

前
漢
の
武
帝
に
よ
っ
て
、
儒
家
が
標
榜
す
る
五
経
の
注
釈
学
（
経
学
）
が
国
家
の

学
問
に
公
認
さ
れ
、
官
吏
登
用
の
道
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
中
心
視
さ
れ
て
き
た
道
家

思
想
や
黄
老
刑
名
学
は
斥
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
孔
子
以
来
の
儒
家
思
想
が
そ
の

ま
ま
に
継
承
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
経
義
の
解
釈
を
基
礎
に
お
い
た
政
治
実
践
と

い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
、
自
然
哲
学
、
法
律
、
軍
事
、
天
文
律
暦
、
医
薬
な
ど

の
諸
分
野
に
お
い
て
、
道
家
、
法
家
、
兵
家
な
ど
の
先
秦
諸
子
百
家
が
多
様
に
唱
え

た
学
説
を
儒
家
的
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
取
り
込
む
こ
と
で
、
政
治
思
想
の
構
造
的
な
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
乗
り
出
し
、
国
家
を
主
導
す
る
総
合
的
な
学
問
体
系
の
構
築
を
目

指
し
た
。

そ
の
よ
う
な
実
践
学
か
ら
形
而
上
学
へ
の
哲
学
志
向
は
、
戦
国
末
か
ら
秦
に
か
け

て
六
経
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
で
あ
る
「
伝
」「
説
」「
記
」
が
孔
子
や
そ
の
弟
子
に
仮
託

さ
れ
て
編
纂
さ
れ
、
経
典
化
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
す
で
に
胎
動
し
て
い
る
が
、

政
治
思
想
の
表
舞
台
に
華
々
し
く
登
場
す
る
端
緒
を
開
い
た
の
が
、
春
秋
公
羊
学
の

董
仲
舒
で
あ
る
。
彼
が
主
唱
し
た
災
異
説
は
、『
春
秋
』
の
歴
史
記
事
お
よ
び
公
羊

伝
の
解
釈
を
判
例
と
し
て
、
自
然
界
に
生
起
す
る
災
害
、
異
変
は
、
為
政
者
に
よ
る

政
治
的
過
失
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
天
が
譴
責
し
た
と
考
え
る
（
（
（

。
そ
れ
は
、
明

ら
か
に
当
時
に
発
達
し
て
い
た
占
星
術
、
望
気
術
の
天
文
知
識
を
援
用
し
、
政
治
批

判
の
歴
史
哲
学
に
造
り
替
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
尚
書
学
で
は
夏
侯
勝
、
斉

詩
学
で
は
翼
奉
、
易
学
で
は
京
房
、
春
秋
学
で
は
劉
向
、
劉
歆
な
ど
、
災
異
学
者
が

続
出
し
、
天
文
律
暦
学
の
専
門
知
識
を
導
入
し
、
経
解
釈
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
、
天

地
自
然
と
人
倫
社
会
の
感
応
関
係
を
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
す
る
政
治
哲
学
が
一
世
を
風
靡

し
た
。

災
異
説
の
流
行
は
、
儒
家
思
想
の
枠
組
み
を
拡
大
さ
せ
、
儒
生
が
天
人
感
応
説
、

陰
陽
五
行
説
、
物
類
相
感
説
な
ど
に
依
拠
す
る
多
様
な
言
説
を
自
由
に
議
論
で
き
る

場
を
提
供
し
た
。
そ
の
結
果
、
儒
生
と
方
士
の
知
識
基
盤
が
共
通
に
な
り
、
経
術
と

方
術
の
境
界
線
が
曖
昧
に
な
っ
て
峻
別
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
思
想
的
な
混

淆
の
帰
結
と
し
て
緯
書
が
編
纂
さ
れ
る
。
予
言
と
革
命
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
天

文
占
、
暦
法
、
音
律
な
ど
の
天
文
律
暦
学
の
科
学
知
識
や
占
術
理
論
を
絡
め
て
大
々

的
に
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
一
連
の
出
来
事
は
、
漢
代
思
想
革
命
と
呼
ぶ

べ
き
大
事
件
だ
っ
た
。

前
漢
末
か
ら
後
漢
初
め
に
か
け
て
、
災
異
思
想
は
暦
運
説
と
結
合
し
て
讖
緯
思
想

に
変
容
す
る
。
讖
緯
思
想
の
基
礎
理
論
は
、
緯
書
と
い
う
一
群
の
著
作
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
し
か
も
、
易
・
書
・
詩
・
礼
・
楽
・
春
秋
の
六
経
、『
孝
経
』『
論
語
』
と
河

図
、
洛
書
の
名
を
冠
し
、
孔
子
が
経
義
を
詳
し
く
解
説
し
た
釈
経
の
書
と
唱
え
ら
れ

た
。
後
世
に
お
い
て
、
緯
書
は
「
奇
怪
虚
誕
」
の
妄
説
と
指
弾
さ
れ
、
漢
代
儒
学
の

黒
歴
史
と
な
る
が
、
王
莽
の
政
権
簒
奪
、
光
武
帝
の
漢
家
復
興
の
政
治
的
な
大
変
革

と
連
動
し
て
、
そ
の
よ
う
な
偽
経
の
編
纂
が
敢
行
さ
れ
た
こ
と
が
、
漢
代
学
術
空
間

の
特
異
性
を
明
示
す
る
（
（
（

。

緯
書
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
、
後
世
に
最
も
影
響
を
与
え
た
の
は
、
古
帝
王
伝
説

と
そ
の
数
理
基
盤
と
な
っ
た
天
人
感
応
説
ま
た
は
陰
陽
五
行
説
で
あ
る
。
三
皇
五
帝

を
は
じ
め
と
す
る
古
帝
王
は
神
話
、
伝
説
の
な
か
で
大
い
に
語
ら
れ
て
い
た
が
、
緯

書
は
歴
史
上
の
人
物
と
し
て
系
譜
化
し
、
天
地
開
闢
か
ら
秦
漢
に
至
る
国
家
興
亡
の

歴
史
を
詳
論
す
る
。
孔
子
の
主
張
す
る
儒
家
思
想
の
中
心
的
な
命
題
は
、
堯
舜
や
周

の
文
王
の
治
世
は
理
想
的
な
政
治
が
行
わ
れ
て
お
り
、
乱
れ
た
現
世
を
治
め
る
に
は

そ
の
秩
序
を
回
復
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
復
古
主
義
的
な
歴
史
観

を
基
盤
と
し
て
、
古
代
史
の
創
造
を
企
て
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
易
姓

革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
王
朝
交
替
の
数
理
、
受
命
改
制
の
理
念
を
汲
み
出
し
、
天

人
感
応
的
な
治
国
論
、
陰
陽
五
行
説
に
よ
る
統
治
論
を
多
面
的
に
展
開
し
た
。

緯
書
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
た
古
代
王
朝
を
め
ぐ
る
歴
史
観
は
、
三
国
時
代
以
降
に

お
い
て
も
大
き
な
波
紋
を
及
ぼ
し
、
徐
整
『
三
五
歴
記
』、
韋
昭
『
洞
紀
』、
皇
甫
謐

『
帝
王
世
紀
』、
任
昉
『
述
異
記
』
な
ど
の
古
史
、
雑
史
類
が
多
数
成
立
し
、
唐
の
司
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馬
貞
は
『
史
記
』
に
三
皇
本
紀
を
補
筆
す
る
に
至
る
。
緯
書
に
説
か
れ
る
古
帝
王
説

は
、
諸
説
紛
々
と
し
て
お
り
、
統
一
的
で
は
な
い
。
最
も
中
心
的
な
論
説
が
展
開
さ

れ
る
の
は
、
易
緯
と
春
秋
緯
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
古
帝
王
説
に
お
い
て
、
最
も
特
徴

的
で
あ
る
の
は
、
顓
頊
暦
と
も
、
太
初
暦
・
三
統
暦
と
も
異
な
る
緯
書
特
有
の
暦
術

＝
緯
書
暦
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
王
莽
か
ら
光
武
帝
に
至
る

政
治
的
変
革
を
導
き
出
し
た
暦
運
説
、
終
末
論
と
密
接
な
関
連
性
が
見
出
せ
る
。
緯

書
編
纂
が
い
か
な
る
企
て
で
あ
っ
た
の
か
を
探
る
手
が
か
り
が
そ
こ
に
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
後
漢
四
分
暦
を
め
ぐ
る
改
暦
論
争
の
時
に
も
論
拠
に
援
用
さ

れ
、
中
世
、
近
世
に
お
け
る
暦
運
説
に
も
、
形
を
変
え
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
い

る
（
（
（

。
日
本
で
は
、
一
○
世
紀
初
頭
よ
り
辛
酉
歳
、
甲
子
歳
に
改
元
を
実
施
し
て
き
た

が
（
革
年
改
元
）、
そ
の
論
拠
は
、
易
緯
の
「
辛
酉
革
命
、
甲
子
革
令
」、
詩
緯
の
「
十

周
参
聚
、
気
生
神
明
、
戊
午
革
運
、
辛
酉
革
命
、
甲
子
革
政
」
と
鄭
玄
注
に
依
拠
す

る
も
の
で
あ
っ
た
（
（
（

。
そ
の
よ
う
に
、
術
数
学
の
中
世
、
近
世
的
な
展
開
を
考
え
る
う

え
で
も
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
に
か
け
て
の
暦
運
説
の
形
成
は
重
要
な
考
究
課
題
で
あ

る
。そ

こ
で
、
本
論
文
は
、
漢
代
の
暦
運
説
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
考
察
し
、
科
学
思

想
史
的
見
地
か
ら
そ
の
数
理
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
（
（

。

❶
暦
運
説
の
誕
生

漢
代
の
暦
運
説
の
理
論
的
基
盤
は
、
王
位
継
承
の
正
統
性
を
主
張
す
る
受
命
改
制

説
に
あ
る
。
易
姓
革
命
に
よ
っ
て
新
た
な
王
朝
を
創
立
す
る
と
、「
正
朔
を
改
め
、

服
色
を
易
え
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
暦
法
を
制
定
し
て
カ
レ
ン
ダ
ー
を
天
下
に
発
布

し
、
天
命
を
受
け
て
即
位
し
た
こ
と
を
知
ら
し
め
た
。
そ
し
て
、
五
徳
終
始
説
に
お

け
る
五
行
配
当
説
に
従
っ
て
諸
制
度
を
一
新
す
る
こ
と
で
、
天
意
に
応
じ
、
新
王
と

し
て
の
「
明
法
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
示
し
た
。
改
暦
は
、
天
象
と
の
ズ
レ
を
補
正

す
る
目
的
で
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
の
で
、
必
ず
し
も
王
朝
改
革
に
直
結
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
疫
病
の
流
行
、
水
旱
の
災
害
な
ど
を
払
拭
し
、
社
会
を
安
定
し
、
民
心

を
一
新
さ
せ
る
方
策
と
し
て
は
、
年
号
の
改
変
も
行
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
、「
改
暦
」

「
改
元
」
は
、
儒
家
的
な
礼
教
国
家
を
象
徴
す
る
重
要
な
政
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

太
陽
太
陰
暦
の
特
徴
と
し
て
、
月
の
満
ち
欠
け
の
周
期
を
一
ヶ
月
と
し
、
そ
の

一
二
周
の
日
数
と
一
太
陽
年
の
周
期
と
の
ズ
レ
を
、
閏
月
を
置
く
こ
と
で
調
整
し
よ

う
と
す
る
の
で
、
日
月
の
会
合
周
期
や
日
月
食
の
周
期
性
が
当
初
か
ら
強
く
認
識
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
五
惑
星
の
運
行
周
期
を
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
天

文
占
の
対
象
が
彗
星
、
流
星
や
明
る
い
恒
星
か
ら
五
惑
星
を
主
体
と
す
る
も
の
に
切

り
替
わ
り
、
五
惑
星
の
運
行
周
期
を
暦
法
の
数
理
構
造
に
取
り
入
れ
た
（
（
（

。

暦
法
の
数
理
が
歴
史
的
な
出
来
事
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
循
環
史
観
と
結
合
す

る
と
、
暦
運
説
が
誕
生
す
る
（
（
（

。
王
朝
の
交
代
、
聖
人
の
出
現
に
お
け
る
周
期
性
に
早

期
に
気
づ
い
た
人
物
は
、
孟
子
で
あ
る
。『
孟
子
』
尽
心
下
の
末
尾
に
お
い
て
、
聖

人
出
現
の
五
百
年
周
期
説
を
論
述
す
る
。

堯
・
舜
よ
り
湯
王
に
至
る
ま
で
、
五
百
余
歳
経
っ
た
。
禹
・
皋
陶
の
場
合
に
は

（
堯
舜
の
治
世
の
や
り
方
を
）
見
て
知
り
、
湯
王
の
場
合
に
は
（
遠
い
昔
の
こ

と
を
）
聞
い
て
知
っ
た
。
湯
王
よ
り
文
王
に
至
る
ま
で
、
五
百
余
歳
あ
っ
た
。

伊
尹
・
莱
朱
の
場
合
に
は
見
て
知
り
、
文
王
の
場
合
に
は
聞
き
分
け
て
洞
察
し

た
。
文
王
よ
り
孔
子
に
至
る
ま
で
五
百
余
歳
経
っ
た
。
太
公
望
・
散
宜
生
の
場

合
に
は
実
見
し
て
理
解
し
、
孔
子
の
場
合
に
は
聞
き
分
け
て
洞
察
し
た
。
孔
子

よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
百
余
歳
経
っ
た
ば
か
り
で
、
聖
人
の
世
を
去
っ
て
か
ら

そ
ん
な
に
遠
く
隔
て
っ
て
い
な
い
し
、
聖
人
の
居
所
（
孔
子
の
い
た
魯
国
）
か

ら
き
わ
め
て
近
く
に
い
る
。
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
誰
も
知
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

古
代
王
朝
の
聖
王
と
し
て
最
も
尊
敬
さ
れ
る
堯
・
舜
、
殷
の
湯
王
、
周
の
文
王
と

同
列
に
孔
子
を
扱
う
。
そ
の
た
め
に
、
後
世
に
お
い
て
、
孔
子
を
素
王
（
無
冠
の
帝

王
）
と
す
る
説
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。
孟
子
は
聖
人
出
現
の
周
期
が
五
〇
〇
余
年

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
眼
し
、
禹
・
皋
陶
、
伊
尹
・
莱
朱
、
太
公
望
（
呂
尚
）・
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散
宜
生
と
い
っ
た
聖
王
の
側
近
に
い
て
輔
佐
し
た
名
臣
、
賢
者
と
同
様
の
役
割
を
自

任
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
聖
人
が
五
〇
〇
年
後
に
出
現
す
る
こ
と
を
予
見
し
た
暦
運

説
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
漢
代
に
な
る
と
、
近
未
来
に
聖
人
の
到
来
を
告
げ
る
孟

子
の
予
言
と
し
て
現
実
味
を
持
っ
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
史
記
』
太
史
公

自
序
で
は
、
司
馬
談
が
司
馬
遷
に
告
げ
た
言
葉
に
引
か
れ
る
。

周
公
が
死
ん
で
か
ら
五
百
年
経
っ
て
孔
子
が
出
た
。
孔
子
か
ら
今
に
至
る
ま
で

五
百
年
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
継
い
で
明
ら
か
に
し
、
易
伝
を
正
し
、

春
秋
を
継
ぎ
、
詩
書
礼
楽
の
際
に
本
づ
く
こ
と
が
で
き
る
人
物
が
い
る
だ
ろ

う
。

素
朴
な
五
百
年
周
期
説
は
、
や
が
て
政
治
変
革
を
も
た
ら
す
天
運
の
数
理
思
想
に

発
展
す
る
。『
史
記
』
天
官
書
に
言
う
。

い
っ
た
い
天
運
は
、
三
十
歳
で
一
た
び
小
変
し
、
百
年
で
中
変
し
、
五
百
年
で

し
て
大
変
す
る
。
大
変
が
三
回
あ
る
の
が
一
紀
で
あ
り
、
三
紀
で
大
い
に
備
わ

る
。
こ
れ
が
天
運
の
大
数
で
あ
る
。
国
を
治
め
る
も
の
は
必
ず
三
五
の
運
を
貴

ぶ
。
上
下
そ
れ
ぞ
れ
千
年
で
、
そ
の
後
に
天
人
の
際
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
備

わ
っ
て
い
く
。

天
の
運
期
は
、
三
○
年
で
小
変
、
三
倍
強
の
一
〇
〇
年
で
中
変
、
五
倍
の
五
〇
〇

年
で
大
変
し
、
さ
ら
に
三
倍
の
一
紀
一
五
〇
〇
年
、
ま
た
三
倍
の
三
紀
四
五
〇
〇
年

で
大
備
す
る
。
為
政
者
は
そ
の
よ
う
な
「
三
五
の
運
」
を
必
ず
貴
ぶ
と
言
う
。

「
三
五
の
運
」
は
、
暦
運
説
の
数
理
思
想
を
形
成
し
た
中
核
的
な
概
念
で
あ
る
。

「
三
五
」
に
は
、
天
官
書
の
よ
う
に
、「
三
十
」「
五
十
」「
三
百
年
」「
五
百
年
」
と

い
う
年
数
の
ほ
か
に
、
三
正
（
ま
た
は
三
統
、
三
才
）
五
行
、
三
皇
五
帝
、
三
王
五

伯
（
五
覇
）
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
た
。「
三
正
」
と
は
、
夏
、
殷
、
周
の
三
代
で

歳
首
の
月
が
寅
月
（
一
月
）
→
丑
月
（
一
二
月
）
→
子
月
（
一
一
月
）
と
推
移
し
た

と
す
る
説
で
あ
る
。

早
期
の
言
説
と
し
て
は
、
漢
初
の
伏
生
の
著
作
と
さ
れ
る
『
尚
書
大
伝
』
に
「
天

地
人
の
道
備
わ
り
、
三
五
の
運
興
る
」
と
あ
る
。『
尚
書
大
伝
』
を
引
く
『
風
俗
通
義
』

巻
一
で
は
、
そ
の
前
後
で
三
皇
、
五
帝
、
三
王
、
五
伯
に
論
及
し
、「
三
五
の
運
」

と
は
三
皇
五
帝
、
三
王
五
伯
と
交
替
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
三
皇
に
は
諸
説
あ
る

が
、『
尚
書
大
伝
』
で
は
、
遂
人
（
燧
人
）、
伏
羲
、
神
農
と
す
る
。
遂
人
は
、
人
間

社
会
に
火
を
起
こ
す
道
具
（
＝
燧
）
を
も
た
ら
し
、
伏
羲
は
八
卦
を
発
明
し
て
社
会

を
制
度
化
し
、
神
農
は
農
耕
を
普
及
さ
せ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
天
、
人
、
地
に
配
す

る
。
三
皇
に
よ
っ
て
天
地
人
（
三
才
）
の
道
が
完
備
し
、
三
皇
→
五
帝
→
三
王
→
五

伯
と
い
う
「
三
五
」
の
暦
運
が
生
起
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
五
伯
を
述

べ
た
末
尾
に
言
う
。

「
三
統
」
と
は
天
地
人
の
始
め
、
道
の
大
綱
で
あ
る
。「
五
行
」
と
は
品
物
の
宗

で
あ
る
。
道
は
三
の
数
に
よ
っ
て
興
り
、
徳
は
五
の
数
に
よ
っ
て
成
る
。
だ
か

ら
、
三
皇
五
帝
、
三
王
五
伯
に
お
い
て
、
至
道
は
遠
か
ら
ず
、
三
五
に
し
て
復

た
反
（
返
）
る
。

「
三
五
」
を
年
数
で
は
な
く
、
三
正
五
行
、
三
皇
五
帝
、
三
王
五
伯
と
言
い
換
え
る
。

古
代
王
朝
が
変
革
し
て
き
た
暦
運
を
別
の
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
で
表
現
し
た
と
理
解

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
後
漢
書
』
郎
顗
伝
に
「
臣
（
郎
顗
）
は
聞
く
、
天
道
は
遠
か
ら
ず
、
三
五
に
し

て
復
た
反
る
と
」
と
あ
り
、
李
賢
注
は
、『
春
秋
合
誠
図
』
の
「
至
道
は
遠
か
ら
ず
、

三
五
に
し
て
反
る
」
を
引
き
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
宋
均
注
を
引
く
。

三
は
三
正
な
り
。
五
は
五
行
な
り
。
三
正
五
行
、
王
者
改
代
す
る
の
際
会
な
り
。

能
く
此
の
際
に
於
い
て
自
ら
新
に
し
て
初
め
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
無
窮
に
通
ず

る
な
り
。（『
重
修
緯
書
集
成
』
巻
四
下
、
二
四
頁
）

『
春
秋
保
乾
図
』
で
は
、
孔
子
の
言
と
し
て
、

三
百
年
に
し
て
、
斗
歴　

憲
を
改
む
。（『
続
漢
書
』
律
暦
志
所
引
、『
重
修
緯

書
集
成
』
巻
四
下
、
五
一
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
緯
文
は
、
後
漢
四
分
暦
に
改
暦
す
る
根
拠
に
活
用
さ
れ
た
。「
斗
歴
」

と
は
、
古
代
の
暦
法
が
北
斗
七
星
の
斗
杓
が
指
す
方
位
に
よ
っ
て
季
節
を
定
め
た
こ

と
に
由
来
す
る
。
暦
法
を
固
定
的
な
も
の
と
は
考
え
ず
に
、
三
〇
〇
年
ご
と
に
改
正
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し
て
天
象
と
の
ズ
レ
を
補
正
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
同
書
に
は
、「
王

者
、
三
百
年
に
し
て
一
た
び
法
を
蠲
（
明
）
ら
か
に
す
」（『
後
漢
書
』
陳
寵
伝
お
よ

び
『
晋
書
』
刑
法
志
所
引
、『
重
修
緯
書
集
成
』
巻
四
下
、
五
二
頁
）
と
あ
り
、

三
〇
〇
年
を
周
期
と
し
て
法
令
を
一
新
す
る
の
も
、
改
暦
と
連
動
す
る
か
ら
で
あ

る
。郎

顗
は
、
孔
子
の
言
と
し
て
「
漢
三
百
載
、
斗
歴
改
憲
（
原
文
は
「
斗
」
を
「
計
」

に
作
る
が
、
劉
攽
注
の
指
摘
に
従
う
）」
と
い
う
同
類
文
を
引
き
、
続
け
て
言
う
。

三
百
四
歳
を
一
徳
と
為
す
。
五
徳
一
千
五
百
二
十
歳
に
し
て
、
五
行
更
ご
も
用

い
ら
る
。（『
後
漢
書
』
郎
顗
伝
）

三
〇
〇
年
と
は
、
顓
頊
暦
の
一
紀
（
一
五
二
〇
年
）
を
五
等
分
し
た
三
〇
四
年
に

五
行
を
配
当
し
た
概
数
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
同
様
の
配
当
説
は
、『
易
緯
乾
鑿
度
』

巻
下
に
見
え
る
。

孔
子
曰
く
、
至
徳
の
数
、
先
ず
木
金
水
火
土
の
徳
を
立
て
、
三
百
四
歳
を
合
し

て
、
五
徳
備
わ
る
。
凡
そ
一
千
五
百
二
十
歳
に
し
て
、
大
終
し
初
め
に
復
る
。

（『
重
修
緯
書
集
成
』
巻
一
上
、
六
二
頁
）

五
百
年
周
期
説
は
、『
尚
書
考
霊
曜
』
に
見
え
る
が
、
顓
頊
暦
の
一
元
四
五
六
〇

年
の
年
数
に
も
言
及
が
あ
る
。

五
百
載
に
し
て
、
聖　

符
を
紀
す
。（『
太
平
御
覧
』
巻
四
〇
一
所
引
、『
重
修

緯
書
集
成
』
巻
二
、
四
一
頁
）

四
千
五
百
六
十
歳
に
し
て
、
精　

初
め
に
反
り
、
命
几
を
握
り
、
河
図
を
起
し
、

聖
受
け
て
思
う
。（『
初
学
記
』
巻
一
七
所
引
、『
重
修
緯
書
集
成
』
巻
二
、

四
一
頁
）

五
〇
〇
年
で
聖
王
が
河
図
洛
書
の
符
命
を
記
し
、
四
五
六
〇
年
で
天
精
が
初
源
状

態
に
復
帰
し
、
命
運
（「
几
」
は
「
機
」
に
通
ず
）
を
掌
握
し
て
河
図
を
出
現
さ
せ
、

聖
王
が
そ
れ
を
授
か
っ
て
天
命
を
熟
慮
す
る
と
い
う
。

『
易
緯
弁
終
備
』
で
は
、

三
五
に
し
て
環
復
し
、
七
十
六
載
に
し
て
閏
常
に
反
る
。（『
重
修
緯
書
集
成
』

巻
一
下
、
一
七
頁
）

と
述
べ
る
。「
七
十
六
載
」
と
は
、
古
四
分
暦
の
一
九
年
七
閏
法
に
お
い
て
、
七
六

年
（
一
蔀
）
は
積
日
数
に
端
数
が
な
く
な
る
年
数
で
あ
る
。「
三
五
」
に
対
す
る
鄭

注
に
は
、「
三
五
、
千
五
百
二
十
歳
（
原
文
脱
「
五
」
字
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
紀

一
五
二
○
年
の
上
二
桁
を
、
九
九
算
に
よ
っ
て
「
三
五
」（
＝
十
五
）
と
表
記
し
た

と
解
釈
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
緯
書
の
三
五
周
期
説
で
は
、「
五
百
」
は
概
数
の
ま
ま
で
あ
る
が
、

「
七
十
六
」「
三
百
四
」「
一
千
五
百
二
十
」「
四
千
五
百
六
十
」
と
い
う
顓
頊
暦
ま
た

は
古
四
分
暦
の
大
周
期
の
実
数
を
掲
げ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
天
地
開
闢
以
来
の
大

周
期
の
暦
術
を
展
開
す
る
。

❷
漢
高
祖
元
年
の
五
星
会
聚
現
象

前
漢
末
に
大
流
行
す
る
暦
運
説
は
、
古
四
分
暦
の
暦
定
数
に
依
拠
す
る
（
（
（

。
一
年
の

長
さ
を
三
六
五
日
四
分
の
一
と
し
、
一
九
年
で
七
回
の
閏
月
を
設
け
る
。
し
た
が
っ

て
、
一
九
年
二
三
五
ヶ
月
が
最
初
の
小
さ
な
周
期
と
な
る
。
一
周
天
の
度
数
を
一
年

の
長
さ
と
合
致
さ
せ
て
三
六
五
度
四
分
の
一
と
す
れ
ば
、
太
陽
が
一
周
天
す
る
行
度

（
運
行
速
度
）
は
、
一
日
一
度
と
な
る
。
一
九
年
で
二
三
五
ヶ
月
と
い
う
こ
と
は
、

一
朔
望
月
（
月
の
盈
ち
虧
け
の
周
期
、
す
な
わ
ち
新
月
か
ら
新
月
、
ま
た
は
満
月
か

ら
満
月
ま
で
の
日
数
）
は
、
二
三
五
分
の
一
九
歳
（
＝365 1/4

日

×19/235

＝

29 499/940

日
＝27759/940

日

≒29.530851

日
）
で
あ
る
。
一
朔
望
月
と
は
、

月
が
太
陽
と
再
び
同
じ
位
置
に
来
て
会
合
す
る
周
期
（
会
合
周
期
）
を
意
味
す
る
の

で
、
日
月
の
行
度
差
は
一
二
度
一
九
分
の
七
（365 1/4

度

÷29 499/940

日
＝12 

7/19
度/

日
）
と
算
定
さ
れ
、
月
の
行
度
は
一
日
に
一
三
度
一
九
分
の
七
と
定
め

た
こ
と
に
な
る
。
恒
星
周
期
（
一
周
天
す
る
周
期
）
で
言
う
と
、
二
七
日
一
○
一
六

分
の
三
二
七
と
な
る
（365 1/4

度

÷13 7/19

度/

日=
27759/1016

日=
27 

327/1016

日=
19/254

歳
）。
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一
朔
望
月
の
真
値
は
二
九
・
五
三
〇
五
八
九
日
で
あ
る
か
ら
、
古
四
分
暦
の
定
数

の
ほ
う
が
少
し
大
き
い
。
と
い
っ
て
も
、
も
と
も
と
日
月
が
複
雑
な
軌
道
上
を
不
等

速
運
動
し
て
い
て
、
実
際
に
は
二
九
・
二
七
日
か
ら
二
九
・
八
三
日
ま
で
の
間
を
推

移
す
る
平
均
値
で
あ
り
、
一
時
的
な
観
測
に
よ
っ
て
容
易
に
補
正
さ
れ
る
誤
差
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
長
期
に
わ
た
る
観
測
デ
ー
タ
を
数
的
処
理
し
て
、
一
九
年
七
閏

と
い
う
置
閏
法
の
周
期
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
年
よ
り
大
き
な
周
期
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
年
は
四
分
の
一
日
の
端
数
が
あ

り
、
四
年
で
一
日
分
と
な
る
が
、
一
九
年
（
一
章
）
は
四
の
倍
数
で
は
な
い
の
で
、

総
日
数
は
整
数
値
に
は
な
ら
な
い
（365 1/4

日
×19

年
＝29 499/940

日
×

235

＝6939 3/4
日
）。
こ
の
場
合
、
日
月
の
会
合
は
、
起
点
と
同
じ
地
点
に
は
な

ら
ず
に
、
全
天
を
四
分
の
三
ほ
ど
先
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
の
星
宿
に
位
置
す
る
。
年
初

に
お
い
て
と
も
に
起
点
に
復
帰
し
、
日
月
合
宿
と
な
る
の
は
一
九
年
の
四
倍
を
経
過

し
た
七
六
年
で
あ
る
。
七
六
年
は
九
四
○
ヶ
月
、
二
万
七
七
五
九
日
で
あ
り
、
日
の

端
数
が
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
七
六
年
を
「
一
蔀
」
と
す
る
。

歳
や
日
は
六
十
干
支
を
用
い
て
記
述
す
る
が
、
七
六
年
お
よ
び
そ
の
総
日
数

二
万
七
七
五
九
日
は
、
い
ず
れ
も
六
○
の
倍
数
で
は
な
く
、
起
点
と
同
じ
干
支
に
は

な
ら
な
い
。
歳
干
支
の
場
合
、
七
六
年
と
六
十
干
支
と
の
最
小
公
倍
数
は
、
一
一
四

○
年
（
一
五
蔀
、
四
一
万
六
三
八
五
日
）
で
あ
る
。
日
干
支
の
場
合
、

二
万
七
七
五
九
日
と
六
十
干
支
と
の
最
小
公
倍
数
は
五
五
万
五
一
八
○
日
、
す
な
わ

ち
一
五
二
○
年
（
二
○
蔀
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
歳
首
の
歳
干
支
、
日
干
支
の
ど

ち
ら
か
が
同
じ
に
な
る
周
期
で
あ
る
。
両
方
と
も
が
同
じ
干
支
に
復
帰
す
る
の
は
、

四
五
六
○
年
、
一
六
六
万
五
五
四
○
日
を
必
要
と
す
る
。

秦
王
朝
に
施
行
さ
れ
、
漢
の
太
初
暦
ま
で
用
い
ら
れ
た
顓
頊
暦
で
は
、
甲
子
日
に

復
帰
す
る
紀
日
法
を
優
先
し
て
一
五
二
○
年
を
「
一
紀
」
と
し
、
三
紀
四
五
六
〇
年

を
「
一
元
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
四
五
六
〇
年
を
一
大
周
期
と
し
て
甲
寅
歳
甲
子
日

に
暦
元
を
定
め
、
日
月
、
歳
干
支
、
日
干
支
と
と
も
に
五
惑
星
も
含
め
た
初
源
状
態

へ
の
回
帰
を
想
定
す
る
。
暦
元
で
日
月
五
星
（
七
曜
）
が
起
点
（
営
室
五
度
）
に
会

聚
す
る
現
象
は
、「
日
月
は
合
璧
の
ご
と
く
、
五
星
は
連
珠
ご
と
し
」（
日
月
が
連
ね

合
わ
せ
た
璧
玉
の
よ
う
で
あ
り
、
五
惑
星
が
連
な
る
珠
玉
の
よ
う
で
あ
る
）
と
表
現

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
暦
元
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
日
月
五
星
（
七
曜
）
の
会
聚
説
は
、

観
念
的
、
思
弁
的
に
描
き
出
し
た
理
想
状
態
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
数
理
的
な
裏

付
け
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

日
月
五
星
の
会
聚
現
象
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
暦
元
説
、
瑞
祥
説
は
緯
書
に
多
出
す

る
が
、『
史
記
』『
漢
書
』
の
張
耳
・
陳
余
伝
に
す
で
に
語
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
す
な
わ
ち
、

高
祖
元
年
（
前
二
○
六
）
に
高
祖
（
劉
邦
）
が
進
軍
し
て
関
中
に
入
ろ
う
と
す
る
時

に
、
五
惑
星
が
す
べ
て
東
井
に
集
ま
っ
た
。
五
星
会
聚
現
象
は
、
聖
王
が
出
現
し
、

秦
帝
国
を
滅
ぼ
す
予
兆
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
い
ち
早
く
気
づ
い
た
の
は
、
張
耳

で
あ
る
。
魏
の
名
臣
だ
っ
た
張
耳
に
は
陳
余
と
い
う
刎
頸
の
友
が
い
た
。
陳
勝
・
呉

広
の
乱
が
生
起
す
る
と
、
張
耳
と
陳
余
は
陳
勝
の
も
と
へ
赴
き
家
臣
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
秦
軍
と
の
抗
争
や
項
羽
、
劉
邦
の
覇
権
争
い
の
な
か
で
、
二
人
の
仲
は
決
裂

し
、
互
い
に
戦
う
は
め
に
な
る
。
項
羽
に
秦
を
滅
亡
さ
せ
た
際
に
、
趙
を
代
と
常
山

に
二
分
し
、
常
山
王
に
張
耳
を
任
命
す
る
。
陳
余
は
褒
賞
の
格
差
に
恨
み
を
抱
き
、

軍
を
率
い
て
張
耳
を
襲
い
、
打
ち
破
る
。
敗
北
し
た
張
耳
は
、
楚
の
項
羽
の
も
と
に

亡
命
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
占
星
家
の
甘
公
が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

漢
王
が
関
中
に
入
り
、
秦
都
咸
陽
に
攻
め
込
も
う
と
し
た
時
に
、
五
星
が
東
井

に
会
聚
し
ま
し
た
。
東
井
は
、
秦
の
分
野
で
す
。
真
っ
先
に
到
達
し
た
人
物
が

必
ず
霸
者
と
な
り
ま
す
。
楚
は
絶
大
な
強
さ
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
が
、
後
に
は

必
ず
漢
に
隷
属
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

張
耳
は
、
甘
公
の
勧
め
に
従
っ
て
翻
意
し
、
漢
王
劉
邦（
高
祖
）に
帰
服
す
る
。『
史

記
』
張
耳
・
陳
余
伝
の
一
節
で
あ
り
、
二
人
の
人
間
模
様
は
劉
邦
の
覇
道
を
彩
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
。

東
井
に
お
け
る
五
星
会
聚
は
、『
史
記
』
高
祖
本
紀
や
天
官
書
で
も
記
録
さ
れ
る

が
、
明
確
な
年
月
は
記
さ
な
い
。『
漢
書
』
で
は
、
高
帝
紀
上
に
「
元
年
冬
十
月
、

五
星
、
東
井
に
聚
ま
り
、
沛
公
、
覇
上
に
至
る
」
と
あ
り
、
一
○
月
の
こ
と
と
す
る
。
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ま
た
、『
漢
書
』
天
文
志
で
も
同
様
に
漢
元
年
一
○
月
の
こ
と
と
し
、

暦
法
で
推
算
す
る
と
、
歳
星
（
木
星
）
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
皇

帝
が
受
命
す
る
予
兆
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
食
客
（
甘
公
）
の
発
言
の
一
部
を
「
五
星
、
歳
星
に
従
っ
て

聚
ま
る
。
当
に
義
を
以
て
天
下
を
取
る
べ
し
」
と
書
き
換
え
、
漢
王
が
東
井
の
分
野

で
あ
る
秦
地
に
入
っ
て
、
義
の
行
い
に
よ
っ
て
天
下
を
統
一
す
る
予
兆
と
解
釈
す

る
。今

回
の
五
星
会
聚
は
歳
星
が
主
導
す
る
も
の
で
あ
り
、
義
に
よ
っ
て
天
下
を
平
定

す
る
瑞
祥
と
す
る
。
そ
れ
は
、
歳
星
に
「
義
」
を
配
当
す
る
か
ら
で
あ
り
、『
石
氏

星
経
』
や
『
史
記
』
天
官
書
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
史
記
』
天
官
書
に
お
い
て
、

其
（
歳
星
）
の
在
る
所
、
五
星
皆
従
い
て
一
舍
に
聚
ま
れ
ば
、
其
の
下
の
国
、

義
を
以
て
天
下
を
致
す
べ
し
。（
歳
星
の
条
）

五
星
皆
（
熒
惑
に
）
従
い
て
一
舍
に
聚
れ
ば
、
其
の
下
の
国
、
礼
を
以
て
天
下

を
致
す
べ
し
。（
熒
惑
の
条
）

其
（
塡
星
）
の
居
る
所
、
五
星
皆
従
い
て
一
舍
に
聚
ま
れ
ば
、
其
の
下
の
国
、

重
を
〔
以
て
〕
天
下
を
致
す
べ
し
。（
塡
星
の
条
）

五
星
皆
太
白
に
従
い
て
一
舍
に
聚
ま
れ
ば
、
其
の
下
の
国
、
兵
を
以
て
天
下
を

致
す
べ
し
。（
太
白
の
条
）

五
星
皆
辰
星
に
従
い
て
一
舍
に
聚
ま
れ
ば
、
其
の
下
の
国
、
法
を
以
て
天
下
を

致
す
べ
し
。（
辰
星
の
条
）

『
開
元
占
経
』
巻
一
九
、
五
星
占
二
、
五
星
相
犯
一
に
は
、「
石
氏
（
星
経
）
曰
く
」

と
し
て
、
同
類
文
が
見
ら
れ
る
。
歳
星
に
は
「
義
」、
熒
惑
に
「
礼
」、
塡
星
に
「
重
」

（
重
徳
）、
太
白
に
「
兵
」、
辰
星
に
「
法
」
が
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
る
。
そ
の
配
当

説
は
天
官
書
の
五
星
を
論
述
し
た
各
条
の
冒
頭
に
、「
義
失
者
、
罰
出
歳
星
」（
そ
の

国
の
義
が
失
わ
れ
る
と
、
天
の
下
す
罰
は
歳
星
に
出
現
す
る
）
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
対
応
す
る
。
太
白
の
「
兵
」
は
、
太
白
が
殺
（
殺
戮
、
減
殺
）
を
司
る

か
ら
で
あ
り
、
辰
星
の
「
法
」
は
、
刑
法
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
塡
星
の
「
重
」
は
、

『
石
氏
星
経
』（『
開
元
占
経
』巻
一
九
、
五
星
占
二
、
五
星
相
犯
一
に
引
く
）に
は「
重

徳
」
と
あ
り
、「
重
厚
な
徳
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
塡
星
は
中
央
に
配
さ
れ

て
四
方
を
統
括
し
て
お
り
、「
礼
、
徳
、
義
、
殺
、
刑
尽
失
而
塡
星
乃
為
之
動
揺
」（
そ

の
国
の
礼
、
徳
、
義
、
殺
、
刑
が
こ
と
ご
と
く
失
わ
れ
る
と
、
塡
星
は
そ
こ
で
大
き

く
揺
れ
動
く
）
と
あ
り
、
他
の
四
惑
星
の
四
徳
も
合
わ
せ
て
す
べ
て
失
わ
れ
る
と
塡

星
が
異
常
な
動
き
を
示
す
と
考
え
る
。

歳
星
が
「
義
」、
熒
惑
が
「
礼
」
と
な
る
の
は
五
行
配
当
を
想
起
さ
せ
る
が
、
漢

代
の
五
行
説
の
よ
う
に
、「
仁
義
礼
智
信
」
の
五
徳
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と

は
し
な
い
。
そ
れ
は
、
五
行
説
が
画
一
化
さ
れ
て
し
ま
う
以
前
に
五
星
占
の
理
論
化

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
天
文
占
で
は
、
刑
罰
、
死
亡
に
関
す
る
占
断

を
多
用
す
る
た
め
に
、「
礼
義
」
と
「
刑
殺
」
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
儒
家
の
重

視
す
る
五
徳
説
は
馴
染
ま
な
い
。

先
秦
の
天
文
学
で
は
、
木
星
や
土
星
の
運
行
周
期
は
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
た

が
、
火
星
や
内
惑
星
の
周
期
は
正
し
く
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
か
え
っ

て
、
火
星
は
不
規
則
な
動
き
の
凶
星
で
あ
り
、
金
星
は
兵
事
を
司
る
軍
神
と
さ
れ
、

地
上
に
生
起
し
よ
う
と
す
る
出
来
事
に
即
応
し
て
自
由
な
振
る
舞
い
を
す
る
と
考
え

た
。
と
り
わ
け
、
三
つ
以
上
の
会
聚
現
象
は
日
月
食
と
と
も
に
天
の
異
変
の
代
表
格

で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
惑
星
が
何
ら
か
の
意
図
を
持
っ
て
他
星
を
招
き
寄
せ
る
と

解
釈
し
た
。

『
漢
書
』
律
暦
志
が
五
星
会
聚
を
高
祖
元
年
一
○
月
の
出
来
事
に
特
定
し
て
い
る

の
は
、
五
星
の
位
置
を
推
算
し
て
歳
星
が
東
井
に
位
置
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
他
星

を
会
聚
さ
せ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
天
文
暦
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
理
論

づ
け
が
、
後
世
に
大
き
な
波
紋
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
数
理
天
文
学
的
な
見
地
か

ら
最
も
問
題
で
あ
る
の
は
、
太
陽
の
附
近
を
旋
回
す
る
内
惑
星
（
金
星
・
水
星
）
が

一
○
月
に
東
井
に
位
置
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
太
陽
の
躔
次
が
東

井
に
来
る
の
は
十
二
次
座
標
で
の
「
午
月
」（
五
月
）
で
あ
る
。
内
惑
星
が
太
陽
よ
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り
最
も
遠
ざ
か
る
最
大
離
角
は
、
金
星
は
約
四
八
度
、
水
星
は
約
二
二
度
だ
か
ら
、

内
惑
星
が
東
井
に
位
置
す
る
時
期
は
、
太
陽
が
東
井
に
居
る
期
間
よ
り
一
ヶ
月
く
ら

い
前
後
に
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
五
ヶ
月
後
の
一
○
月
に
な
る
と
、
太

陽
の
躔
次
は
心
か
ら
尾
・
箕
を
経
て
南
斗
と
移
行
し
て
い
く
。
内
惑
星
が
太
陽
の
そ

ば
を
離
れ
て
東
井
ま
で
や
っ
て
来
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
五
星
会
聚
説
は
、

天
体
観
測
の
結
果
を
踏
ま
え
た
言
説
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

内
惑
星
に
関
す
る
そ
の
よ
う
な
天
文
学
的
な
矛
盾
は
、
昔
の
天
文
学
者
で
も
十
分

に
推
論
で
き
る
。
漢
志
が
、
木
星
が
「
義
」
を
用
い
て
他
の
四
星
を
呼
び
寄
せ
た
と

す
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
天
文
知
識
を
前
提
と
す
る
。
現
代
天
文
学
の
計
算
に
よ
る

と
、
漢
高
祖
元
年
一
○
月
に
東
井
に
宿
る
惑
星
は
、
土
星
だ
け
で
あ
り
、
木
星
は
ま

だ
畢
か
ら
觜
参
の
間
に
あ
り
、
東
井
に
入
宿
す
る
の
は
半
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
漢
志
の
推
算
は
、
木
星
の
周
期
に
誤
差
が
多
く
て
間
違
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
実
際
の
天
文
現
象
の
観
測
に
よ
っ
て
立
論
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、「
高
祖

元
年
」「
冬
十
月
」
の
記
載
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
修
正
案
を
提
示
す
る
こ
と
を
最
初
に
言
い
出
し
た
の
は
、
北
魏
の
高
允
で
あ

る
。
高
允
（
三
九
〇
―
四
八
七
）
は
、
北
魏
の
崔
浩
が
筆
禍
事
件
で
誅
殺
さ
れ
る
原

因
と
な
っ
た
国
史
編
纂
に
加
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
崔
浩
は
専
門
家
を
集
め
て
漢
元

以
来
の
日
月
薄
蝕
、
五
星
行
度
を
考
校
し
、
前
史
の
誤
り
を
批
判
し
て
新
た
に
魏
暦

を
作
っ
た
。
彼
が
高
允
に
そ
れ
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
高
允
は
五
星
会
聚
が
机
上
の
空

論
で
は
な
く
、
実
際
の
天
体
観
測
を
踏
ま
え
た
言
説
と
す
る
な
ら
ば
、
一
○
月
と
す

る
の
は
理
論
上
あ
り
得
な
い
現
象
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
史
官
が
出
来
事
を
神

秘
化
し
よ
う
と
し
て
、
数
理
の
推
察
を
怠
っ
た
」
と
厳
し
い
批
判
を
浴
び
せ
か
け
る
。

そ
し
て
、
推
算
に
よ
っ
て
「
前
三
月
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
す
る
（『
魏
書
』

及
び
『
北
史
』
高
允
伝
）。

『
漢
書
』
天
文
志
の
「
漢
元
年
十
月
」
は
、
顓
頊
暦
で
は
一
○
月
を
歳
首
と
し
て

い
た
の
で
、
漢
高
祖
元
年
の
最
初
の
月
に
当
た
る
。
高
允
が
言
う
「
前
三
月
」
と
は
、

そ
こ
か
ら
三
ヶ
月
前
、
す
な
わ
ち
前
年
（
秦
二
世
三
年
）
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
高

允
が
指
摘
し
た
五
星
会
聚
の
史
謬
は
、
後
の
学
者
の
注
目
を
集
め
た
。『
漢
書
』
の

注
釈
者
で
は
、
劉
攽
が
『
漢
書
刋
誤
』
で
高
允
の
所
説
を
敷
衍
し
、
秦
の
「
十
月
」

が
「
前
三
月
」
＝
七
月
で
あ
る
と
す
る
折
衷
案
を
唱
え
る
。
歳
首
の
「
十
月
」（
夏

暦
の
一
○
月
）
を
一
番
目
の
月
と
し
て
数
え
た
場
合
の
「
十
月
」（
十
番
目
の
月
）

が
「
七
月
」
に
相
当
す
る
。
だ
か
ら
、
五
星
会
聚
現
象
が
生
起
し
た
と
漢
志
が
記
載

す
る
「
十
月
」
は
、
実
際
に
は
高
允
が
指
摘
す
る
夏
暦
の
七
月
（
前
三
月
）
で
あ
る

と
す
る
。
そ
し
て
、
三
ヶ
月
後
の
正
月
（
＝
夏
暦
の
十
月
）
に
秦
に
入
っ
た
と
し
、

五
星
会
聚
現
象
が
「
前
三
月
」
＝
「
七
月
」
で
あ
る
こ
と
に
合
理
的
な
説
明
を
つ
け

る
。宋

儒
か
ら
毛
奇
齢
、
顧
炎
武
、
閻
若
璩
等
の
清
朝
考
証
学
者
に
至
る
ま
で
、
五
星

会
聚
や
秦
暦
で
の
改
月
説
を
議
論
す
る
の
に
、
高
允
や
劉
攽
の
所
説
を
論
拠
に
用
い

る
。
も
っ
と
も
王
引
之
は
、
高
祖
が
一
○
月
に
始
め
て
霸
上
に
至
っ
た
が
、
一
○
月

を
歳
首
と
す
る
秦
暦
の
改
正
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
論
拠
に
、
秦
の
「
十
月
」
を

「
七
月
」
に
補
正
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
一
喝
す
る
。

五
星
会
聚
の
現
象
が
実
際
に
生
起
し
た
か
は
、
推
算
す
れ
ば
検
証
で
き
る
。
近
世

に
お
い
て
、
す
で
に
詳
し
い
考
察
を
繰
り
広
げ
た
人
物
が
い
る
。
明
の
邢
雲
路
で
あ

る
。
彼
は
授
時
暦
を
用
い
て
推
算
し
、
一
○
月
に
は
木
・
火
・
土
の
三
星
は
俱
に
東

井
に
あ
る
が
、
金
・
水
の
二
星
は
東
井
に
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
八
月
に
は
日
躔
は
東

井
に
あ
り
、
土
・
金
・
水
三
星
は
倶
に
東
井
に
会
聚
す
る
こ
と
、
火
星
は
申
酉
間
に

あ
っ
て
、
未
（
東
井
）
に
至
ら
な
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
離
れ
て
い
な
い
と
す
る
。

さ
ら
に
火
星
が
合
わ
な
い
の
は
、
授
時
暦
の
火
星
の
運
行
周
期
が
少
し
大
き
い
た
め

に
遡
及
計
算
の
誤
差
が
生
じ
た
と
推
察
す
る
（『
古
今
律
暦
考
』
五
九
、
暦
法
二
四
、

暦
法
、
五
星
）。

現
代
天
文
学
に
よ
る
正
確
な
位
置
計
算
は
、
能
田
忠
亮
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
（
（1
（

。

能
田
氏
は
、
高
祖
元
年
の
前
年
の
七
月
、
八
月
に
は
五
星
会
聚
と
は
な
ら
ず
、
一
年

後
の
七
月
に
近
似
的
な
会
聚
現
象
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
九
ヶ
月
後
に
生
起
し
た
五
星
会
聚
現
象
の
観
測
記
録
を
用
い
て
、
劉
邦
に
よ
る
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天
下
統
一
、
漢
王
朝
の
創
建
を
顕
彰
す
る
伝
説
が
ま
こ
と
し
や
か
に
捏
造
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

❸『
五
星
占
』の
惑
星
運
動
論（
一
）︱
塡
星
三
〇
年
周
期
説

以
上
の
諸
説
は
、
い
ず
れ
も
五
星
会
聚
が
実
際
に
生
起
し
、
そ
れ
を
目
撃
し
た
と

い
う
前
提
に
立
っ
た
議
論
で
あ
る
。
天
体
観
測
の
結
果
に
忠
実
な
立
論
で
あ
る
な
ら

ば
、
能
田
説
で
話
が
終
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
史
実
の
で
っ
ち
上
げ
と
い
う
点
で

は
変
わ
り
が
な
い
か
ら
、
も
し
そ
れ
が
事
実
だ
と
す
る
と
、『
史
記
』
に
記
録
さ
れ

る
ま
で
の
漢
初
に
お
い
て
、
王
莽
の
符
命
や
光
武
帝
の
図
讖
の
よ
う
な
易
姓
革
命
の

瑞
祥
を
捏
造
す
る
風
潮
が
兆
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
歴
代
の
議
論
で
欠
如
し
て
い
る
視
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
時
に
施

行
さ
れ
た
顓
頊
暦
の
惑
星
運
動
論
で
五
星
会
聚
説
が
導
き
出
せ
る
か
ど
う
か
で
あ

る
。
五
星
会
聚
の
現
象
は
、
五
惑
星
の
運
行
周
期
を
知
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
実
際
に

目
撃
し
な
く
て
も
立
論
で
き
る
。
易
姓
革
命
、
聖
王
出
現
の
瑞
祥
は
き
わ
め
て
非
日

常
的
な
現
象
を
前
提
に
し
て
い
て
、
し
か
も
日
月
五
星
の
会
聚
現
象
は
暦
元
の
初
源

状
態
に
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
天
体
観
測
と
は
次
元
の
異
な
る
暦
運
の
思
想
が

そ
こ
に
介
在
し
て
い
る
公
算
が
大
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
数
理
天
文
学
の
推
算
に

依
拠
し
て
根
も
葉
も
な
い
虚
言
と
断
定
し
た
り
、
別
の
時
期
を
憶
測
し
た
り
す
る
よ

り
も
、
当
時
の
天
文
暦
術
で
数
理
的
に
導
き
出
せ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。そ

も
そ
も
張
耳
伝
に
引
く
甘
公
の
予
言
は
、
国
家
に
よ
る
天
体
観
測
の
結
果
を
記

録
し
た
公
文
書
に
基
づ
く
考
察
で
は
な
く
、
当
時
に
風
聞
さ
れ
た
逸
話
、
史
話
の
類

で
あ
る
。
五
星
会
聚
は
、
高
祖
受
命
の
瑞
祥
で
あ
る
。
そ
れ
を
劉
邦
の
武
勇
伝
で
な

く
、
張
耳
の
亡
命
話
に
織
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
隠
さ
れ
た
情
報
源
の
存
在
が

あ
っ
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
暦
元
で
の
日
月

五
星
会
聚
説
を
唱
え
る
顓
頊
暦
が
そ
こ
に
関
与
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

張
耳
、
陳
余
は
、
魏
の
名
臣
で
あ
り
、
と
も
に
傑
出
し
た
人
物
と
し
て
天
下
に
名

を
馳
せ
た
。
秦
漢
の
際
に
活
躍
し
た
群
雄
の
な
か
で
、
親
交
の
あ
っ
た
二
人
の
決
裂
、

抗
争
は
際
立
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
陳
余
に
殺
害
さ
れ
か
か
っ
た
張
耳
が
、
項

羽
に
庇
護
を
求
め
ず
に
、
劉
邦
の
元
に
亡
命
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
状
況
か
ら
す
れ

ば
、
予
想
外
の
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
項
羽
か
ら
劉
邦
へ
と
歴
史
が
動
く
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
張
耳
が
劉
邦
を
選
ぶ
た
め
の
先
見
性
を
説
明

す
る
仕
組
み
を
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、
天
文
占
に
通
じ
た
甘
公
で

あ
る
。
陳
余
の
食
客
で
あ
る
彼
は
、
明
言
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
甘
氏
星
経
』
を

伝
え
た
斉
（
一
説
に
楚
）
の
甘
徳
を
思
わ
せ
る
人
物
で
あ
る
。
年
代
的
に
合
致
す
る

か
、
当
時
に
実
在
す
る
の
か
は
覚
束
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
天
文
に
通
じ
た
人
物
が

い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
し
、
何
ら
か
の
天
文

書
が
流
布
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
真
っ
先
に
検
討
す
べ
き
は
、
顓
頊
暦
に
お
け
る
惑
星
運
動
論
で
あ

る
。
顓
頊
暦
の
暦
構
造
を
伝
え
る
史
料
は
乏
し
く
、『
淮
南
子
』
天
文
訓
、『
史
記
』

天
文
書
の
記
述
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
た
。
そ
し
て
、『
漢
書
』
律
暦
志
に
掲
載
さ
れ

た
三
統
暦
と
比
較
さ
れ
、
太
初
暦
を
含
む
そ
れ
以
前
の
古
暦
の
惑
星
運
動
論
は
稚
拙

な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
五
星
占
』
の
発
見

に
よ
っ
て
、
三
統
暦
の
前
段
階
と
し
て
そ
れ
な
り
の
精
度
の
あ
る
運
行
周
期
を
定
式

化
し
て
お
り
、『
淮
南
子
』『
史
記
』
の
記
載
が
き
わ
め
て
粗
悪
な
デ
ー
タ
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
（
（1
（

。
最
も
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
金
星
（
太
白
）
と
土
星
（
塡
星
）

の
運
行
周
期
で
あ
る
。
歴
代
の
議
論
に
お
い
て
、
顓
頊
暦
が
閑
却
さ
れ
て
き
た
の
は
、

そ
の
た
め
で
あ
る
。

馬
王
堆
三
号
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
帛
書
の
一
つ
で
あ
る
『
五
星
占
』
は
、
五
惑
星

の
運
行
理
論
と
占
術
を
詳
し
く
論
述
し
た
天
文
書
で
あ
る
。
そ
の
著
述
形
式
は
、『
淮

南
子
』
天
文
訓
、『
史
記
』
天
官
書
、『
漢
書
』
天
文
志
や
『
開
元
占
経
』
所
収
の
石

氏
、
甘
氏
、
巫
咸
の
先
秦
三
家
に
よ
る
天
文
占
と
近
似
し
て
お
り
、
内
容
的
に
重
な

り
合
う
部
分
も
数
多
く
あ
る
。
惑
星
運
動
論
に
つ
い
て
、
運
行
周
期
や
行
度
表
を
掲
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げ
る
が
、
塡
星
（
土
星
）、
太
白
（
金
星
）
に
関
し
て
は
、
天
文
訓
、
天
官
書
よ
り

精
度
の
高
い
周
期
を
論
述
し
て
い
た
。

『
淮
南
子
』
天
文
訓
で
は
、
塡
星
に
は
「
歳
ご
と
に
一
宿
を
鎮
行
す
」
と
述
べ
、

歳
星
の
「
十
二
歳
に
し
て
二
十
八
宿
を
行め
ぐ

る
」
と
対
比
さ
せ
、
歳
星
は
一
歳
一
次
、

塡
星
は
一
歳
一
宿
と
し
て
二
十
八
宿
と
の
関
連
づ
け
が
な
さ
れ
る
。
公
転
周
期
で
言

う
と
、
木
星
は
一
二
年
、
土
星
は
二
八
年
で
あ
り
、
土
星
は
一
年
ご
と
に
二
十
八
宿

を
一
宿
ず
つ
巡
り
、
二
八
年
で
一
周
天
す
る
。
二
十
八
宿
の
距
度
（
星
度
）
は
、
等

分
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
行
度
の
半
分
以
下
や
二
倍
以
上
の
場
合
が
あ
る
の

で
、
木
星
が
一
二
次
、
土
星
が
二
十
八
宿
を
巡
る
と
す
る
の
は
、
概
念
上
の
言
説
で

あ
る
。

『
史
記
』
天
官
書
で
は
、
歳
行
は
「
十
二
度
百
十
二
分
度
之
五
」
に
誤
る
が
（
正

し
く
は
、
十
三
度
百
二
十
分
度
之
五
）、
公
転
周
期
は
同
じ
く
二
八
年
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
、『
五
星
占
』
で
は
、
公
転
周
期
は
三
〇
年
と
す
る
。
末
尾
の
行
度
表

に
は
、
秦
始
皇
帝
元
年
か
ら
漢
文
帝
三
年
ま
で
の
七
○
年
間
に
、
立
春
に
お
い
て
惑

星
が
太
陽
と
ど
の
星
宿
に
会
合
し
て
東
方
の
空
に
「
晨
出
」
す
る
か
を
一
覧
表
に
掲

げ
る
。
記
載
す
る
の
は
、
歳
星
、
塡
星
、
太
白
の
三
惑
星
で
あ
り
、
熒
惑
、
辰
星
は

欠
い
て
い
る
。
塡
星
の
場
合
は
、
営
室
を
起
点
と
し
、
一
歳
ご
と
に
一
宿
ず
つ
移
動

さ
せ
、
一
歳
一
宿
の
概
念
を
当
て
は
め
る
。
と
こ
ろ
が
、
星
度
が
歳
行
よ
り
二
倍
以

上
あ
る
営
室
と
東
井
の
二
宿
は
、
二
年
続
き
で
滞
留
し
、
ち
ょ
う
ど
三
○
歳
で

二
十
八
宿
を
一
巡
り
さ
せ
る
。

行
度
表
に
付
さ
れ
た
説
明
文
に
よ
る
と
、
一
歳
一
宿
と
い
う
素
朴
な
も
の
で
は
な

く
、
も
っ
と
詳
し
い
運
行
理
論
を
定
め
て
い
る
。

秦
始
皇
帝
元
年
正
月
、
塡
星
、
営
室
に
あ
り
。
日
行
八
分
、
卅
日
に
し
て
行
く

こ
と
一
度
、
終
歳
行
く
こ
と
十
二
度
卌
二
分
。
見
（
現
）
る
る
こ
と

三
百
四
十
五
日
、
伏
す
る
こ
と
卅
二
日
な
り
。
凡
そ
見
る
る
こ
と
三
百
七
十
七

日
に
し
て
復
た
東
方
に
出
ず
。
卅
歳
に
し
て
一
た
び
天
を
周
る
。
廿
歳
に
し
て

歳
星
と
合
し
、
大
陰
の
紀
と
為
す
。（
秦
始
皇
帝
元
年
正
月
、
塡
星
在
営
室
、

日
行
八
分
、
卅
日
而
行
一
度
、
終
〔
歳
〕
行
〔
十
二
度
卌
二
分
。
見

三
百
四
十
五
〕
日
、
伏
卅
二
日
。
凡
見
三
百
七
〔
十
〕
七
日
而
復
出
東
方
。
卅

歳
一
周
于
天
。
廿
歳
与
歳
星
合
、
為
大
陰
之
紀
。）

三
○
日
で
一
度
、
三
○
歳
で
一
周
天
す
る
こ
と
を
明
言
す
る
。
一
度
は
二
四
○
分
、

一
周
天
は
三
六
五
度
六
○
分
で
あ
り
、
一
日
の
平
均
行
度
は
八
分
（
三
○
分
の
一

度
）、
一
年
（
三
六
五
日
六
○
分
）
で
一
二
度
四
二
分
進
む
（8/240

度/

日

×365 

1/4

日
＝12 42/240

度
＝1/30

周
天
）。

「
凡
見
三
百
七
十
七
日
而
復
出
東
方
」
と
あ
る
の
は
、
晨
に
東
方
に
出
現
し
て
か

ら
天
空
を
渡
っ
て
夕
方
に
西
方
に
伏
入
し
、
再
び
東
方
に
晨
出
す
る
周
期
、
す
な
わ

ち
（
太
陽
と
の
）
会
合
周
期
が
三
七
七
日
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
恒
星
周
期
を

三
○
歳
と
し
た
場
合
に
は
、
太
陽
と
の
行
度
差
三
○
分
の
二
九
度（1-1/30

）に
よ
っ

て
一
周
天
す
る
日
数
を365 1/4

÷（1-1/30

）=377 49/58

と
い
う
算
式
に
よ
っ

て
導
く
か
、
三
○
歳
で
二
九
周
す
る
と
考
え
て356.25

×30

÷29=377 49/58

と

計
算
す
る
か
、
ど
ち
ら
で
も
三
七
七
日
五
八
分
の
四
九
（
二
九
分
の
三
○
歳
）
と
な

る
。『
五
星
占
』
の
体
例
に
従
っ
て
分
母
を
二
四
○
分
に
揃
え
る
と
、
分
子
は
二
○

二 

二
九
分
の
二
二
（49/58=

（202 22/29

）/240

）
と
な
る
か
ら
、
三
七
七
日
二

○
二
分
余
で
あ
る
。
そ
の
端
数
を
省
い
て
整
数
値
だ
け
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

会
合
周
期
三
七
七
日
の
う
ち
、
姿
を
見
せ
な
い
伏
行
の
期
間
を
三
二
日
と
す
る
の

は
、
実
際
に
は
太
陽
の
そ
ば
を
運
行
し
て
い
る
た
め
に
、
陽
光
の
な
か
に
埋
も
れ
て

い
る
期
間
で
あ
る
。
そ
の
離
角
は
前
後
あ
わ
せ
て
一
次
分
（
一
二
分
の
一
周
天
）
と

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

土
星
の
公
転
周
期
の
真
値
は
約
二
九
・
四
五
八
年
だ
か
ら
、
二
八
歳
よ
り
三
○
歳

の
ほ
う
が
ず
っ
と
精
度
が
高
い
。
し
か
も
、
暦
元
で
の
五
星
会
聚
を
想
定
す
る
な
ら

ば
、
二
八
歳
で
は
不
都
合
で
あ
り
、
三
○
歳
の
ほ
う
が
断
然
い
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

暦
元
に
お
い
て
日
月
五
星
の
会
聚
を
想
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
五
惑
星
の
公
転
周
期

は
、
一
元
四
五
六
〇
年
の
約
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
五
星
占
』
の
土
星
三
○

年
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
四
五
六
〇
は
七
を
約
数
に
持
た
な
い
か
ら
、
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『
淮
南
子
』『
史
記
』
の
よ
う
に
土
星
の
二
八
年
周
期
説
で
は
初
源
状
態
に
は
回
帰
し

な
い
。

顓
頊
暦
以
降
に
は
、
土
星
の
公
転
周
期
も
さ
ら
に
精
密
な
数
値
に
補
正
さ
れ
、

二
九
歳
半
の
真
値
に
近
づ
く
。
太
初
暦
を
踏
襲
す
る
三
統
暦
で
は
、
二
九
歳
二
九
分

の
二
三
（29 23/29

歳
）
と
い
う
精
密
値
を
設
定
す
る
。
そ
の
数
値
の
補
正
は
、

木
星
の
場
合
と
連
動
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
木
星
の
場
合
に
は
、
顓
頊
暦
の
一
二

歳
で
一
周
（
一
二
次
）
と
い
う
公
転
周
期
が
実
際
よ
り
も
長
す
ぎ
る
こ
と
を
察
知
し
、

そ
の
一
二
倍
と
な
る
一
四
四
歳
経
過
す
る
と
一
二
周
し
て
さ
ら
に
一
次
多
い
一
四
五

次
を
行
く
と
定
め
た
。
土
星
の
場
合
に
は
、
顓
頊
暦
の
三
○
歳
で
一
周
だ
っ
た
の
を
、

木
星
と
同
様
に
考
え
て
一
二
倍
の
三
六
○
歳
で
一
四
五
次
（
一
二
周
し
て
さ
ら
に
一

次
）、
あ
る
い
は
一
四
四
年
で
は
五
八
次
を
行
く
と
す
る
。
つ
ま
り
、
顓
頊
暦
に
お

け
る
木
星
と
の
公
転
周
期
の
比
率
（
一
二
：
三
○
＝
二
：
五
）
を
一
定
に
保
っ
た
ま

ま
の
補
正
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
漢
以
降
の
文
献
に
お
い
て
暦
法
の
専
門
書
を
除

け
ば
塡
星
の
「
三
十
歳
周
期
説
」
は
ま
っ
た
く
顔
を
出
さ
ず
、
依
然
と
し
て
「
二
十
八

歳
周
期
説
」
が
踏
襲
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『
開
元
占
経
』
塡
星
占
一
、
塡
星
行
度
二

に
引
く
『
洪
範
五
行
伝
』
に
は
、

塡
星
、
上
元
甲
子
歳
、
十
一
月
朔
旦
冬
至
、
夜
半
甲
子
時
を
以
て
、
日
月
五
星

と
俱
に
牛
前
五
度
に
起
し
、
二
十
八
宿
を
順
行
し
て
右
旋
す
。
歳
ご
と
に
一

宿
、
二
十
八
宿
（
歳
の
誤
り
か
）
に
し
て
天
を
周
る
。

と
あ
る
。
本
書
は
、
劉
向
の
著
し
た
『
洪
範
五
行
伝
論
』
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る

が
、
や
は
り
塡
星
が
歳
ご
と
に
一
宿
を
移
動
し
、
二
八
歳
で
一
周
天
と
し
て
い
る
。

日
月
五
星
会
聚
の
暦
元
説
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
顓
頊
暦
の
暦
元
説
（「
甲
寅

歳
正
月
元
旦
立
春
に
営
室
五
度
に
お
け
る
晨
出
）
で
は
な
く
、
甲
子
歳
冬
至
夜
半
に

日
月
五
星
が
牛
前
五
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
時
点
を
採
用
す
る
。
先
秦
の
古
暦
で

は
、
暦
元
に
冬
至
日
を
採
用
し
、
冬
至
点
を
牽
牛
初
度
と
す
る
。
し
か
し
、
冬
至
点

は
歳
差
現
象
に
よ
っ
て
移
動
し
、
前
漢
に
は
約
五
度
西
に
ず
れ
て
斗
宿
に
あ
る
建
星

に
あ
っ
た
。「
牛
前
五
度
」
と
は
そ
の
こ
と
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
太
初
暦
以
降

の
暦
術
に
依
拠
す
る
立
論
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
塡
星
は
依
然
と
し
て
二
八
歳
で
一

周
天
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
史
記
』
天
官
書
及
び
『
漢
書
』
天
文
志
に
お
け
る
晋
灼
注
、『
黄
帝
内
経
』

金
匱
真
言
論
篇
の
王
冰
注
で
も
、
一
歳
一
宿
で
あ
り
、
二
八
歳
で
一
周
天
と
い
う
注

釈
を
施
し
て
い
る
。
中
世
以
降
も
、『
淮
南
子
』
天
文
訓
、『
史
記
』
天
官
書
を
踏
ま

え
て
、
二
八
歳
周
期
説
が
語
ら
れ
続
け
る
。
そ
れ
は
、
一
歳
ご
と
に
一
宿
を
「
鎮
行
」

す
る
こ
と
を
字
義
通
り
に
受
け
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
五
星
占
』
の
行
度
表

で
も
、
二
年
連
続
で
逗
留
す
る
営
室
や
東
井
の
二
宿
を
除
け
ば
、
一
歳
一
宿
の
考
え

方
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
顓
頊
暦
が
唱
え
た
三
〇
年
周
期
説
を
か

き
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

❹『
五
星
占
』の
惑
星
運
動
論（
二
）︱
太
白
八
歳
五
出
説

金
星
に
は
一
周
天
の
公
転
周
期
（
恒
星
周
期
）
で
は
な
く
、
太
陽
と
の
会
合
周
期

に
関
係
す
る
見
伏
の
日
数
を
記
述
す
る
。
金
星
、
水
星
の
場
合
、
地
球
よ
り
も
内
側

に
あ
っ
て
太
陽
の
周
り
を
旋
回
す
る
内
惑
星
で
あ
る
た
め
に
、
太
陽
と
の
距
離
（
離

角
）が
小
さ
い
と
き
に
は
陽
光
の
な
か
に
埋
も
れ
て
見
え
な
い
。
天
球
上
に
お
い
て
、

地
球
か
ら
見
て
金
星
と
太
陽
が
一
直
線
に
並
ぶ
状
態
を
「
合
」
と
呼
ぶ
。
金
星
が
太

陽
の
前
側
に
あ
っ
て
、
地
球
と
太
陽
を
結
ぶ
線
分
上
に
金
星
が
来
る
の
が
「
内
合
」、

金
星
が
太
陽
の
後
ろ
側
に
あ
っ
て
、
地
球
と
金
星
を
結
ぶ
線
分
上
に
太
陽
が
来
る
の

が
「
外
合
」
で
あ
る
。
地
球
か
ら
天
体
を
観
測
し
た
見
か
け
の
運
行
に
お
い
て
、
太

陽
は
一
日
一
度
ず
つ
東
行
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
内
惑
星
の
動
き
が
太
陽
と
同
じ

速
さ
（
日
行
一
度
）
で
あ
れ
ば
太
陽
と
の
見
か
け
の
距
離
（
離
角
）
は
変
わ
ら
な
い
。

行
度
が
一
度
よ
り
も
大
き
い
と
太
陽
に
対
し
て
前
進
し
、
行
度
が
一
度
よ
り
小
さ
い

と
太
陽
に
対
し
て
後
退
す
る
。
後
退
す
る
と
い
っ
て
も
、
実
は
金
星
は
ゆ
っ
く
り
と

東
行
（
順
行
）
し
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
太
陽
の
位
置
を
基
準
に
し
て
、
金
星
が
退



24

国立歴史民俗博物館研究報告
第 233集　2022年 3月

行
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
だ
け
で
あ
り
、
逆
行
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

金
星
が
内
合
点
か
ら
外
合
点
に
向
か
っ
て
動
き
始
め
る
と
、
金
星
は
次
第
に
後
退

し
、
同
じ
場
所
に
い
た
太
陽
か
ら
後
方
に
離
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
太
陽
と
の
離
角

が
大
き
く
な
る
と
、
陽
光
が
ま
だ
明
る
く
な
ら
な
い
夜
明
け
前
後
に
東
の
空
に
姿
を

現
す
。
そ
れ
が
、
明
け
の
明
星
で
あ
る
。
太
陽
か
ら
後
退
し
て
最
大
離
角
と
な
っ
た

後
、
太
陽
よ
り
速
度
を
上
げ
て
前
進
し
、
次
第
に
太
陽
に
接
近
し
て
い
き
、
や
が
て

陽
光
に
呑
ま
れ
て
見
え
な
く
な
る
。
明
け
の
明
星
が
観
測
さ
れ
る
間
の
運
行
を
「
晨

行
」
と
呼
ぶ
。
陽
光
の
な
か
を
伏
行
し
、
外
合
点
で
太
陽
に
追
い
つ
き
、
さ
ら
に
追

い
越
し
て
太
陽
の
前
方
を
進
む
。
そ
の
伏
行
を
「
浸
行
」
と
呼
ぶ
。
太
陽
と
の
離
角

が
大
き
く
な
る
と
、
陽
光
が
暗
く
な
っ
て
い
く
夕
暮
れ
前
後
に
西
の
空
に
姿
を
現

す
。
そ
れ
が
、
宵
の
明
星
で
あ
る
。
そ
の
運
行
が
観
測
さ
れ
る
期
間
が
「
夕
行
」
で

あ
る
。
太
陽
か
ら
先
行
し
て
最
大
離
角
と
な
っ
た
後
、
太
陽
よ
り
速
度
を
下
げ
て
後

退
し
、
次
第
に
太
陽
に
接
近
し
て
い
き
、
や
が
て
見
え
な
く
な
る
。
伏
行
し
て
再
び

東
の
空
に
姿
を
現
す
ま
で
を
「
伏
」
と
呼
ぶ
。

『
五
星
占
』
で
は
、
見
伏
の
周
期
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
日
数
を
掲
げ
る
。

晨
行
二
二
四
日
→
浸
行
一
二
○
日
→
夕
行
二
四
○
日
→
伏
一
六
日
九
六
分

「
九
六
分
」
の
分
母
は
二
四
〇
で
あ
り
、
約
分
す
る
と
五
分
の
二
と
な
る
。
総
日

数
は
五
八
四
・
四
日
、
す
な
わ
ち
一
・
六
年
で
あ
る
。

こ
の
周
期
は
、
金
星
が
太
陽
の
周
り
を
一
周
す
る
公
転
周
期
で
は
な
い
。
そ
の
間

に
地
球
が
動
い
て
い
る
の
で
、
地
球
か
ら
見
て
金
星
と
太
陽
が
同
じ
位
置
関
係
に
な

る
会
合
周
期
で
あ
る
。
そ
の
真
値
は
約
五
八
三
・
九
日
で
、
誤
差
は
半
日
ほ
ど
だ
か

ら
、
か
な
り
す
ぐ
れ
た
近
似
値
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
一
サ
イ
ク
ル
の
運
行
速
度
に
つ
い
て
、
晨
行
（
明
け
の
明
星
）
や
夕
行
（
宵

の
明
星
）
に
は
、
一
〇
〇
日
、
六
○
日
、
六
四
日
の
三
期
間
に
分
け
、
三
段
階
の
速

度
変
化
を
考
え
る
。

晨
行
：
遅
行
（
一
二
〇
分
）
一
〇
〇
日
→
平
行
（
一
度
）
六
〇
日
→
疾
行
（
一

度
一
八
七
半
）
六
四
日

夕
行
：
疾
行
（
日
行
一
度
一
二
八
分
）
一
〇
〇
日
→
平
行
（
日
行
一
度
）
六
○

日
→
遅
行
（
日
行
四
〇
分
）
六
四
日

遅
速
に
よ
っ
て
離
角
が
変
化
す
る
。
中
間
の
六
○
日
は
、
い
ず
れ
も
太
陽
と
同
じ

速
度
（
平
行
、
日
行
一
度
）
で
運
行
し
、
同
じ
離
角
（
最
大
離
角
）
を
保
っ
た
ま
ま

併
走
す
る
期
間
で
あ
る
。
晨
行
の
最
大
離
角
（
西
方
最
大
離
角
）
は
五
○
度
、
夕
行

の
最
大
離
角
（
東
方
最
大
離
角
）
は
五
三
度
三
分
の
一
と
し
て
お
り
、
晨
行
と
夕
行

で
は
対
称
型
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
三
期
の
日
数
の
区
切
り
方
を
一
〇
〇
日
、
六
○

日
、
六
四
日
の
順
序
で
そ
の
ま
ま
繰
り
返
す
か
ら
、
疾
行
と
遅
行
の
日
数
が
入
れ
替

わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
太
初
暦
（
ま
た
は
三
統
暦
）
以
降
で
は
、
遅
行

と
疾
行
の
日
数
を
入
れ
替
え
、
対
称
型
と
な
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

『
五
星
占
』
に
よ
れ
ば
、
顓
頊
暦
に
お
け
る
金
星
の
運
動
論
は
素
朴
な
と
こ
ろ
は

あ
る
が
、
想
定
外
の
水
準
の
高
さ
を
誇
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、『
淮
南
子
』

天
文
訓
で
は
、
そ
の
周
期
と
し
て
、

太
白
元
始
、
正
月
建
寅
を
以
て
熒
惑
（
営
室
の
誤
り
）
と
晨
に
東
方
に
出
で
、

二
百
四
十
日
に
し
て
入
る
。
入
る
こ
と
百
二
十
日
に
し
て
夕
に
西
方
に
出
で
、

二
百
四
十
日
に
し
て
入
る
。
入
る
こ
と
三
十
五
日
に
し
て
復
た
東
方
に
出
ず
。

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
晨
行
二
四
〇
日
→
伏
一
二
〇
日
→
夕
行
二
四
〇
日
→
伏

三
五
日
で
あ
り
、
総
日
数
（
会
合
周
期
）
は
六
三
五
日
と
な
る
。

『
史
記
』
天
官
書
で
は
、
天
文
訓
と
少
し
だ
け
異
な
る
数
値
を
掲
げ
る
。

其
の
出
ず
る
や
、
十
八
舎
を
行
き
、
二
百
四
十
日
に
し
て
入
る
。
東
方
に
入
り
、

十
一
舎
を
伏
行
す
る
こ
と
、
百
三
十
日
に
し
て〔
出
ず
〕。
其
の
西
方
に
入
る
や
、

三
舎
を
伏
行
す
る
こ
と
、
十
六
日
に
し
て
出
ず
。

総
日
数
は
、
六
三
〇
日
で
あ
る
（
晨
出
二
四
○
日
→
浸
行
一
三
○
日
→
夕
出
二
四

○
日
→
伏
一
六
日
）。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
顓
頊
暦
に
比
べ
て
は
る
か
に
粗
悪
で
あ
り
、
両
書
が
顓
頊
暦

お
よ
び
太
初
暦
の
正
確
な
暦
定
数
を
伝
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

行
度
表
の
末
尾
に
は
、
金
星
の
運
行
周
期
に
つ
い
て
「
五
出
、
為
日
八
歳
、
而
復
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与
営
室
晨
出
東
方
」
と
あ
る
。
太
白
の
晨
出
か
ら
晨
出
ま
で
を
「
一
出
」（
＝
会
合

周
期
）
と
し
、
太
白
の
「
五
出
」
が
日
（
太
陽
）
の
八
歳
（
八
回
の
周
天
運
動
）
に

相
当
し
、
そ
の
周
期
で
太
陽
と
金
星
が
と
も
に
起
点
（
営
室
五
度
）
に
復
帰
す
る
こ

と
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
五
星
占
』
の
運
行
モ
デ
ル
は
、
晨
出
、
夕
出
す
る
ま
で
の
伏
行
（「
浸
行
」「
伏
」）

の
期
間
は
、
太
陽
と
同
じ
星
宿
に
位
置
し
、
太
陽
と
の
離
角
を
想
定
し
て
い
な
い
。

実
際
に
は
太
陽
と
あ
る
程
度
離
れ
な
い
と
陽
光
に
隠
れ
て
見
え
な
い
。
そ
の
臨
界
点

で
あ
る
「
始
見
去
日
度
数
」
は
、
惑
星
の
明
る
さ
で
多
少
の
増
減
が
あ
る
が
、
三
統

暦
で
は
統
一
的
に
半
次
に
設
定
す
る
。
半
次
は
一
二
次
の
半
分（
二
四
分
の
一
周
天
、

15 1010/4617

度
＝
約15.219
度
）
で
あ
る
。
顓
頊
暦
で
は
、
晨
出
、
夕
出
と
も

に
零
度
と
し
、
太
陽
と
の
合
宿
状
態
に
あ
る
と
考
え
る
。
だ
か
ら
、
金
星
の
運
行
を

述
べ
た
冒
頭
で
は
「〔
…
…
摂
〕
提
格
以
正
月
与
営
室
晨
出
東
方
」（
摂
提
格
に
正
月

を
以
て
営
室
と
と
も
に
晨
に
東
方
に
出
ず
）
と
表
現
さ
れ
る
。
暦
元
で
あ
る
摂
提
格

の
正
月
朔
日
に
、
太
陽
は
営
室
五
度
に
躔
次
し
て
い
る
。
太
陽
と
合
宿
し
て
い
た
金

星
は
、
太
陽
か
ら
離
れ
は
じ
め
て
営
室
と
一
緒
に
夜
明
け
前
に
東
方
に
出
現
す
る
。

そ
の
次
に
太
陽
と
会
合
す
る
の
は
、
一
・
六
年
後
で
あ
り
、
八
年
後
に
営
室
に
復

帰
す
る
。『
五
星
占
』
で
は
、
そ
の
一
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、「
五
出
、
為
日
八
歳
、

而
復
与
営
室
晨
出
東
方
」（
五
出
し
て
、
日
を
為
す
こ
と
八
歳
、
復
た
営
室
と
と
も

に
晨
に
東
方
に
出
ず
）
と
明
記
す
る
。

行
度
表
に
晨
出
、
晨
入
、
夕
出
、
夕
入
の
時
に
位
置
す
る
星
宿
を
、
秦
始
皇
帝
元

年
か
ら
の
運
行
と
し
て
営
室
を
始
点
と
し
て
順
次
列
挙
し
て
い
る
。
晨
出
の
星
宿
で

言
う
と
、
営
室
→
軫
→
昴
→
箕
→
輿
鬼
と
推
移
す
る
。

　
　
　
　

晨
出　
　

晨
入　
　

夕
出　
　

夕
入　
　

積
年
数

一
出　
　

営
室　
　

角　
　
　

虚　
　
　

翼     

一
・
六
歳

二
出　
　

軫     　

 

昴　
　
　

翼　
　
　

婁     

三
・
二
歳

三
出　
　

昴      　

箕      　

婁      　

心     

四
・
八
歳

四
出　
　

箕　
　
　

柳      　

心　
　

東
井    

六
・
四
歳

五
出　
　

輿
鬼　
　

営
室　
　

東
井　
　

虚     　

八
歳

こ
の
八
歳
五
出
説
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
暦
元
に
お
け
る
日

月
五
星
の
会
聚
現
象
を
想
定
す
る
こ
と
に
密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
金

星
の
運
行
は
、
一
出
（
会
合
周
期
）
で
天
を
一
・
六
周
す
る
の
で
、
太
陽
と
の
会
合

地
点
、
つ
ま
り
晨
出
の
星
宿
は
営
室
→
軫
→
昴
→
箕
→
輿
鬼
と
移
動
し
、
五
回
の
会

合
（
五
出
）
の
後
に
起
点
の
営
室
（
営
室
五
度
）
に
復
帰
す
る
。
今
日
風
に
公
転
周

期
で
言
う
と
、
太
陽
が
八
周
天
す
る
間
に
太
白
は
一
三
周
天
す
る
。
そ
れ
以
降
は
、

同
じ
星
宿
の
運
行
を
繰
り
返
す
。
つ
ま
り
、
見
伏
の
星
宿
を
含
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、

会
合
周
期
の
五
倍
で
あ
る
八
歳
が
行
舎
運
行
の
最
短
サ
イ
ク
ル
に
な
る
。
木
星
や
土

星
の
恒
星
周
期
は
、
ち
ょ
う
ど
い
い
整
数
値
だ
か
ら
、
行
舎
運
行
の
サ
イ
ク
ル
と
一

致
す
る
。
そ
こ
で
、
太
白
に
は
、
こ
の
晨
出
周
期
の
八
歳
を
恒
星
周
期
の
よ
う
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

実
の
と
こ
ろ
、『
史
記
』
天
官
書
に
も
、「
五
出
」
の
周
期
説
が
見
出
せ
る
。

其
の
紀
上
元
、
摂
提
格
の
歳
を
以
て
、
営
室
と
晨
に
東
方
に
出
で
、
角
に
至
り

て
入
る
。
営
室
と
夕
に
西
方
に
出
で
、
角
に
至
り
て
入
る
。
角
と
晨
に
出
で
、

畢
に
入
る
。
角
と
夕
に
出
で
、
畢
に
入
る
。
畢
と
晨
に
出
で
、
箕
に
入
る
。
畢

と
夕
に
出
で
、
箕
に
入
る
。
箕
と
晨
に
出
で
、
柳
に
入
る
。
箕
と
夕
に
出
で
、

柳
に
入
る
。
柳
と
晨
に
出
で
、
営
室
に
入
る
。
柳
と
夕
に
出
で
、
営
室
に
い
る
。

凡
そ
出
入
す
る
こ
と
東
西
各
五
に
し
て
、
八
歳
二
百
二
十
日
と
為
り
、
復
た
営

室
と
晨
に
東
方
に
出
ず
。

「
畢
」
は
「
昴
」
の
誤
り
で
あ
り
、
営
室
→
角
→
昴
→
箕
→
柳
→
営
室
と
い
う
サ

イ
ク
ル
で
運
行
す
る
。「
五
出
」
の
周
期
は
「
八
歳
」
で
は
な
く
、「
八
歳
二
百
二
十

日
」
と
し
て
お
り
、
会
合
周
期
を
六
二
八
・
四
日
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
場
合
、
太
陽
が
八
歳
で
八
周
天
し
て
営
室
に
戻
っ
た
後
に
、
さ
ら
に
二
二
○

日
経
過
す
れ
ば
、
日
行
一
度
で
運
行
す
る
太
陽
は
営
室
か
ら
二
二
○
度
進
ん
だ
星
宿

（
三
統
暦
の
星
度
で
は
角
）
に
位
置
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
時
点
で
太
白
が

営
室
に
復
帰
し
た
と
す
る
な
ら
、
太
陽
と
会
合
す
る
と
い
う
の
は
大
い
に
矛
盾
す
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る
。
そ
も
そ
も
金
星
が
太
陽
か
ら
二
二
○
度
（
反
対
か
ら
数
え
て
一
二
五
・
二
五
度
）

も
離
れ
た
地
点
に
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
太
陽
の
附
近
を
旋
回
し
、
最
大
離
角
で
も

五
○
度
程
度
の
太
白
が
、
そ
ん
な
に
遠
ざ
か
る
現
象
は
あ
り
得
な
い
。

天
官
書
の
す
べ
て
の
記
載
が
顓
頊
暦
に
劣
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
金
星
の
運
行
に
お
い
て
、
晨
行
に
は
「
必
逆
行
一
、
二
舎
、
上
極
而

反
」（
必
ず
逆
行
す
る
こ
と
一
、
二
舎
に
し
て
、
上
に
極
ま
り
て
反
る
）、
夕
行
に
は

「
必
逆
行
一
、
二
舎
而
入
」（
必
ず
逆
行
す
る
こ
と
一
、二
舎
に
し
て
入
る
）
と
あ
り
、

遅
行
の
期
間
中
に
一
、
二
舎
の
逆
行
が
あ
る
と
す
る
。

逆
行
す
る
現
象
に
つ
い
て
、
天
官
書
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
司
馬
遷
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
る
。

先
秦
の
甘
氏
、
石
氏
の
暦
法
に
お
け
る
五
星
法
で
は
、
た
だ
熒
惑
（
火
星
）
だ

け
に
「
反
逆
行
」
が
あ
る
と
す
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
現
今
で
は
熒
惑
が
逆
行
し

て
星
宿
を
守
る
場
合
に
加
え
て
、
他
の
惑
星
の
逆
行
、
日
月
の
薄
蝕
の
場
合
も

含
め
て
占
候
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
私
（
司
馬
遷
）
は
史
官
の
記
録
を
調
べ
、

実
際
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
鑑
み
る
と
、
こ
の
百
年
の
間
に
五
星
が
出
現
す
る

と
反
逆
行
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
反
逆
行
す
る
場
合
に
は
常
に
盛
大
に
輝

い
て
色
を
変
え
る
と
い
う
現
象
を
伴
い
、
日
月
の
薄
蝕
に
は
南
北
の
運
行
に
定

ま
っ
た
時
節
が
あ
る
。
そ
れ
が
（
日
月
五
星
の
）「
大
度
」（
大
法
則
）
で
あ
る
。

太
初
暦
の
数
理
構
造
の
特
色
と
し
て
、
五
星
す
べ
て
に
逆
行
現
象
を
発
見
し
た
こ

と
、
日
月
薄
蝕
を
定
式
的
に
把
握
し
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
出
現
時
に
太
陽
と

の
離
度
が
零
度
で
は
な
く
、
始
見
初
出
度
数
を
設
定
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
逆
行
す

る
現
象
が
異
常
で
は
な
く
、
常
軌
の
運
行
と
し
て
正
し
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
。
な
お
、「
日
月
薄
」
と
は
、
日
月
合
宿
の
「
朔
」
で
な
い
時
に
起
こ
る

日
蝕
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
反
逆
行
」
は
、
西
行
（
逆
行
）
か
ら
向
き
を
反
転

さ
せ
て
東
行
（
順
行
）
す
る
動
き
を
含
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
太
初
暦
の
最
新

理
論
が
は
っ
き
り
と
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。

『
開
元
占
経
』
に
引
く
石
氏
、
甘
氏
に
も
天
官
書
と
同
類
文
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
が
先
秦
に
成
立
し
た
星
経
の
初
源
的
な
姿
を
ど
の
程
度
伝
え
て
い
る
の
か
疑
わ
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
最
終
的
な
成
立
年
代
は
前
漢
末
で
あ
る
と
す
る
指
摘
も
あ
る
（
（1
（

。

し
た
が
っ
て
、
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
天
官
書
の
記
載
が
、『
五
星
占
』

の
八
歳
五
出
説
に
顓
頊
暦
以
前
の
古
説
を
折
衷
さ
せ
た
論
説
で
あ
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
顓
頊
暦
か
ら
太
初
暦
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
を

部
分
的
に
し
か
伝
え
ず
、
粗
悪
な
周
期
に
差
し
替
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、『
史
記
』

天
官
書
に
お
い
て
、
改
悪
の
謗
り
は
免
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
顓
頊
暦
の
水
準
の

高
い
惑
星
運
動
論
は
地
下
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
太
初
暦
も
貶
め
、
三
統
暦
に
す
べ

て
の
手
柄
を
持
っ
て
行
か
れ
て
し
ま
う
要
因
と
な
っ
た
。
司
馬
遷
は
太
史
令
と
し
て

太
初
暦
の
制
定
に
関
わ
っ
た
責
任
者
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
罪
は
大
き
い
。『
史

記
』
に
よ
っ
て
、
歴
代
随
一
の
歴
史
家
と
褒
め
立
て
ら
れ
る
司
馬
遷
に
し
て
は
あ
ま

り
に
お
粗
末
で
あ
る
。
地
下
か
ら
の
証
言
に
よ
っ
て
黒
歴
史
が
暴
か
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

❺
五
星
会
聚
説
の
数
理
構
造

『
五
星
占
』
に
よ
る
と
、
顓
頊
暦
で
は
、
土
星
の
公
転
周
期
を
二
八
年
か
ら
三
○

年
に
補
正
し
、
さ
ら
に
金
星
に
八
歳
五
出
と
い
う
原
点
回
帰
の
会
合
周
期
を
設
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
暦
元
に
お
け
る
日
月
五
星
会
聚
説
が
、
単
に
概
念
上
の
理
想

状
態
で
は
な
く
、
天
文
理
論
の
裏
付
け
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
木

星
一
二
、
土
星
三
〇
、
金
星
八
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
元
四
五
六
〇
年
の
約
数
に
な
っ
て

お
り
、
一
元
を
終
え
る
と
必
ず
起
点
で
あ
る
営
室
五
度
に
回
帰
す
る
。

『
開
元
占
経
』
六
四
、
災
変
期
応
四
が
引
く
巫
咸
の
言
に
は
、
次
の
よ
う
な
佚
文

が
存
在
す
る
。

（
巫
咸
曰
く
、）
五
星
の
合
、
金
星
は
金
日
を
以
て
し
、
木
星
は
木
日
を
以
て
し
、

水
星
は
水
日
を
以
て
し
、
火
星
は
火
日
を
以
て
し
、
土
星
は
土
日
を
以
て
す
。

月
期
は
十
二
辰
、
其
の
災
の
変
を
候
う
に
、
其
の
殺
時
を
以
て
す
。
甲
乙
日
、
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応
は
金
に
在
り
、
丙
丁
日
、
応
は
水
に
在
り
、
戊
己
日
、
応
は
木
に
在
り
、
庚

辛
日
、
応
は
火
に
在
り
、
壬
癸
日
、
応
は
土
に
在
り
。
五
星
皆
法
を
同
じ
く
す

る
な
り
。
歳
星
は
木
を
主
る
な
り
、
日
は
甲
乙
を
以
て
す
。
熒
惑
は
火
な
り
、

日
は
丙
丁
を
以
て
す
。
塡
星
は
土
な
り
、
日
は
戊
己
を
以
て
す
。
太
白
は
金
な

り
、
日
は
庚
辛
を
以
て
す
。
辰
星
は
水
な
り
、
日
は
壬
癸
を
以
て
す
。
二
十
八

舎
は
十
二
子
を
以
て
す
。
故
に
金
の
応
は
火
に
在
り
、
木
の
応
は
金
に
在
り
、

水
の
応
は
土
に
在
り
、
火
の
応
は
水
に
在
り
、
土
の
応
は
木
に
在
り
。
故
に
木

の
期
は
十
二
日
・
十
二
月
・
十
二
歳
な
り
、
火
の
期
は
四
十
三
日
・
四
十
三
月
・

四
十
三
歳
な
り
、
土
の
期
は
二
十
八
日
・
二
十
八
月
・
二
十
八
歳
な
り
、
金
の

期
は
八
日
・
八
月
・
八
歳
な
り
、
水
の
期
は
十
日
・
十
月
・
十
歳
な
り
。

天
の
異
変
に
対
す
る
応
変
が
出
現
す
る
時
期
は
、
金
の
場
合
に
は
火
に
在
る
と
い

う
具
合
に
、
五
行
相
克
関
係
の
勝
た
ざ
る
相
手
に
在
る
と
し
、
木
期
は
「
十
二
日
」

「
十
二
月
」「
十
二
歳
」と
い
う
具
合
に「
十
二
」と
い
う
数
に
よ
っ
て
、
火
は「
四
十
三
」

（『
乙
巳
占
』
は
「
四
十
」
に
作
る
）、
土
は
「
二
十
八
」、
金
は
「
八
」、
水
は
「
十
」

と
い
う
数
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
定
数
を
導
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
数
は
、
五
星
の

運
行
周
期
に
依
拠
す
る
と
思
わ
れ
る
。
金
星
の
八
歳
五
出
説
を
す
で
に
用
い
て
い
る

が
、
塡
星
は
依
然
と
し
て
「
二
十
八
歳
」
と
し
て
い
る
。
巫
咸
説
が
顓
頊
暦
に
先
立

つ
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
と
て
も
興
味
深
い
。
同
時
に
辰
星
の
「
十
」、
熒
惑
の

「
四
十
三
」
と
あ
る
の
は
、
古
四
分
暦
が
そ
れ
ら
を
定
式
的
に
把
握
し
て
い
た
こ
と

を
窺
わ
せ
て
お
り
、
二
星
の
運
行
周
期
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
た

だ
し
、「
四
十
三
」
は
四
五
六
〇
の
約
数
で
は
な
い
。『
五
星
占
』
の
行
度
表
で
は
火

星
、
水
星
を
扱
わ
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
周
期
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
は
判
然

と
し
な
い
が
、
巫
咸
と
同
様
の
発
想
を
持
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
一
元
四
五
六
〇
年
の

約
数
で
原
点
回
帰
の
周
期
説
を
唱
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
推
察
す
る
に

は
、
別
の
角
度
か
ら
の
考
察
が
必
要
な
の
で
、
別
稿
に
期
し
た
い
。

顓
頊
暦
の
日
月
五
星
会
聚
説
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
は
、
暦
元
を
「
晨
出
」
と

し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
顓
頊
暦
で
の
惑
星
運
行
モ
デ
ル
で
は
、

惑
星
の
逆
行
（
見
か
け
の
逆
行
）
を
想
定
で
き
な
い
で
い
た
た
め
に
、
実
際
に
観
測

さ
れ
る
は
ず
の
晨
出
、
夕
出
の
時
の
太
陽
と
の
離
角
（
始
見
去
日
度
数
）
は
数
理
上
、

無
視
す
る
。
そ
し
て
、
晨
入
、
夕
入
後
の
伏
行
の
期
間
す
べ
て
に
お
い
て
、
日
行
一

度
と
し
た
場
合
の
太
陽
の
躔
次
と
合
致
さ
せ
、
太
陽
と
離
角
ゼ
ロ
の
合
宿
状
態
で
併

走
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
。
晨
出
、
夕
出
の
時
点
が
太
陽
か
ら
離
れ
始
め
る
瞬
間
で

あ
る
。
だ
か
ら
、「
会
聚
し
て
い
た
日
月
五
星
が
営
室
と
と
も
に
晨
出
し
て
」
そ
れ

ぞ
れ
の
運
行
を
開
始
し
始
め
る
と
い
う
暦
元
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
五
星
占
』
の
三
つ
の
表
を
対
照
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
惑
星
同
士
の
合
宿
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
惑
星
間
の
合
宿
現
象
に
注
目
度
が
高
か
っ
た
こ
と
は
、
歳

星
の
条
に
「
廿
四
歳
一
与
大
〔
白
〕
合
営
室
」、
塡
星
の
条
に
「
廿
歳
与
歳
星
合
、

為
大
陰
之
紀
」
と
あ
り
、（
営
室
で
の
）
歳
星
と
太
白
、
塡
星
と
歳
星
の
会
合
周
期

に
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
っ
き
り
と
窺
え
る
。

一
般
に
等
速
運
動
す
る
二
つ
の
天
体
の
会
合
周
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
恒
星
周
期

（
あ
る
い
は
そ
の
逆
数
で
あ
る
日
行
行
度
）
か
ら
行
度
差
を
導
き
出
し
、
周
天
度
数

を
行
度
差
で
割
っ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
歳
星
は
日
行
二
○
分
、
塡
星
は
日
行

八
分
だ
か
ら
、
そ
の
行
度
差
一
二
分
（12/240=1/20

度
）
で
あ
る
。
営
室
五
度
か

ら
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
両
星
は
、
歳
星
が
先
行
し
、
一
日
に
一
二
分
、
二
○
日
で

一
度
の
割
合
で
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
や
が
て
ぐ
る
り
と
一
周
し
て
塡
星
に
追
い
つ
く

に
は
、
三
六
五
度
四
分
の
一
の
二
○
倍
の
日
数
、
つ
ま
り
二
○
歳
か
か
る
（1

÷

（1/12-1/30

）=20

）。
だ
か
ら
、
塡
星
と
歳
星
の
会
合
周
期
は
、
二
〇
歳
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
金
星
の
場
合
、
運
行
速
度
が
速
く
、
二
二
四
日
余
り
、
三
分
の
二
年

未
満
で
一
周
天
す
る
。
会
合
周
期
が
一
歳
五
分
の
三
な
の
で
、
今
日
に
言
う
恒
星
周

期
は
二
二
四
日
一
三
分
日
の
一
○
（
一
三
分
の
八
歳
、8/5

÷（1+8/5

）=8/13

歳

=224 10/13

日=224

日184

分8/13

）
で
あ
る
。
金
星
と
木
星
の
行
度
差
は
、

二
四
分
の
三
七
（13/8-1/12=37/24

）
で
あ
り
、
会
合
周
期
は
三
七
分
の
二
四
歳

（24/37
歳=236 34/37

日
）
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
数
値
は
ず
っ
と
等
速
で

運
行
す
る
と
仮
定
し
た
理
論
値
で
あ
る
。
二
三
○
日
と
い
う
短
い
周
期
に
お
い
て
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は
、
顓
頊
暦
の
段
階
で
も
、
金
星
、
木
星
と
も
に
出
現
期
間
中
に
は
運
行
の
遅
速
が

あ
る
こ
と
を
す
で
に
認
識
し
て
お
り
、
あ
ま
り
実
際
的
で
は
な
い
。『
五
星
占
』
で

木
星
が
金
星
と
営
室
で
「
廿
四
歳
」
と
い
う
会
合
周
期
を
採
用
す
る
の
は
、
内
惑
星

に
恒
星
周
期
を
考
え
、
行
度
差
か
ら
算
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
営
室
で
の
会
合
周
期
で
あ
る
八
歳
五
出
説
で
あ

る
。
金
星
に
五
出
の
八
歳
を
用
い
て
、
木
星
一
二
歳
、
土
星
三
○
歳
と
の
最
小
公
倍

数
を
求
め
る
と
、
合
宿
周
期
が
得
ら
れ
る
。

木
星
と
土
星　
　
　
　
　

六
○
歳

木
星
と
金
星　
　
　
　
　

二
四
歳

土
星
と
金
星　
　
　
　

一
二
○
歳

木
星
と
土
星
と
金
星　

一
二
○
歳

こ
の
よ
う
に
し
て
求
め
た
年
数
は
、
同
じ
星
宿
で
の
会
合
周
期
で
あ
り
、
営
室
で

あ
れ
ば
太
陽
も
含
め
た
三
者
、
四
者
が
一
舎
に
会
聚
し
て
晨
出
す
る
「
理
論
値
」
と

な
る
。

歳
星
と
塡
星
の
場
合
、
起
点
で
の
会
合
周
期
は
、
一
二
歳
と
三
○
歳
と
の
最
小
公

倍
数
で
あ
る
六
○
歳
で
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
、
行
度
差
を
用
い
て
算
出
し
た
二
○
歳
の

会
合
周
期
は
、
三
分
の
二
周
回
っ
た
地
点
で
の
会
合
で
あ
り
、
起
点
で
は
な
い
。『
五

星
占
』
が
六
○
歳
で
は
な
く
、
二
○
歳
と
い
う
小
周
期
を
算
出
し
て
い
る
か
ら
、
単

純
に
恒
星
周
期
の
最
小
公
倍
数
に
よ
っ
て
会
合
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。

そ
の
三
惑
星
に
暦
日
の
周
期
（
一
蔀
、
日
月
の
暦
元
回
帰
の
周
期
）
を
加
え
た
会

聚
は
、
一
二
○
歳
と
七
六
歳
と
の
最
小
公
倍
数
で
あ
る
二
二
八
○
歳
と
な
る
。
さ
ら

に
干
支
の
周
期
を
加
え
て
、
甲
寅
日
甲
子
日
に
日
月
と
三
惑
星
が
そ
ろ
っ
て
原
点
に

復
帰
す
る
の
は
、
四
五
六
○
歳
と
な
る
（
三
星
会
聚
一
二
○
歳
、
一
蔀
七
六
歳
、
歳

の
干
支
の
周
期
六
○
歳
、
日
の
干
支
の
周
期
八
○
歳
の
最
小
公
倍
数
）。「
大
終
」
の

一
五
二
○
歳
は
、
三
の
倍
数
で
は
な
い
か
ら
、
歳
星
や
土
星
は
起
点
に
復
帰
し
な
い

が
、
一
元
四
五
六
〇
歳
（
三
終
）
に
は
日
月
と
三
惑
星
の
会
聚
が
実
現
す
る
の
で
あ

る
。参

考
の
た
め
に
、
同
様
に
し
て
塡
星
の
恒
星
周
期
が
二
八
歳
で
あ
る
場
合
の
周
期

を
求
め
て
お
く
と
、
木
星
と
の
会
合
周
期
は
二
一
歳
で
あ
る
（1

÷（1/12-1/28

）

=21

）。
ま
た
、
起
点
で
の
会
合
周
期
は
、
二
八
歳
と
一
二
歳
と
の
最
小
公
倍
数
で

あ
る
八
四
歳
で
あ
る
。
二
一
歳
も
し
く
は
八
四
歳
と
太
白
の
八
歳
と
の
最
小
公
倍
数

は
一
六
八
歳
、
三
惑
星
と
暦
日
の
周
期
七
六
歳
と
の
最
小
公
倍
数
は
三
一
九
二
歳
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
周
期
を
用
い
た
言
説
は
、
ど
こ
に
も
登
場
し
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、

塡
星
の
恒
星
周
期
を
三
○
歳
と
修
正
し
た
こ
と
が
、
五
星
会
聚
説
の
数
理
化
に
向
か

わ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
元
四
五
六
〇
歳
の
七

倍
で
あ
る
「
三
万
一
千
九
百
二
十
歳
」
は
、『
周
髀
算
経
』
や
緯
書
に
登
場
す
る
。

土
星
の
公
転
周
期
を
二
八
歳
と
し
た
場
合
に
歳
干
支
、
日
干
支
を
加
え
た
会
聚
説
の

大
周
期
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
（
一
一
章
参
照
）。

な
お
、『
五
星
占
』
の
太
白
条
に
は
、

凡
そ
五
星
は
五
歳
に
し
て
一
た
び
合
し
、
三
歳
に
し
て
遇
う
。
其
の
遇
う
や
美

し
け
れ
ば
、
則
ち
白
衣
の
遇
な
り
。（
凡
五
星
五
歳
而
一
合
、
三
歳
而
遇
、
其

遇
也
美
、
則
白
衣
之
遇
也
）。

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
五
星
は
五
歳
ご
と
に
合
宿
し
、
三
歳
ご
と
に
遭
遇
す
る
と
し
、

美
し
い
場
合
に
は
地
上
で
の
白
衣
の
会
合
（
葬
式
）
が
あ
る
と
言
う
。「
遇
」
は
「
一

合
」（
合
宿
）
よ
り
も
少
し
距
離
の
あ
る
遭
遇
で
あ
り
、
出
遭
い
の
美
し
さ
と
は
、

惑
星
の
輝
き
具
合
を
言
う
の
だ
ろ
う
。『
開
元
占
経
』
を
通
覧
し
て
も
、
類
似
す
る

論
説
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
天
空
上
に
お
け
る
（
二
星
以
上
の
）
の
遇
合

を
地
上
の
「
白
衣
の
会
」
と
す
る
占
辞
は
存
在
す
る
。
五
歳
合
宿
、
三
歳
遭
遇
は
会

合
周
期
と
し
て
き
わ
め
て
短
す
ぎ
る
の
で
、
二
十
八
宿
座
標
に
お
け
る
厳
密
な
遇
合

で
は
な
く
、
十
二
次
座
標
に
お
け
る
大
ま
か
な
接
近
現
象
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
直
後
の
記
述
で
は
、
太
白
と
歳
星
、
太
白
と
熒
惑
、
熒
惑
と
辰
星
と
い
っ
た

二
惑
星
の
遇
合
、
相
犯
の
現
象
に
言
及
す
る
。
顓
頊
暦
で
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
五
星
の
運
行
周
期
に
よ
っ
て
数
理
的
に
整
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
五
星
会
聚
説
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を
唱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
五
星
遇
合
か
ら
五
星
会
聚
へ
と
数
理
化
す
る

過
程
に
は
、
惑
星
運
動
論
の
理
論
的
な
飛
躍
が
あ
る
。
そ
こ
に
、
天
文
占
と
暦
法
と

が
結
合
し
、
中
国
天
文
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
形
成
が
な
さ
れ
る
契
機
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

さ
て
、『
五
星
占
』
の
惑
星
運
動
論
に
よ
っ
て
高
祖
元
年
の
五
星
会
聚
現
象
が
導

き
出
せ
る
か
を
検
討
し
よ
う
。

行
度
表
に
よ
れ
ば
、
高
祖
元
年
立
春
に
は
木
星
、
土
星
は
い
ず
れ
も
東
井
と
と
も

に
東
方
に
晨
出
す
る
。
高
祖
元
年
は
、
起
点
の
秦
始
皇
元
年
正
月
立
春
か
ら
四
○
年

後
で
あ
る
。
木
星
と
土
星
の
会
合
周
期
は
二
○
年
で
あ
り
、
四
○
年
後
だ
と
営
室
か

ら
三
分
の
一
回
っ
た
東
井
で
合
宿
す
る
。

高
祖
受
命
説
が
語
ら
れ
て
い
る
立
春
二
ヶ
月
前
の
冬
一
○
月
だ
と
、
会
聚
地
点
か

ら
歳
星
は
五
度
、
塡
星
は
二
度
手
前
に
あ
り
、
両
星
は
三
度
ほ
ど
間
隔
を
空
け
て
東

井
に
入
宿
し
て
い
る
。
前
年
の
七
月
に
な
る
と
、
歳
星
は
一
三
度
半
、
塡
星
は
五
度

手
前
に
あ
り
、
両
星
は
八
度
半
離
れ
る
（
こ
の
計
算
は
、
行
度
表
と
同
じ
く
、
平
均

速
度
で
の
運
行
を
前
提
と
し
て
い
る
）。
東
井
は
約
三
○
度
（
漢
志
で
は
三
三
度
）

の
幅
が
あ
る
の
で
、
前
年
七
月
で
も
両
星
が
東
井
に
あ
る
と
言
え
な
く
は
な
い
。

金
星
の
場
合
、
立
春
に
は
営
室
と
と
も
に
晨
出
す
る
が
、
木
星
、
土
星
の
よ
う
に

運
行
速
度
は
遅
く
な
い
の
で
、
同
じ
星
宿
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
立
春
の

前
後
で
、
東
井
に
位
置
す
る
時
期
を
求
め
れ
ば
、
木
・
土
・
金
の
「
三
星
会
聚
現
象
」

の
予
測
が
で
き
る
。

五
星
占
に
記
さ
れ
た
晨
行
、
夕
行
の
運
行
周
期
に
よ
れ
ば
、
太
白
が
東
井
を
通
過

す
る
の
は
、
高
祖
元
年
の
前
年
（
秦
二
世
三
年
）
で
あ
れ
ば
、
五
月
初
旬
か
ら
約
二

○
日
間
、
西
の
空
に
夕
行
す
る
。
ま
た
、
立
春
後
に
金
星
が
東
井
に
位
置
す
る
の
は
、

六
月
中
旬
か
ら
七
月
初
旬
の
約
二
○
日
、
東
の
空
に
晨
行
す
る
。『
五
星
占
』
の
暦

定
数
で
推
算
し
た
場
合
に
、
木
、
土
二
星
の
会
聚
現
象
は
、
高
祖
元
年
に
起
き
る
こ

と
に
な
り
、
金
星
を
含
む
三
星
の
会
聚
で
あ
れ
ば
、
前
年
五
月
も
し
く
は
元
年
六
・

七
月
に
限
定
さ
れ
る
。

現
代
天
文
学
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
高
祖
元
年
七
月
の
五
星
会
聚
現
象
は
、
顓
頊

暦
の
運
行
周
期
を
用
い
て
数
理
的
に
導
き
出
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
も
ち

ろ
ん
偶
然
の
一
致
で
あ
る
が
、
仮
に
推
算
し
て
三
星
会
聚
の
天
文
現
象
を
予
測
し
た

と
す
れ
ば
、
天
体
観
測
に
よ
っ
て
そ
の
現
象
を
「
検
証
」
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

し
て
、
顓
頊
暦
の
惑
星
運
動
論
が
精
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
に
ち

が
い
な
い
。

『
五
星
占
』
に
は
、
水
星
、
火
星
の
運
行
周
期
に
論
及
が
な
い
。
顓
頊
暦
で
は
何

ら
か
の
周
期
を
設
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、『
五
星
占
』『
淮
南
子
』
天
文
訓
に

お
い
て
、
そ
れ
ら
の
運
行
周
期
に
論
及
が
な
い
こ
と
は
、
顓
頊
暦
の
最
新
理
論
が
天

文
知
識
と
し
て
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
立
論
者
に

と
っ
て
も
同
様
の
状
況
下
に
あ
り
、
水
星
、
火
星
の
運
行
周
期
を
知
る
手
が
か
り
を

欠
い
て
い
た
と
い
う
事
態
も
考
え
ら
れ
る
。
判
然
と
し
な
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
ら

を
強
引
に
東
井
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
躊
躇
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
高
祖
元
年
の
冬
一
○
月
に
五
星
す
べ
て
が
一
宿
に
会
聚
さ
せ
る
に
は
、
木
星
と

土
星
と
の
二
星
会
聚
を
根
拠
と
し
て
、
他
の
三
星
の
運
行
周
期
を
無
視
し
た
拡
大
解

釈
が
必
要
で
あ
っ
た
。

以
上
の
考
察
は
、
五
星
会
聚
説
を
想
起
す
る
契
機
は
、
天
体
観
測
や
目
撃
情
報
と

い
う
よ
り
も
、
会
合
周
期
の
数
理
に
着
眼
し
て
捻
り
出
し
た
言
説
で
あ
っ
た
可
能
性

を
示
唆
す
る
。
聖
王
興
起
の
瑞
祥
は
、
正
統
的
な
政
治
革
命
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
現
象
で
あ
る
だ
け
に
、
注
目
度
は
高
い
。
そ
れ
が
「
根
拠
あ

る
予
言
」
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、
顓
頊
暦
の
天
文
占
理
論
に
う
ま
く
整
合
さ

せ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
世
か
ら
は
天
象
と
乖
離
し
た
机
上
の
空
論
に
思
え

る
も
の
で
も
、
十
分
な
説
得
力
の
あ
る
数
理
的
な
裏
付
け
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
方
が
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
強
調
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

三
統
暦
の
推
算
に
比
べ
て
、
顓
頊
暦
が
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

顓
頊
暦
の
独
自
の
試
み
は
、
土
星
三
○
年
、
金
星
八
年
の
周
期
を
定
式
化
し
た
こ

と
で
、
惑
星
運
動
論
の
周
期
説
を
暦
法
の
数
理
に
は
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
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に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
暦
元
に
お
け
る
日
月
五
星
会
聚
現
象
が
生

起
す
る
と
い
う
言
説
が
、
天
文
理
論
に
よ
る
数
理
的
な
整
合
性
を
持
っ
て
主
張
さ

れ
、
天
文
暦
数
学
の
数
理
思
想
を
確
立
し
、
術
数
学
を
発
進
さ
せ
る
う
え
で
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

実
際
に
観
測
し
た
天
象
よ
り
も
、
数
理
的
な
整
合
性
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
、
多

種
多
様
に
考
案
さ
れ
た
天
文
暦
法
の
数
理
構
造
を
考
究
す
る
う
え
で
、
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
漢
代
に
は
、
顓
頊
暦
か
ら
太
初
暦
、
三
統
暦
、
そ
し

て
四
分
暦
へ
と
、
惑
星
運
動
論
が
飛
躍
的
に
精
密
化
し
た
。
そ
の
理
論
構
築
に
は
、

観
測
デ
ー
タ
に
対
す
る
何
ら
か
の
数
的
処
理
が
介
在
し
て
い
る
。
そ
の
発
端
と
な
る

思
想
的
な
基
盤
が
、
暦
元
に
お
け
る
日
月
五
星
（
七
曜
）
会
聚
説
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
賢
者
と
し
て
の
名
声
が
あ
っ
た
張
耳
の
逸
話
に
お
い

て
、
甘
徳
と
思
し
き
人
物
を
登
場
さ
せ
、
漢
王
朝
の
成
立
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
高
祖

元
年
に
五
星
会
聚
説
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
そ
の
語

り
手
が
内
惑
星
の
運
行
に
十
分
な
理
解
が
な
く
、
冬
一
○
月
の
現
象
と
し
て
し
ま
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
背
後
に
は
天
文
暦
数
に
着
眼
す
る
政
治
思
想
が
萌
芽
し
よ

う
と
す
る
気
運
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
天
文
暦
法
の
研
究
を
促
し
、

天
体
観
測
の
精
度
を
高
め
、
や
が
て
太
初
暦
の
制
定
に
結
実
す
る
の
で
あ
る
。

五
星
会
聚
現
象
は
、
暦
元
の
理
想
的
な
天
文
状
態
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
、
天
文
暦

術
や
緯
書
で
大
い
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
理
論
的
基
盤
は
、『
五
星
占
』

の
証
言
に
よ
り
、
顓
頊
暦
に
よ
っ
て
切
り
拓
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

❻
前
漢
末
の
予
言
と
革
命

暦
運
説
は
、
顓
頊
暦
の
日
月
五
星
会
聚
現
象
に
よ
る
暦
元
説
と
連
動
し
て
主
張
さ

れ
る
。
そ
の
言
説
は
、『
尚
書
大
伝
』『
史
記
』
か
ら
緯
書
へ
と
発
展
す
る
が
、
政
治

の
表
舞
台
に
登
場
す
る
の
は
前
漢
末
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
緯
書
の
編
纂
時
期
に
少
し

先
行
す
る
。

元
帝
、
成
帝
の
時
代
に
な
る
と
、
匈
奴
は
分
裂
し
て
弱
体
化
し
て
北
方
の
脅
威
は

薄
ら
ぐ
反
面
、
外
戚
や
宦
官
に
よ
っ
て
政
権
が
牛
耳
ら
れ
、
政
情
が
き
わ
め
て
不
安

定
に
な
っ
た
。
成
帝
（
在
位
紀
元
前
三
三
―
紀
元
前
七
）
は
、
政
事
を
顧
み
ず
、
酒

色
に
耽
っ
て
鬼
神
を
好
み
、
後
継
の
男
子
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
け
込
ん
で
、
怪
し

げ
な
方
術
の
士
が
政
界
に
暗
躍
し
た
。
そ
の
よ
う
な
社
会
的
動
向
で
最
も
目
立
っ
た

事
件
は
、
国
家
の
盛
衰
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
災
厄
の
到
来
を
予
言
す
る
一
派
が
出

て
、
世
紀
末
的
な
危
機
意
識
を
さ
ら
に
煽
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
王
家
の
勢

力
が
中
衰
す
る
運
気
を
払
拭
し
、
再
受
命
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
事
の

起
こ
り
は
、
成
帝
の
時
代
、
斉
の
人
甘
忠
可
が
『
天
官
暦
包
元
太
平
経
』
を
著
し
、

次
の
よ
う
に
唱
え
た
こ
と
に
よ
る
（『
漢
書
』
李
尋
伝
）。

漢
王
朝
は
天
地
の
大
終
の
暦
運
に
遭
遇
し
て
お
り
、
天
か
ら
再
び
受
命
し
な
お

す
必
要
が
あ
る
。
天
帝
は
真
人
赤
精
子
を
遣
わ
し
て
私
に
そ
の
方
法
を
教
え

た
。

そ
し
て
、
そ
の
教
え
を
夏
賀
良
・
丁
広
世
・
郭
昌
ら
に
伝
授
し
た
。『
天
官
暦
包

元
太
平
経
』
が
ど
の
よ
う
な
書
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
天
官
暦
」
と
い
う

新
暦
に
よ
る
受
命
改
暦
を
主
張
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
帝
の
使
い
で
あ
る
「
真
人

赤
精
子
」
は
、「
火
徳
」
で
あ
る
漢
王
朝
の
配
当
色
を
用
い
て
い
る
。
鄒
衍
の
唱
え

た
五
徳
終
始
説
は
五
行
相
克
説
に
よ
る
王
朝
交
代
の
順
序
（「
土
（
黄
帝
）
→
木
（
夏
）

→
金
（
殷
）
→
火
（
周
）
→
水
（
秦
・
漢
）」）
で
あ
っ
た
が
、
前
漢
末
に
は
劉
向
、

劉
歆
等
に
よ
っ
て
五
行
相
生
説
を
用
い
る
新
説
（「
木
→
火
→
土
→
金
→
水
」）
が
提

唱
さ
れ
、
後
漢
以
降
は
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
主
流
と
な
っ
た
。

甘
忠
可
と
そ
の
弟
子
に
よ
る
暦
運
説
は
、
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
、
裁
判
沙
汰

に
な
る
が
、
そ
の
取
り
調
べ
に
当
た
っ
た
の
は
、
劉
向
、
劉
歆
父
子
で
あ
る
。
甘
忠

可
の
進
言
は
、
中
壘
校
尉
の
劉
向
に
よ
っ
て
「
鬼
神
に
仮
託
し
て
、
天
子
を
な
い
が

し
ろ
に
し
、
衆
を
惑
わ
す
」
も
の
と
糾
弾
さ
れ
、
裁
判
の
途
中
に
彼
は
病
死
し
、
弟

子
の
賀
良
ら
も
不
敬
罪
で
連
座
す
る
。
し
か
し
、
弟
子
達
は
再
度
、
チ
ャ
ン
ス
を
窺

い
、
哀
帝
に
重
用
さ
れ
て
い
た
災
異
学
者
の
解
光
、
李
尋
に
接
近
す
る
。
解
光
は
、
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甘
忠
可
の
書
の
こ
と
を
上
奏
す
る
と
、
今
度
は
奉
車
都
尉
の
劉
歆
が
「
五
経
に
符
合

し
な
い
の
で
、
施
行
す
べ
き
で
な
い
」
と
反
対
し
た
。
李
尋
は
、
前
に
父
の
劉
向
が

ダ
メ
出
し
し
て
獄
に
下
し
た
事
例
を
、
子
の
劉
歆
が
あ
え
て
認
め
る
は
ず
が
な
い
と

反
論
し
た
。
長
安
令
と
な
っ
て
い
た
郭
昌
は
、
李
尋
に
夏
賀
良
ら
の
援
助
を
願
い
出

た
。
李
尋
は
、
夏
賀
良
ら
を
宮
殿
の
黄
門
で
待
詔
し
、
し
ば
し
ば
帝
に
召
さ
れ
て
謁

見
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
た
。

そ
こ
で
、
夏
賀
良
一
派
は
、
成
帝
に
実
子
が
お
ら
ず
、
甥
の
哀
帝
に
後
を
継
が
せ

た
こ
と
、
ま
た
哀
帝
が
病
気
が
ち
で
あ
る
こ
と
に
つ
け
込
ん
で
、
次
の
よ
う
に
進
言

し
た
。漢

の
暦
運
で
は
中
衰
の
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
て
、
再
受
命
す
べ
き
で
す
。

成
帝
は
（
師
の
甘
忠
可
の
進
言
を
聞
き
入
れ
ず
）
天
命
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め

に
跡
継
ぎ
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
、
陛
下
は
長
患
い
に
苦
し
み
、
異
常

な
現
象
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
の
は
、
天
が
人
に
譴
告
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
す
ぐ
に
で
も
元
号
を
変
更
し
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
延

年
益
寿
が
得
ら
れ
、
皇
子
が
生
ま
れ
、
災
異
も
止
む
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

道
理
を
理
解
し
て
も
実
践
で
き
な
け
れ
ば
、
天
の
殃
咎
が
至
っ
て
滅
亡
す
る
は

め
に
な
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
洪
水
が
起
こ
る
か
火
災
が
発
生
し
、
人
民
を
消
し

去
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

哀
帝
は
、
夏
賀
良
ら
の
進
言
を
聞
き
入
れ
、
建
平
二
年
（
紀
元
前
五
）
六
月
甲
子

日
に
年
号
を
「
太
初
元
将
」
と
改
め
、
自
分
の
号
を
「
陳
聖
劉
太
平
皇
帝
」
と
し
、

漏
刻
の
時
刻
制
度
を
一
日
一
〇
〇
刻
か
ら
一
二
〇
刻
に
変
更
す
る
に
至
っ
た
。

改
元
の
目
論
見
は
た
い
し
た
効
験
が
な
く
、
夏
賀
良
一
派
は
さ
ら
な
る
改
革
を
企

て
よ
う
と
し
た
が
、
排
除
し
よ
う
と
し
た
外
戚
の
圧
力
に
屈
し
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

二
ヶ
月
後
の
八
月
に
改
元
の
詔
は
撤
回
と
な
り
、
元
の
年
号
に
戻
さ
れ
た
。
夏
賀
良

ら
は
、
左
道
を
執
っ
て
国
政
を
乱
し
、
国
家
を
傾
け
転
覆
さ
せ
よ
う
と
し
た
罪
で
処

刑
さ
れ
、
李
尋
や
解
光
も
死
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
、
僻
地
の
敦
煌
郡
に
左
遷
さ
れ
た
。

こ
れ
以
降
、
皇
帝
の
求
心
力
は
な
く
な
り
、
ま
さ
に
予
言
通
り
に
世
紀
末
の
様
相

を
呈
す
る
。
改
元
を
敢
行
さ
せ
た
周
期
説
は
妄
言
と
し
て
表
向
き
は
斥
け
ら
れ
る

が
、
国
家
の
衰
亡
を
予
言
す
る
暦
運
説
は
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
悪
政
批
判

の
儒
家
的
な
災
異
説
を
予
言
と
革
命
の
讖
緯
説
に
変
容
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
儒
家
の

枠
組
み
を
逸
脱
し
て
易
姓
革
命
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
供
給
し
、
符
命
（
新
王
受

命
の
お
告
げ
）
に
よ
る
王
莽
の
政
権
簒
奪
、
図
讖
（
聖
王
出
現
）
の
未
来
記
に
よ
る

光
武
帝
の
漢
王
朝
再
興
の
政
変
を
巻
き
起
こ
す
端
緒
を
開
い
た
。

『
天
官
暦
包
元
太
平
経
』
が
唱
え
た
暦
運
説
の
具
体
的
な
内
容
は
伝
わ
ら
な
い
。

後
漢
末
の
太
平
道
の
経
典
で
あ
る
『
太
平
経
』
の
祖
本
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
本
で
は
暦
運
説
と
直
接
に
関
連
す
る
論
述
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
史
書
で
言
及
が
あ
る
の
は
、
王
莽
の
政
権
簒
奪
劇
に
お
い
て
、

暴
挙
を
正
当
化
す
る
た
め
の
論
材
に
援
用
さ
れ
る
。
そ
の
具
体
的
様
相
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
以
下
で
王
莽
が
漢
王
朝
を
一
時
的
に
滅
ぼ
し
、「
新
」
と
い
う
国
号

の
新
王
朝
（
以
下
、
王
朝
名
の
場
合
に
は
「
新
」
王
朝
と
表
記
）
を
創
建
し
た
経
緯

を
振
り
返
る
こ
と
に
す
る
。

王
莽
が
漢
家
を
乗
っ
取
っ
て
真
天
子
に
就
き
、「
新
」
王
朝
を
樹
立
し
た
過
程
は
、

『
漢
書
』
王
莽
伝
に
詳
述
さ
れ
る
。
そ
の
政
変
は
、
緯
書
の
成
立
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
、
以
下
で
概
略
を
窺
う
こ
と
に
す
る
（
（1
（

。

王
氏
の
一
族
は
、
王
莽
の
伯
母
で
あ
る
王
政
君
が
元
帝
の
側
室
に
入
り
、
成
帝
を

生
ん
だ
後
に
正
妻
と
成
っ
た
後
に
、
皇
后
に
立
て
ら
れ
、
外
戚
と
し
て
権
勢
を
極
め

た
。
王
莽
自
身
は
父
兄
が
早
死
に
し
た
た
め
に
微
力
で
あ
っ
た
が
、
王
政
君
の
兄
の

王
鳳
に
認
め
ら
れ
、
政
界
に
進
出
し
た
。
成
帝
綏
和
元
年 

（
紀
元
前
八
） 

に
ラ
イ
バ

ル
だ
っ
た
淳
于
長
（
王
政
君
の
姉
の
子
）
を
失
脚
さ
せ
、
王
根
の
後
任
の
大
司
馬
と

な
り
、
王
氏
の
権
力
を
牛
耳
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
年
に
哀
帝
が
即
位
す
る
と
罷
免

さ
れ
た
が
、
元
寿
二
年
（
紀
元
前
一
）
に
哀
帝
が
崩
御
す
る
と
九
歳
の
平
帝
を
擁
立

し
、
妹
を
平
帝
の
皇
后
に
立
て
大
司
馬
に
返
り
咲
い
た
。
元
始
五
年
（
紀
元
六
）
に

は
平
帝
を
毒
殺
し
、
二
歳
の
劉
嬰
（
遠
縁
の
広
戚
侯
劉
顕
の
子
）
を
太
子
に
立
て
て

自
ら
摂
政
と
な
り
、
あ
げ
く
に
は
三
年
後
に
劉
嬰
を
退
け
て
皇
帝
に
即
位
し
、
国
号
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を
新
と
改
め
る
に
至
っ
た
。

王
莽
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
武
力
に
よ
る
「
放
伐
」
で
は
な
く
、「
禅
譲
」
と
い
う

ス
タ
イ
ル
の
無
血
革
命
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
立
役
者
は
王
莽
を
筆
頭
に

劉
歆
な
ど
の
大
儒
を
含
む
経
学
を
修
め
た
儒
者
達
で
あ
る
。
禅
譲
と
は
、
世
襲
に
依

ら
ず
に
有
徳
者
に
帝
位
を
平
和
的
に
譲
渡
す
る
こ
と
で
、
太
古
の
昔
、
堯
か
ら
舜
、

舜
か
ら
禹
へ
と
帝
位
が
譲
り
渡
さ
れ
た
と
す
る
伝
説
に
由
来
し
、
儒
家
的
な
理
想
政

治
を
美
化
す
る
代
名
詞
で
あ
っ
た
。
哀
帝
の
死
後
、
皇
帝
に
就
く
た
め
に
王
莽
や
そ

の
周
辺
が
画
策
し
た
陰
謀
は
、
実
に
巧
妙
で
あ
り
、
上
奏
文
に
経
書
を
多
用
し
て
正

当
化
を
試
み
る
。
し
か
し
、
経
書
以
上
に
効
果
的
だ
っ
た
の
は
、
祥
瑞
と
符
命
で
あ

る
。
そ
れ
が
、
前
漢
末
の
政
治
思
想
を
席
捲
し
た
讖
緯
思
想
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
（1
（

。

平
帝
が
即
位
し
た
翌
年
の
元
始
元
年
正
月
に
、
王
莽
は
内
々
に
手
を
回
し
て
益
州

に
使
い
を
出
さ
せ
て
、
南
方
の
越
裳
氏
か
ら
白
雉
一
羽
、
黑
雉
二
羽
を
献
上
さ
せ
た
。

と
い
う
の
は
、
周
王
朝
に
お
い
て
、
周
公
が
武
王
の
死
後
、
幼
い
成
王
を
輔
佐
し
て

摂
政
を
務
め
た
時
に
、
越
裳
氏
が
い
く
つ
か
の
通
訳
を
重
ね
て
白
雉
を
献
上
し
て
き

た
と
い
う
故
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
蛮
夷
か
ら
の
貢
ぎ
物
は
天
下
泰
平
を
も
た
ら

し
た
理
想
政
治
を
象
徴
し
て
お
り
、
白
雉
は
周
公
再
来
の
祥
瑞
だ
っ
た
。
王
莽
の
側

近
達
は
、
白
雉
を
宗
廟
に
供
え
、
太
后
（
王
政
君
）
に
王
莽
を
周
公
に
見
立
て
て
摂

政
に
す
る
よ
う
に
進
言
し
た
。
大
司
馬
の
王
莽
は
、
摂
政
就
任
の
要
請
に
す
ぐ
に
応

じ
な
い
で
、
王
莽
は
謙
譲
の
美
徳
を
発
揮
し
て
何
度
も
固
辞
し
、
儒
家
が
理
想
と
す

る
品
行
方
正
な
有
徳
者
を
演
じ
た
後
、
漢
を
安
泰
に
導
い
た
嘉
号
と
し
て
周
公
に
ち

な
ん
だ
「
安
漢
公
」
を
授
か
っ
て
、
幼
帝
を
補
佐
す
る
太
傅
と
し
て
政
治
の
実
権
を

掌
握
す
る
。
白
雉
と
い
う
周
公
瑞
祥
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、
実
に
手
の
込
ん
だ

政
権
簒
奪
の
劇
場
が
こ
こ
に
開
幕
す
る
。

一
方
、「
符
命
」
と
は
、
皇
帝
と
な
る
べ
き
天
命
と
し
て
の
し
る
し
、
天
が
下
し

た
お
告
げ
の
類
で
あ
る
。
前
漢
末
に
出
現
す
る
符
命
の
第
一
弾
は
、
平
帝
が
崩
御
し

た
元
始
五
年
一
二
月
の
こ
と
、
武
功
県
知
事
の
孟
通
が
井
戸
を
浚
え
て
得
た
「
丹
石

の
符
」
で
あ
る
。「
丹
石
の
符
」
と
は
、
白
い
石
に
丹
書
が
く
っ
つ
い
て
お
り
、
形

状
は
、
上
円
下
方
（
上
方
が
円
く
、
下
が
四
角
）
の
天
地
構
造
を
摸
し
て
お
り
、「
告

安
漢
公
莽
為
皇
帝
（
安
漢
公
莽
に
告
ぐ
、
皇
帝
と
な
れ
）」
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
た
。

武
功
県
が
属
す
る
前
煇
光
郡
の
謝
囂
が
そ
の
祥
瑞
を
上
奏
し
た
。
太
后
は
、「
こ
れ

は
天
下
を
誹
謗
す
る
も
の
で
あ
り
、
施
行
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
反
論
し
た
が
、
王

莽
の
取
り
巻
き
に
押
し
切
ら
れ
、
王
莽
は
「
安
漢
公
」
を
改
称
し
、
祭
祀
の
辞
で
は

称
え
て
「
仮
皇
帝
」
と
い
い
、
臣
民
に
は
「
摂
皇
帝
」
と
呼
ば
せ
、
自
ら
は
「
予
」（
天

子
の
自
称
）
と
称
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
年
号
を
「
居
摂
」
に
改
め
た
。

符
命
の
第
二
弾
は
、
居
摂
三
年
（
紀
元
八
）
に
斉
郡
に
「
新
井
」（
新
た
に
湧
き

出
た
井
戸
）、
巴
郡
に
「
石
牛
」（
石
製
の
牛
）、
右
扶
風
に
「
雍
石
」（
雍
県
の
石
）

が
出
現
し
た
。「
新
井
」
は
、
七
月
に
斉
郡
臨
淄
県
の
昌
興
亭
に
湧
き
出
た
井
戸
の

こ
と
で
あ
る
。
亭
長
で
あ
る
辛
当
は
、
一
晩
で
何
度
も
見
た
夢
に
、
天
公
の
使
い
が

出
て
き
て
、「
摂
皇
帝
当
為
真
（
摂
皇
帝
、
当
に
真
（
皇
帝
）
と
為
る
べ
し
」
と
告
げ
、

「
も
し
わ
し
の
言
う
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
な
ら
、
こ
の
亭
の
な
か
に
新
た

な
井
戸
が
出
来
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。
果
た
し
て
、
夢
の
お
告
げ
通
り
に
、

水
が
湧
き
出
る
井
戸
が
新
た
に
出
来
て
い
て
、
深
さ
が
一
〇
〇
尺
近
く
も
あ
っ
た
。

一
一
月
壬
子
冬
至
（
九
日
）
に
巴
郡
の
牛
の
形
を
し
た
石
、
六
日
後
の
戊
午
（
一
五

日
）
に
右
扶
風
雍
県
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
石
が
、
そ
れ
ぞ
れ
未
央
宮
の
前
殿
に
運
び

込
ま
れ
た
。
王
莽
と
太
保
安
陽
侯
の
王
舜
（
王
莽
の
従
弟
）
ら
と
見
て
い
る
と
、
天

風
が
巻
き
起
こ
り
、
砂
塵
で
あ
た
り
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
風
が
や
む
と
、
石
の
前

に
は
銅
符
と
帛
図
が
あ
っ
た
。
そ
の
銘
文
に
は
「
天
告
帝
符
、
献
者
封
侯
。
承
天
命
、

用
神
令
」（
天
、
帝
符
を
告
ぐ
。
献
ず
る
者
は
侯
に
封
じ
、
天
命
を
承
り
、
神
令
を

用
い
よ
）
と
記
さ
れ
て
い
た
。

王
莽
は
、
こ
れ
ら
の
符
命
を
用
い
て
年
号
を
「
初
始
」
に
改
め
、
漏
刻
の
一
時
を

一
〇
〇
刻
か
ら
一
二
○
刻
に
す
る
制
度
改
革
を
行
っ
た
。
儒
家
的
な
謙
譲
の
態
度
を

貫
き
、「
真
天
子
」
を
ま
だ
名
乗
ら
な
い
だ
け
で
、
易
姓
革
命
に
よ
る
受
命
改
制
と

同
等
の
政
策
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
の
決
定
打
は
、
益
州
広
漢
郡
梓
潼
県
の
哀
章
と
い
う
人
物
が
捏
造
し
た
神
託
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の
「
図
書
」
で
あ
る
。
銅
匱
（
銅
製
の
箱
）
に
入
っ
て
い
て
、
検
印
密
封
し
た
二
つ

の
表
書
き
に
は
「
天
帝
行
璽
金
匱
図
」「
赤
帝
行
璽
某
伝
予
黃
帝
金
策
書
」
と
署
名

さ
れ
る
。「
行
璽
」
と
は
、
皇
家
に
伝
わ
る
印
璽
で
あ
り
、
箱
の
中
身
（
金
匱
図
、

金
策
書
）が
天
帝
、
赤
帝
か
ら
の
授
か
り
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
刻
印
で
あ
る
。「
某
」

と
は
、「
高
皇
帝
の
名
」
と
説
明
す
る
よ
う
に
、
漢
の
高
祖
の
実
名
「
邦
」
を
書
く

こ
と
を
忌
避
し
た
も
の
で
あ
る
。
相
生
説
に
よ
る
五
徳
終
始
説
で
は
、
火
徳
の
赤
帝

か
ら
土
徳
の
黄
帝
へ
と
受
け
継
が
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
某
伝
予
黃
帝
金
策
書
」

と
は
、
赤
帝
と
し
て
漢
王
朝
を
創
建
し
た
劉
邦
が
受
け
継
ぎ
、
次
王
朝
の
黄
帝
と
な

る
べ
き
人
物
に
賜
与
せ
ん
と
し
た
伝
国
の
金
策
書
（
金
箔
の
竹
簡
に
記
さ
れ
た
策
命

書
）
を
意
味
す
る
。
そ
こ
に
は
、
王
莽
が
真
天
子
と
な
り
、
皇
太
后
が
天
命
に
従
う

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
匱
図
、
金
策
書
と
も
に
王
莽
以
下
の
大
臣
八
名

に
加
え
て
、
王
興
、
王
盛
と
い
う
立
派
な
名
前
を
し
た
架
空
の
人
物
、
そ
し
て
哀
章

の
偽
名
の
総
勢
一
一
人
の
姓
名
と
就
く
べ
き
官
爵
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

哀
章
は
、
新
井
、
石
牛
の
符
命
が
公
表
さ
れ
る
と
直
ち
に
高
廟
に
出
向
い
て
銅
匱

を
僕
射
に
手
渡
し
、
王
莽
に
上
聞
さ
れ
た
。
黄
徳
の
王
に
対
す
る
符
命
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
、
時
刻
は
黄
昏
時
、
衣
服
は
黄
衣
で
あ
っ
た
。
王
莽
は
、
赤
帝
の
子
、
高
祖
か

ら
の
「
伝
国
金
策
の
書
」
に
よ
っ
て
黄
帝
の
末
裔
と
し
て
神
託
を
得
た
と
し
て
、
よ

う
や
く
真
天
子
に
就
く
決
意
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
易
姓
革
命
に
よ
る
受
命
改
制

を
発
令
し
、
国
号
を
「
新
」
に
定
め
、
変
更
し
た
ば
か
り
の
年
号
を
廃
止
し
て
初
始

元
年
一
二
月
朔
日
を
始
建
国
元
年
正
月
朔
日
に
改
め
、
諸
制
度
を
土
徳
に
統
一
し

た
。符

命
、
神
託
の
予
言
書
は
、
偽
作
、
捏
造
が
大
い
に
疑
わ
れ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

誰
も
口
を
挟
ん
で
暴
挙
を
阻
止
し
よ
う
と
で
き
な
い
の
は
、
王
莽
と
そ
の
取
り
巻
き

が
仕
組
ん
だ
政
権
奪
取
の
策
略
が
実
に
巧
妙
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
も
そ
も

漢
家
を
乗
っ
取
っ
た
首
謀
者
が
外
戚
と
は
い
え
、
当
初
か
ら
辣
腕
を
振
る
う
エ
リ
ー

ト
政
治
家
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
品
行
方
正
で
信
望
を
集
め
、
有
徳
者
と
し

て
聖
人
の
周
公
に
擬
え
る
ほ
ど
の
存
在
に
な
る
と
い
う
設
定
が
成
立
す
る
こ
と
自

体
、
奇
異
な
感
じ
が
す
る
だ
ろ
う
。
善
人
で
あ
る
こ
と
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
せ
た

の
は
、
怪
し
げ
な
方
術
で
は
な
く
、
儒
者
が
依
拠
す
る
経
術
で
あ
っ
た
。
狡
猾
な
罠

を
仕
掛
け
、
対
抗
勢
力
を
黙
殺
さ
せ
た
の
は
、
経
書
の
権
威
を
盾
に
取
っ
た
智
謀
で

あ
る
。
符
命
を
め
ぐ
る
上
奏
に
関
わ
っ
た
人
物
は
、
県
の
知
事
や
政
府
の
高
官
で
あ

り
、
奏
上
し
た
文
章
に
は
、
符
命
を
根
拠
づ
け
、
王
莽
を
周
公
と
人
物
像
を
重
ね
合

わ
せ
る
た
め
に
、『
尚
書
』
周
書
・
君
奭
、
周
書
・
洛
誥
、（
逸
篇
の
）
嘉
禾
篇
、『
礼

明
堂
記
』（『
礼
記
』
明
堂
位
）
と
い
っ
た
経
文
、
経
説
を
引
証
し
て
議
論
を
組
み
立

て
る
。
王
莽
の
禅
譲
を
装
っ
た
無
血
革
命
を
成
功
さ
せ
た
立
役
者
は
、
怪
し
い
民
間

の
「
方
士
」
で
は
な
く
、
経
書
に
通
じ
て
官
吏
と
な
っ
た
「
儒
生
」
で
あ
っ
た
。

経
書
の
教
え
を
政
治
実
践
に
応
用
し
て
理
想
と
す
る
太
古
の
徳
治
政
治
を
再
現
す

る
と
い
う
儒
家
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
が
、
悪
徳
政
治
家
を
糾
弾
す
る
批
判
の

眼
を
持
つ
賢
臣
、
忠
臣
と
い
う
保
守
的
な
役
割
に
止
ま
ら
ず
に
、
政
治
的
な
変
革
を

行
っ
て
理
想
国
家
の
建
設
を
目
論
む
革
新
的
な
政
治
家
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
界
の
災
害
、
異
変
を
為
政
者
の
政
治
的
過
失
と
結
び

つ
け
、『
春
秋
』
の
出
来
事
を
判
例
と
し
て
「
悪
者
探
し
」
を
す
る
災
異
説
が
、
春

秋
公
羊
学
と
い
う
歴
史
哲
学
か
ら
飛
び
出
て
革
命
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
な
る
こ
と
を
志

向
し
、
祥
瑞
、
符
命
と
い
う
聖
王
出
現
の
超
常
現
象
の
解
読
に
手
を
染
め
て
い
く
の

は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
災
異
か
ら
讖
緯
へ
の
変
容
は
、
前
漢
末
に
お
け
る
儒

家
を
中
心
と
す
る
政
治
思
想
の
中
心
で
興
起
し
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
武
力
を
一
切

用
い
な
い
無
血
革
命
が
成
就
す
る
と
こ
ろ
に
、
前
漢
末
に
特
異
な
思
想
空
間
が
形
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
。
武
帝
期
に
お
け
る
董
仲
舒
の
災
異
思
想
を
基
軸
に

し
た
儒
教
独
尊
の
思
想
改
革
が
、
経
書
と
符
命
に
よ
る
無
血
の
易
姓
革
命
に
帰
着
す

る
こ
と
で
、
先
秦
諸
子
百
家
の
思
想
地
図
は
す
っ
か
り
塗
り
替
え
ら
れ
、
原
始
儒
家

思
想
も
完
全
に
解
体
し
、
経
書
と
緯
書
に
よ
る
脱
構
築
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま

さ
に
、
漢
王
朝
を
滅
亡
さ
せ
た
王
莽
の
符
命
革
命
は
、
後
に
も
先
に
も
な
い
思
想
大

革
命
で
も
あ
っ
た
。
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❼
王
莽
の
無
血
革
命
と
災
厄
説

王
莽
が
真
天
子
に
上
り
詰
め
る
過
程
で
、
新
井
・
石
牛
・
雍
石
の
祥
瑞
、
金
匱
図
・

金
策
書
の
図
書
が
陸
続
と
出
現
す
る
。
緯
書
と
内
容
的
に
直
結
す
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
少
し
距
離
が
あ
る
。
暦
運
説
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
甘
忠
可
の
予
言
書
が
初

始
元
年
に
改
元
し
よ
う
と
し
た
時
の
王
莽
上
奏
文
で
言
及
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
建

平
二
年
を
太
初
元
将
元
年
に
年
号
を
改
め
た
時
に
用
い
ら
れ
た
「
甘
忠
可
、
夏
賀
良

の
讖
書
」
が
蘭
台
（
宮
廷
図
書
館
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
し
、
元
将
元
年
と
い
う

の
は
「
大
将
が
摂
政
の
位
に
鎮
座
し
て
い
て
改
元
す
る
こ
と
を
予
言
し
た
文
で
あ
っ

た
と
再
解
釈
し
、『
尚
書
』
康
誥
、『
春
秋
』
隠
公
元
年
、『
論
語
』
季
子
の
文
を
引

証
し
て
改
暦
を
断
行
す
る
。

居
摂
三
年
一
一
月
甲
子
日
に
太
后
に
王
莽
が
上
奏
し
た
冒
頭
で
は
、

陛
下
は
至
聖
で
あ
ら
れ
る
の
に
、
王
家
の
不
幸
に
遭
わ
れ
、
漢
室
十
二
世
、

三
七
の
災
厄
に
遇
わ
れ
て
、
天
の
威
命
を
承
り
、
臣
莽
に
詔
し
て
摂
政
の
位
に

座
ら
せ
、
孺
子
の
委
託
を
受
け
、
天
下
の
寄
託
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ

ま
し
た
。

と
述
べ
、
高
祖
よ
り
数
え
て
一
二
世
が
「
三
七
の
阨
」
に
遭
遇
し
た
と
す
る
。
甘
忠

可
の
暦
運
説
で
は
成
帝
を
第
九
世
と
し
て
お
り
、
呂
后
時
代
の
二
人
の
少
帝
は
数
え

な
い
。
そ
の
後
、
哀
帝
、
平
帝
に
皇
太
子
の
孺
子
嬰
（
皇
帝
に
即
位
せ
ず
に
終
わ
る
）

を
加
え
る
と
、
一
二
世
と
な
る
。

そ
の
一
ヶ
月
後
と
な
る
始
建
国
元
年
正
月
に
王
莽
が
帝
位
を
禅
譲
さ
せ
、
孺
子
嬰

を
定
安
公
に
封
ず
る
際
の
策
命
の
冒
頭
で
も
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

あ
あ
、
爾
嬰
よ
、
む
か
し
皇
天
は
汝
の
太
祖
（
漢
の
高
祖
）
を
助
け
て
以
来
、

十
二
世
、
享
国
二
百
十
年
を
経
て
、（
天
の
）
暦
数
は
予
が
躬
に
あ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

「
暦
数
在
于
予
躬
」
は
、
堯
が
舜
に
、
舜
が
禹
に
帝
位
を
譲
る
と
き
に
「
天
之
暦

数
在
爾
躬
（
天
の
暦
数
、
爾な
ん
じの

躬み

に
在
り
」
と
語
っ
た
禅
譲
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。

そ
の
言
葉
は
、『
尚
書
』
大
禹
謨
、『
論
語
』
堯
曰
の
ほ
か
、『
春
秋
繁
露
』
郊
語
に

も
引
か
れ
る
。
ま
た
、『
漢
書
』
律
暦
志
上
で
は
、「
暦
数
」
の
起
源
を
説
明
す
る
総

論
の
と
こ
ろ
に
引
用
さ
れ
る
。
経
説
に
暦
運
説
を
導
入
す
る
糸
口
が
そ
こ
に
あ
っ

た
。「

三
七
の
阨
」
に
つ
い
て
は
、「
三
」「
七
」
の
積
で
あ
る
二
一
〇
年
目
の
節
目
に

国
家
的
な
災
厄
が
生
起
し
、
大
変
革
が
起
こ
る
と
す
る
暦
運
説
で
あ
る
。
成
帝
の
末

期
、
元
延
元
年
（
紀
元
前
一
二
）
に
谷
永
（
？
―
紀
元
前
八
）
が
上
奏
し
た
書
状

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

陛
下
、
八
世
の
功
業
を
承
り
、
陽
数
の
標
季
に
当
た
り
、
三
七
の
節
紀
に
渉
り
、

无
妄
の
卦
運
に
遭
い
、
百
六
の
災
阨
に
直
た
る
。
三
難
、
科
を
異
に
し
、
雑
焉

と
し
て
会
を
同
じ
く
す
。（『
漢
書
』
谷
永
伝
）

成
帝
は
第
九
代
で
あ
る
の
で
、「
九
」
は
陽
数
の
最
後
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
三
七
の
節
紀
」「
无
妄
の
卦
運
」「
百
六
の
災
阨
」
と
い
う
三
つ
の
災
難
が
生
起
す

る
暦
運
の
サ
イ
ク
ル
が
同
時
に
迫
っ
て
き
て
い
る
と
す
る
。

「
百
六
の
災
阨
」
は
、
入
元
初
年
か
ら
数
え
て
一
〇
六
年
後
か
ら
陽
災
（
干
魃
、

火
災
）
が
九
年
間
続
く
災
厄
を
言
う
。
无
妄
の
卦
運
は
判
然
と
し
な
い
が
、
无
妄
卦

が
「
望
外
の
災
」
の
卦
と
さ
れ
る
こ
と
に
依
拠
し
、
无
妄
卦
が
配
さ
れ
た
時
運
に
最

大
の
災
害
が
起
こ
る
と
す
る
易
説
と
思
わ
れ
る
（
（1
（

。

谷
永
は
、
典
型
的
な
災
異
学
者
で
あ
る
。
成
帝
建
始
三
年
一
二
月
朔
日
に
日
食
と

地
震
が
同
時
に
生
起
し
た
時
に
推
挙
さ
れ
、
天
子
の
下
問
に
答
え
て
出
世
の
糸
口
を

つ
か
み
、
災
異
現
象
を
め
ぐ
っ
て
し
ば
し
ば
上
疏
し
、
成
帝
が
酒
色
に
耽
っ
て
政
事

を
顧
み
な
い
た
め
で
あ
る
と
諫
め
た
。
そ
の
主
張
は
、

私
は
次
の
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
災
異
と
は
、
皇
天
が
人
君
の
過
失
を
譴

告
し
た
も
の
で
あ
り
、
厳
格
な
父
に
よ
る
明
白
な
訓
戒
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
畏
怖
し
て
慎
み
改
め
れ
ば
、
禍
は
消
え
福
が
降
り
ま
す
が
、
忽
せ
に
し
て

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
咎
罰
は
除
か
れ
ま
せ
ん
。
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と
述
べ
、
董
仲
舒
が
主
唱
し
た
災
異
説
に
基
づ
き
、『
尚
書
』『
詩
』『
易
』『
論
語
』『
洪

範
伝
』
な
ど
を
引
証
し
て
経
学
的
に
根
拠
づ
け
る
。

三
難
の
上
奏
文
に
お
い
て
も
、
成
帝
が
即
位
し
て
か
ら
二
○
年
間
、
衆
多
な
災
害
、

甚
大
な
異
変
が
一
斉
に
交
錯
し
て
生
起
し
、
そ
の
数
は
『
春
秋
』
の
記
録
を
超
え
て

い
る
と
し
、
正
月
朔
日
に
日
食
が
あ
り
、
四
月
に
四
方
の
衆
星
が
白
昼
に
流
れ
落
ち
、

七
月
に
彗
星
が
天
を
横
切
る
と
い
う
異
常
な
天
文
現
象
が
相
継
い
だ
こ
と
を
指
摘

し
、「
下
地
に
萌
し
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
異
変
が
天
上
で
出
現
す
る
の
で
、
慎
ま

な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
る
。

少
し
く
愚
臣
の
言
を
省
み
て
、
三
難
の
災
厄
に
感
悟
し
、
大
き
な
異
変
に
深
く

怖
れ
、
心
を
安
定
さ
せ
て
善
を
行
い
、
邪
悪
な
想
い
を
忘
れ
去
り
、
こ
れ
ま
で

の
過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
、
政
事
に
精
励
し
て
、
至
誠
に
よ
っ
て
天
を
感

応
さ
せ
る
な
ら
、
積
も
る
異
変
は
天
上
に
塞
が
れ
、
禍
乱
は
下
地
に
平
伏
し
、

何
の
憂
患
も
な
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

谷
永
の
上
奏
文
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
暦
運
説
が
甘
忠
可
の
よ
う
な
方
士
と
貶
さ

れ
る
人
物
で
は
な
く
、
儒
生
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
、
災
異
説
の
立
論
に
組
み
入
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
甘
忠
可
の
終
末
論
と
ど
の
程
度
関
連
す
る
の
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
谷
永
は
京
氏
易
に
精
通
し
た
と
さ
れ
る
。
経
書
を
修
め
た
災
異
思
想
家
の

間
で
暦
運
説
が
注
目
を
集
め
、
政
界
に
次
第
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

谷
永
が
語
っ
た
三
難
の
暦
運
説
の
う
ち
、
无
妄
の
卦
運
の
期
間
は
明
確
で
は
な
い

が
、
他
の
二
説
は
漢
の
創
立
、
太
初
暦
を
施
行
し
た
太
初
元
年
丁
丑
歳
（
紀
元
前

一
〇
四
）
を
そ
れ
ぞ
れ
起
点
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
三
七
の
節
紀
」
は
、
漢
王
朝

の
創
立
か
ら
数
え
る
と
、
元
延
元
年
は
一
九
五
年
目
で
あ
り
、
一
五
年
後
が
二
一
○

年
目
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
平
帝
元
始
四
年
甲
子
歳
（
紀
元
四
年
）
に
当
た
る
。「
陽

九
・
百
六
の
災
厄
」
は
、
太
初
元
年
丁
丑
歳
か
ら
数
え
る
な
ら
、
そ
の
前
年
の
元
始

三
年
癸
亥
歳
（
紀
元
三
）
か
ら
始
建
国
三
年
辛
未
歳
（
紀
元
一
一
）
ま
で
の
九
年
間

と
な
り
、
王
莽
の
政
権
簒
奪
の
時
期
に
ち
ょ
う
ど
重
な
り
合
う
。

平
帝
元
始
四
年
は
、
王
莽
が
平
帝
の
皇
后
に
娘
を
立
て
た
年
で
あ
り
、
翌
年
に
平

帝
を
毒
殺
し
、
自
ら
摂
皇
帝
と
な
り
、
さ
ら
に
三
年
後
、
居
摂
三
年
（
紀
元
八
）
の

一
二
月
に
、
真
天
子
と
な
り
、
国
号
を
「
新
」
と
名
づ
け
、
易
姓
革
命
に
よ
る
改
元

を
行
っ
た
。
ま
さ
に
漢
王
朝
の
暦
運
は
尽
き
て
し
ま
い
、
見
事
に
的
中
し
た
世
紀
末

の
大
予
言
と
な
る
の
で
あ
る
。
王
莽
が
「
三
七
の
節
紀
」
を
引
い
て
自
ら
の
無
血
革

命
を
正
当
化
す
る
の
も
頷
け
る
。

「
陽
九
百
六
の
災
厄
」
に
つ
い
て
も
、
始
建
国
五
年
の
下
書
に
言
及
が
あ
る
。

予
が
受
命
し
て
真
天
子
に
即
位
し
て
か
ら
始
建
国
五
年
に
至
る
ま
で
、
す
で
に

五
年
に
な
る
。
陽
九
の
阨
は
す
で
に
越
え
、
百
六
の
会
は
す
で
に
過
ぎ
去
っ
た
。

当
時
、
王
莽
は
匈
奴
を
討
伐
し
よ
う
と
軍
隊
を
出
撃
さ
せ
て
い
た
が
、
将
軍
の
荘

尤
（
？
―
二
三
、
避
諱
に
よ
り
「
厳
尤
」
と
表
記
さ
れ
る
）
の
諫
言
に
、「
今
始
建

国
三
年
、
天
下
は
陽
九
の
阨
に
遭
っ
て
お
り
、
数
年
間
の
飢
饉
が
続
き
、
西
北
の
辺

境
が
最
も
甚
だ
し
い
で
す
」
と
述
べ
る
（
匈
奴
伝
）。『
資
治
通
鑑
』
で
は
始
建
国
三

年
の
こ
と
と
す
る
。
太
初
元
年
を
起
点
と
す
る
と
、
陽
九
の
厄
が
明
け
る
の
は
、
始

建
国
四
年
で
あ
る
か
ら
、
ぴ
っ
た
り
と
符
合
す
る
。

ま
た
、
天
鳳
三
年
（
紀
元
一
六
）
五
月
に
は
、
官
吏
の
俸
給
制
度
を
下
し
て
次
の

よ
う
に
言
う
。

予
は
陽
九
の
阨
、
百
六
の
会
に
遭
い
、
国
の
財
用
が
不
足
し
、
人
民
が
騷
動
し

て
い
た
た
め
に
、
公
卿
よ
り
以
下
、
一
ヶ
月
の
俸
禄
は
十
緵
の
布
二
匹
、
あ
る

い
は
帛
一
匹
で
あ
っ
た
。
予
は
い
つ
も
そ
の
こ
と
を
思
う
た
び
に
、
こ
こ
ろ
を

痛
め
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
阨
会
は
す
で
に
過
ぎ
去
り
、
府

庫
は
ま
だ
充
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
六
月
朔
日
庚
寅
か
ら
官
吏
の
俸
給
を
す
べ
て
制
度
通
り
に
支
給
し
始
め
る

こ
と
に
せ
よ
。

王
莽
は
対
外
政
策
に
強
硬
な
態
度
を
と
っ
た
た
め
匈
奴
と
戦
争
に
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
軍
隊
を
動
員
し
、
現
地
へ
の
物
資
を
供
給
す
る
こ
と
が
、
国
庫
を
空
に
し
、

国
民
を
大
い
に
疲
弊
さ
せ
た
。
そ
の
原
因
を
「
陽
九
百
六
の
災
厄
」
に
転
化
し
、
厄

明
け
に
よ
る
善
政
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
人
民
の
信
望
を
回
復
し
よ
う
と
し
て
い
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る
。
暦
運
説
は
、
漢
王
朝
の
衰
微
を
根
拠
づ
け
、
国
家
の
乗
っ
取
り
を
正
当
化
す
る

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
国
策
の
是
非
、
得
失
を
問
う
議
論
に
も
大
い
に
活
用
さ
れ
た
。

為
政
者
の
横
暴
を
抑
止
す
る
論
拠
に
も
な
り
う
る
が
、
災
異
、
飢
饉
に
よ
る
政
治
不

信
の
鉾
先
を
か
わ
す
こ
と
で
権
力
者
を
擁
護
す
る
道
具
に
も
な
り
う
る
両
刃
の
剣
で

あ
っ
た
。

❽「
陽
九
百
六
」の
災
厄
説

暦
運
説
の
萌
芽
は
、
成
帝
期
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
三
七
の
節
紀
」
は
、

谷
永
に
先
ん
じ
て
宣
帝
（
在
位
前
七
四
―
前
四
八
）
の
時
代
に
活
躍
し
た
路
温
舒
が

唱
え
て
い
る
。『
漢
書
』
路
温
舒
伝
に
よ
る
と
、
彼
は
祖
父
か
ら
天
文
暦
数
学
を
伝

授
さ
れ
、「
漢
厄
三
七
の
間
」
を
悟
っ
て
封
事
を
奉
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
一
〇

年
と
い
う
年
数
は
、
ま
だ
五
○
余
年
を
残
す
近
未
来
で
あ
っ
た
。
そ
の
暦
理
は
、
斉

詩
学
派
の
四
始
五
際
説
に
依
拠
す
る
と
思
わ
れ
、
詩
緯
に
も
展
開
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

「
无
妄
の
卦
運
」
は
、
谷
永
が
学
ん
だ
京
氏
易
が
関
与
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

京
氏
易
で
は
、
一
年
に
六
四
卦
を
配
当
す
る
分
卦
直
日
法
（
六
日
七
分
法
）
が
有
名

で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
易
卦
配
当
に
よ
る
大
周
期
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
に
ち

が
い
な
い
。
京
氏
易
を
敷
衍
す
る
易
緯
に
も
、
独
特
の
暦
運
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

「
陽
九
百
六
の
災
厄
」
は
、『
漢
書
』
律
暦
志
上
に
引
く
『
易
九
戹
（
＝
厄
、
阨
）』

に
具
体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
顓
頊
暦
の
暦
元
回
帰
の
大

周
期
一
元
四
五
六
〇
年
と
太
初
暦
の
一
元
四
六
一
七
年
の
年
数
差
五
七
年
に
着
目
す

る
災
厄
説
で
あ
り
、
陽
災
（
干
魃
）
も
し
く
は
陰
災
（
水
害
）
が
数
年
に
わ
た
っ
て

生
起
す
る
災
厄
の
周
期
が
交
互
に
や
っ
て
来
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、『
漢
書
』

律
暦
志
上
に
言
う
。

易
九
阨
に
曰
く
、
初
め
元
に
入
る
こ
と
百
六
に
し
て
、
陽
九
あ
り
、
次
に
三
百

七
十
四
に
し
て
、
陰
九
あ
り
、
次
に
四
百
八
十
に
し
て
、
陽
九
あ
り
、
次
に
七

百
二
十
に
し
て
、
陰
七
あ
り
、
次
に
七
百
二
十
に
し
て
、
陽
七
あ
り
、
次
に
六

百
に
し
て
、
陰
五
あ
り
、
次
に
六
百
に
し
て
、
陽
五
あ
り
、
次
に
四
百
八
十
に

し
て
、
陰
三
あ
り
、
次
に
四
百
八
十
に
し
て
、
陽
三
あ
り
。
凡
そ
四
千
六
百
十

七
歳
に
し
て
、
一
元
と
終
わ
る
。
経
歳
四
千
五
百
六
十
、
災
歳
五
十
七
な
り
。

陽
九
・
百
六
の
厄
災
と
は
、
陽
災
（
旱
災
）、
陰
災
（
水
災
）
の
歳
が
一
定
の
周

期
に
交
互
に
や
っ
て
来
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
周
期
は
、
施
行
す
る
太
初
暦

に
顓
頊
暦
の
暦
定
数
を
折
衷
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
太
初
暦
の
一
元
四
六
一
七
年
と

古
四
分
暦
（
顓
頊
暦
ま
た
は
前
漢
六
暦
）
の
一
元
四
五
六
〇
年
と
の
年
数
差
五
七
年

に
着
目
し
、
四
五
六
〇
年
を
「
経
歳
」（
災
歳
で
は
な
い
経
常
の
歳
）
と
し
、
そ
れ

に
五
七
年
を
「
災
歳
」
と
し
て
附
加
さ
せ
、
太
初
暦
の
一
元
の
年
数
に
合
致
さ
せ
る
。

災
歳
五
七
年
を
経
歳
四
五
六
〇
年
に
割
り
込
ま
せ
る
た
め
に
、
両
者
を
そ
れ
ぞ
れ

九
期
に
分
け
る
。
災
歳
の
連
続
す
る
期
間
を
九
年
、
七
年
、
五
年
、
三
年
の
陽
数
（
奇

数
）
と
し
、
水
旱
（
陰
陽
）
の
災
害
が
交
互
に
繰
り
返
さ
れ
る
と
考
え
る
と
、
通
算

し
て
四
八
年
に
な
る
。
災
数
五
七
歳
に
は
九
年
足
り
な
い
か
ら
、
陽
九
を
も
う
一
つ

付
け
加
え
て
九
期
と
し
、「
陽
九
、
陰
九
、
陽
九
、
陰
七
、
陽
七
、
陰
五
、
陽
五
、

陰
三
、
陽
三
」
と
い
う
順
序
に
並
べ
る
。

一
方
、
経
歳
四
五
六
〇
年
は
、一
二
〇
年
の
倍
数
を
考
え
、
四
八
〇
、
四
八
〇
、

七
二
〇
、
七
二
〇
、
六
〇
〇
、
六
〇
〇
、
四
八
〇
、
四
八
〇
と
い
う
順
序
で
、
八
期

に
分
け
る
。
九
期
と
す
る
に
は
、
も
う
一
期
必
要
な
の
で
、
最
初
の
四
八
〇
年
だ
け

変
例
を
設
け
、
一
〇
六
年
と
三
七
四
年
に
二
分
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
九
期
に
分
け
た
経
歳
と
災
歳
を
交
互
に
並
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
周

期
の
災
厄
説
と
な
る
。

一
〇
六
年
→
陽
九
年
→
三
七
四
年
→
陰
九
年
→
四
八
〇
年
→
陽
九
年
→
七
二
〇

年
→
陰
七
年
→
七
二
〇
年
→
陽
七
年
→
六
〇
〇
年
→
陰
五
年
→
六
〇
〇
年
→
陽

五
年
→
四
八
〇
年
→
陰
三
年
→
四
八
〇
年
→
陽
三
年

孟
康
注
で
は
、
次
の
よ
う
に
数
理
的
な
説
明
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
に
入

元
し
て
一
〇
六
歳
を
経
過
す
る
と
、
陽
九
の
厄
が
あ
る
の
は
、
前
の
一
元
四
六
一
七

歳
が
終
わ
る
と
、「
閏
年
」
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
だ
残
余
の
気
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
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経
歳
の
年
数
に
つ
い
て
は
、「
九
八
七
六
の
易
数
」を
用
い
て
説
明
す
る
。
七
二
〇
歳
、

四
八
〇
歳
は
老
陽
九
、
老
陰
六
の
八
〇
倍
と
す
る
。
六
〇
〇
歳
を
導
く
の
は
、
少
陽

七
、
少
陰
八
の
八
〇
倍
で
あ
る
五
六
〇
、六
四
〇
に
お
い
て
、
易
爻
で
は
少
陽
七
、

少
陰
八
は
不
変
爻
で
あ
り
、
気
が
通
じ
合
わ
な
い
か
ら
、
二
数
を
合
計
し
て
二
分
し

て
平
均
値
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
（
四
八
〇
年
＝
八
〇
年
×
老
陰
六
、
七
二
〇
年
＝

八
○
年
×
老
陽
九
、
六
〇
〇
年
＝（
八
○
年
×
少
陰
八
＋
八
○
×
少
陽
七
）÷
二
）。

四
八
〇
歳
が
四
回
、
七
二
〇
歳
が
二
回
で
あ
る
の
は
、「
陽
は
奇
、
陰
は
偶
」
で

あ
る
か
ら
、
老
陰
六
か
ら
得
ら
れ
る
四
八
〇
歳
は
陽
災
、
陰
災
が
二
度
ず
つ
訪
れ
る
。

少
陽
七
、
少
陰
八
の
平
均
値
で
あ
る
六
〇
〇
歳
が
陽
災
、
陰
災
が
一
度
ず
つ
で
あ
る

の
は
、「
七
八
は
不
変
爻
だ
か
ら
、
陰
陽
の
匹
偶
は
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
一
度
だ
け

で
あ
る
」
と
し
、
災
歳
は
「
五
陽
四
陰
」「
陽
旱
陰
水
」
の
陰
陽
配
当
説
に
な
っ
て

い
る
と
注
解
す
る
。
如
淳
注
も
同
じ
発
想
の
説
明
で
あ
る
。
乗
数
と
す
る「
八
〇
歳
」

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

八
十
歳
に
し
て
則
ち
甲
子
冬
至
な
り
。
一
甲
子
六
十
日
は
、
一
歳
三
百
六
十
日

に
し
て
、
八
十
歳
に
四
百
八
十
甲
子
を
得
。
又
た
五
日
あ
り
。
五
八
、
四
十
に

し
て
、
四
百
日
と
為
る
。
又
た
四
分
日
之
一
あ
り
。
八
十
歳
に
し
て
八
十
分
有

り
。
八
十
分
は
二
十
日
た
り
。
凡
そ
四
百
二
（
原
文
作
「
八
」）
十
日
に
し
て
、

七
（
原
文
作
「
七
十
」）
甲
子
を
得
。
八
十
歳
に
し
て
合
す
れ
ば
四
百
八
十
七

甲
子
に
し
て
、
余
分
皆
な
尽
き
た
り
。
故
に
八
十
歳
に
し
て
則
ち
一
甲
子
冬
至

な
り
。

一
見
、
難
し
そ
う
な
内
容
に
見
え
る
が
、
一
年
を
古
四
分
暦
の
三
六
五
日
四
分
の

一
と
し
た
場
合
に
、
起
点
と
な
る
冬
至
日
に
、（
時
刻
も
考
慮
に
入
れ
て
、
日
の
端

数
が
な
い
状
態
で
）
日
干
支
が
甲
子
に
復
帰
す
る
周
期
が
八
〇
歳
に
な
る
こ
と
を
説

明
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
〇
年
（
総
日
数
二
九
二
二
〇
日
）
で
六
十
干

支
が
四
八
七
周
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
の
に
、
三
六
〇
日
と
五
日
四
分
の
一
と
を
分

け
て
、
八
〇
倍
し
て
考
え
る
。
一
年
の
う
ち
、
三
六
○
日
は
干
支
が
六
周
す
る
の
で
、

八
〇
年
だ
と
四
八
〇
周
す
る
。
八
〇
年
で
通
算
す
る
と
、
五
日
は
四
〇
〇
日
、
四
分

の
一
は
二
○
日
だ
か
ら
、
合
わ
せ
て
四
二
〇
日
と
な
り
、
干
支
が
七
周
す
る
。
だ
か

ら
、
八
〇
年
で
四
八
七
周
し
て
、
余
分
が
な
い
状
態
で
甲
子
日
の
冬
至
に
復
帰
す
る
。

顓
頊
暦
も
太
初
暦
・
三
統
暦
も
、
一
九
年
七
閏
法
を
用
い
て
一
章
一
九
年

二
三
五
ヶ
月
を
小
周
期
と
し
、
積
年
の
日
数
の
端
数
が
な
く
な
る
一
蔀
七
六
年
を
中

周
期
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
総
日
数
は
六
○
の
倍
数
に
な
ら
な
い
か
ら
、
起
点
（
暦

元
）
の
甲
子
日
に
復
帰
し
な
い
。
古
四
分
暦
の
場
合
、
一
年
で
三
六
〇
日
よ
り
五
・

二
五
日
の
余
分
が
あ
る
の
で
、
冬
至
点
の
日
の
干
支
は
四
年
で
二
一
個
の
割
合
で
ず

れ
て
い
き
、
八
○
年
二
万
九
二
二
○
日
で
ち
ょ
う
ど
余
分
の
な
く
、
初
源
状
態（
一
一

月
朔
旦
冬
至
甲
子
日
）
と
な
る
の
で
あ
る
。
洪
邁
が
『
容
斎
随
筆
』
で
、
基
数
に
八

○
年
を
用
い
る
の
は
、
四
五
六
○
年
を
八
○
年
で
割
る
と
ち
ょ
う
ど
災
歳
の
合
計
数

五
七
年
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
よ
う
な
数
の
一
致
も
当
初
か
ら
意
識
さ
れ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。

『
乾
鑿
度
』
で
は
、「
入
軌
年
数
」
か
ら
「
水
旱
の
厄
」
を
算
定
す
る
類
似
す
る
暦

術
が
存
在
す
る
。「
世
軌
」
の
法
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、『
易
』
の
筮
法
に
お
け
る

「
六
七
八
九
の
数
」
か
ら
算
出
さ
れ
る
。
陽
九
・
百
六
の
術
も
同
類
の
数
理
で
あ
る
。

た
だ
し
、
六
〇
〇
年
を
導
く
の
に
、
少
陰
八
と
少
陽
七
と
の
平
均
値
を
用
い
る
変
例

に
な
っ
て
お
り
、
易
数
と
の
結
合
は
後
づ
け
の
解
釈
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
暦
運
説
で
は
災
歳
の
年
数
は
経
歳
中
に
含
ま
な
い
。
だ
か
ら
、

起
点
か
ら
数
え
た
積
年
数
（「
入
元
」
の
年
数
）
は
中
途
半
端
な
数
値
に
な
る
。
最

初
の
四
八
〇
年
の
場
合
、
一
〇
六
年
と
三
七
四
年
に
分
け
て
、
起
点
と
な
る
首
歳
か

ら
一
〇
六
年
後
経
っ
た
後
に
、
九
年
間
の
陽
九
の
災
歳
が
あ
る
と
す
る
。
積
年
数
で

言
う
と
、
入
元
し
て
一
〇
六
年
間
は
経
歳
で
あ
り
、
そ
の
翌
年
の
一
〇
七
年
か
ら

一
一
五
年
ま
で
の
九
年
間
に
陽
九
の
災
歳
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
三
七
四
年

間
が
経
歳
（
積
年
数
一
一
六
歳
か
ら
四
八
九
歳
）
で
あ
り
、
翌
年
か
ら
陰
九
の
災
歳

（
積
年
数
四
九
〇
歳
か
ら
四
九
八
歳
）
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
一
サ
イ
ク
ル
に
お
い

て
、
災
歳
の
始
ま
り
と
終
わ
り
の
積
年
数
を
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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始
年　
　
　
　
　

終
年

陽
九　
　
　

一
〇
七　
　
　
　

一
一
五

陰
九　
　
　

四
九
〇　
　
　
　

四
九
八

陽
九　
　
　

九
七
九　
　
　
　

九
八
七

陰
七　
　

一
七
〇
八　
　
　

一
七
一
四

陽
七　
　

二
四
三
五　
　
　

二
四
四
一

陰
五　
　

三
〇
四
二　
　
　

三
〇
四
六

陽
五　
　

三
六
四
七　
　
　

三
六
五
一

陰
三　
　

四
一
三
二　
　
　

四
一
三
四

陽
三　
　

四
六
一
五　
　
　

四
六
一
七

入
元
以
来
の
積
年
数
は
実
に
不
揃
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
〇
六
年
、
三
七
四
年

を
設
定
し
た
こ
と
に
ま
っ
た
く
数
理
的
な
注
解
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
一
〇
六
は
素

数
五
三
の
二
倍
、
三
七
四
は
素
数
の
一
一
と
一
七
の
積
の
二
倍
で
あ
り
、
暦
定
数
に

あ
ま
り
用
い
な
い
数
で
あ
る
。「
百
六
」
は
、「
陰
六
」
と
も
呼
ば
れ
、
易
数
と
の
結

合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。「
陽
九
・
百
六
の
会
」
と
す
る
の
は
、「
陽
九
」（
老
陽
の

数
九
）
と
「
陰
六
」（
老
陰
の
数
六
）
と
を
対
比
さ
せ
、「
入
元
百
六
」
の
変
革
期
に

陰
陽
が
混
ざ
り
合
い
、「
陽
九
・
百
六
（
陰
六
）
の
際
会
」
と
な
る
と
考
え
た
の
で

あ
ろ
う
。

漢
志
で
は
「
初
入
元
百
六
、
陽
九
、
次
三
百
七
十
四
、
陰
九
」
と
い
う
言
い
方
が

な
さ
れ
て
、
四
八
〇
年
を
一
〇
六
年
と
三
七
四
年
で
二
分
し
た
と
し
か
読
め
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
一
般
的
に
は
「
入
元
百
六
」
と
い
う
表
現
は
、
一
元
の
初
年
を
一
と
し

て
数
え
て
一
〇
六
年
目
を
指
す
。
だ
か
ら
、
丸
一
〇
六
年
経
過
し
た
一
〇
七
年
目
か

ら
の
九
年
間
で
あ
れ
ば
、
入
元
以
来
の
積
年
数
で
言
え
ば
、「
入
元
百
七
（
歳
）」
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。「
入
元
百
六
」
は
、
一
般
的
に
は
入
元
初
年
か
ら
数
え
た
積
年

数
が
一
〇
六
年
目
、
つ
ま
り
一
〇
五
年
後
と
な
り
、
漢
志
の
記
載
と
は
一
年
ず
れ
る
。

そ
の
場
合
、
最
初
の
四
八
〇
年
は
一
〇
五
年
と
三
七
五
年
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
入

元
以
来
の
一
〇
五
年
間
が
経
歳
で
あ
り
、
陽
九
の
厄
が
九
年
間
続
き
、
次
の
サ
イ
ク

ル
は
三
七
五
年
間
の
経
歳
の
後
に
、
陰
九
の
厄
が
九
年
間
続
く
こ
と
に
な
る
。

一
〇
五
と
い
う
数
値
は
一
、
三
、
五
、
七
の
陽
数
の
積
で
あ
り
、
三
七
五
は
五
の
三

乗
の
三
倍
で
あ
る
。
災
歳
の
年
数
が
九
か
ら
三
に
至
る
陽
数
で
あ
る
こ
と
と
対
応
す

る
。
そ
の
よ
う
に
一
か
ら
一
〇
ま
で
の
奇
偶
の
自
然
数
や
六
七
八
九
の
数
を
用
い
た

数
理
思
想
は
、
象
数
易
や
占
術
の
常
套
手
段
で
あ
り
、
分
割
の
数
理
と
し
て
は
こ
ち

ら
の
ほ
う
が
も
っ
と
も
ら
し
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
入
元
百
六
」
の

「
百
六
」
と
い
う
数
値
に
引
き
ず
ら
れ
、「
三
百
七
十
五
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を

「
三
百
七
十
四
」
に
誤
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
初
源
的
な
数
理
は
、
一
〇
五

年
と
い
う
の
を
一
区
切
り
と
し
、
一
〇
六
年
目
（
起
点
か
ら
一
〇
五
年
後
）
か
ら
陽

九
の
災
歳
が
九
年
続
く
の
で
、「
陽
九
百
六
の
災
厄
」と
命
名
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
荘
尤
の
発
言
に
よ
る
と
、
太
初
元
年
（
紀
元
前
一
〇
四
）
か
ら
数
え
て

一
一
五
年
目
（
一
一
四
年
後
）
に
当
た
る
王
莽
始
建
国
三
年
（
紀
元
一
一
）
に
は
ま

だ
百
六
陽
九
の
災
厄
は
続
い
て
い
る
と
し
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
明
言
す
る
の

は
二
年
後
の
始
建
国
五
年
の
王
莽
下
書
で
あ
る
。
起
点
か
ら
一
〇
六
年
目
（
一
〇
五

年
後
）
か
ら
の
九
年
間
と
し
た
の
で
は
、
始
建
国
三
年
が
厄
明
け
の
年
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
荘
尤
の
発
言
と
は
合
致
し
な
い
。
漢
志
の
よ
う
に
、
一
〇
七
年
後
か
ら

の
九
年
間
と
す
れ
ば
、
陽
九
の
災
厄
の
末
年
が
建
国
三
年
に
当
た
る
。
律
暦
志
の
記

載
は
、
王
莽
の
ブ
レ
イ
ン
で
あ
っ
た
劉
歆
の
三
統
暦
に
依
拠
す
る
か
ら
、
劉
歆
の
時

点
で
す
で
に
「
入
元
百
六
」
の
解
釈
が
誤
っ
て
い
た
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
暦
学
者

の
劉
歆
が
そ
の
よ
う
な
誤
読
を
す
る
は
ず
が
な
い
か
ら
、
少
な
く
と
も
彼
が
『
易
九

戹
』
の
編
纂
に
直
接
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
情
報
源
の
『
易
九

戹
』
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
太
初
暦
・
三
統
暦
の
「
一
元
」
を
顓
頊
暦
ま
た
は
古
四
分
暦
の
「
一

元
」
と
の
年
数
差
に
、
そ
も
そ
も
暦
学
的
な
意
味
は
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
も
証
明

で
き
る
。
太
初
暦
・
三
統
暦
の
一
五
三
九
年
（
一
統
）、
四
五
一
七
年
（
一
元
）
は

顓
頊
暦
の
一
五
二
○
年
（
一
紀
）・
四
五
六
〇
年
（
一
元
）
に
近
似
し
た
数
値
で
あ

る
も
の
の
、
暦
法
の
周
期
と
し
て
は
顓
頊
暦
の
一
蔀
七
六
年
、
一
紀
一
五
二
〇
年
に
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相
当
し
て
い
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
両
者
の
「
一
元
」
の
差
に
着
眼
す
る
も
の
の
、

暦
定
数
と
し
て
は
意
味
合
い
が
異
な
る
も
の
を
強
引
に
結
び
つ
け
て
い
る
の
で
あ

る
。

❾「
新
」王
朝
の
三
万
六
千
歳
暦

『
易
九
戹
（
＝
厄
、
阨
）』
は
、『
漢
書
』
律
暦
志
に
引
用
さ
れ
て
、
太
初
暦
・
三

統
暦
の
系
統
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
前
漢
末
に
古
四
分
暦
を
唱
え
た
殷
暦

一
派
や
京
氏
易
お
よ
び
そ
れ
ら
に
影
響
さ
れ
た
緯
書
に
よ
り
深
く
関
係
す
る
こ
と
を

指
摘
し
な
い
と
い
け
な
い
。
谷
永
が
京
氏
易
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
こ

と
を
裏
づ
け
る
。
ま
た
、
甘
忠
可
一
派
は
劉
向
・
劉
歆
父
子
に
よ
っ
て
糾
弾
さ
れ
て

お
り
、
影
響
は
あ
っ
た
と
し
て
も
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
前
漢
末
の
天
文
暦

術
が
多
様
な
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

『
漢
書
』
谷
永
伝
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
こ
と
を
考
察
す
る
と
、
永
始
元
年
（
前

一
六
年
）
九
月
に
黒
龍
（
の
雲
気
）
が
東
萊
郡
に
出
現
し
た
時
、
下
問
さ
れ
た
谷
永

は
天
文
知
識
に
依
拠
し
て
災
異
を
解
釈
し
、
易
・
書
・
詩
等
の
経
文
を
引
証
し
て
答

え
た
。
そ
の
上
奏
文
に
、

漢
王
朝
は
（
三
正
説
で
）
夏
正
（
建
寅
の
月
を
歳
首
と
す
る
）
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
夏
正
で
は
色
は
黒
で
あ
り
、（
出
現
し
た
）
黒
龍
は
、
同
姓
の
形
象

で
す
。
龍
は
陽
徳
で
、
小
よ
り
大
に
行
く
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
王
者
と
な
る

瑞
応
で
す
。

と
述
べ
、
漢
王
朝
を
三
正
説
に
よ
っ
て
夏
王
朝
を
継
ぐ
水
徳
と
す
る
。
黒
龍
の
出
現

は
、
同
姓
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
企
て
る
人
物
が
い
て
、
王
者
と
な
ろ
う
と
す
る
瑞

祥
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
九
月
に
は
黒
龍
の
出
現
に
加
え
て
、
晦
日

に
日
食
が
あ
り
、
翌
年
二
月
己
未
日
（
四
日
）
の
夜
に
隕
石
が
あ
り
、
乙
酉
日
（
二

月
三
〇
日
、
晦
日
）
に
日
食
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
六
ヶ
月
で
四
回
の
異
変

が
あ
り
、
し
か
も
二
度
も
同
じ
月
に
起
こ
っ
て
い
る
の
は
、
三
代
の
末
世
、
春
秋
の

乱
世
に
も
な
か
っ
た
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、
為
政
者
の
甚
だ
し
い
過
失
が

原
因
と
し
て
主
君
を
窘
め
た
。

災
異
学
者
ら
し
い
言
説
で
あ
る
が
、
漢
王
朝
を
水
徳
と
し
て
い
る
の
で
、
鄒
衍
が

唱
え
た
五
行
相
克
に
よ
る
五
徳
終
始
説
と
三
正
説
を
折
衷
さ
せ
て
お
り
、
当
時
に
唱

え
ら
れ
て
い
た
劉
向
・
劉
歆
の
五
行
相
生
に
よ
る
漢
火
徳
説
、
甘
忠
可
の
赤
精
子
説

を
用
い
て
い
な
い
。
前
漢
末
の
経
学
に
導
入
さ
れ
た
陰
陽
五
行
説
が
一
色
に
染
ま
る

も
の
で
は
な
く
、
諸
説
が
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
王
莽
期
の
天
文
律
暦
学
の
動
向
は
、
国
師
で
あ
っ
た
劉
歆
お
よ
び

三
統
暦
の
影
響
だ
け
で
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
。
王
莽
の
「
新
」
王
朝
が
用
い
た
暦

が「
三
万
六
千
歳
暦
」で
あ
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
傍
証
と
し
て
指
摘
で
き
る
。『
漢
書
』

王
莽
伝
に
よ
る
と
、
天
鳳
六
年
（
紀
元
一
九
）
に
は
、
赤
眉
軍
な
ど
の
反
乱
軍
が
各

地
で
掠
奪
を
繰
り
返
す
の
を
憂
慮
し
、
太
史
に
命
じ
て
三
万
六
千
歳
暦
紀
を
推
し
測

ら
せ
、
六
年
ご
と
に
改
元
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
か
ら
三
万
六
千
歳

暦
に
従
っ
て
地
皇
と
い
う
年
号
に
改
元
し
た
。
下
書
に
は
、

紫
閣
図
に
「
太
一
、
黄
帝
は
皆
仙
人
に
な
っ
て
天
に
昇
り
、
音
楽
を
崑
崙
山
、

虔
山
の
上
で
奏
で
た
。
後
世
の
聖
主
で
瑞
祥
を
得
た
者
は
、
音
楽
を
秦
の
終
南

山
の
上
で
奏
で
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
予
の
不
敏
さ
、
奉
行
す
る
こ
と

の
未
明
さ
が
、
今
よ
う
や
く
諭
さ
れ
た
の
だ
。
再
び
寧
始
将
軍
を
更
始
将
軍
に

改
称
し
て
、
符
命
に
従
う
こ
と
に
す
る
。『
易
』（
繋
辞
上
伝
）
に
「
日
々
新
た

な
る
を
こ
れ
盛
徳
と
謂
い
、
生
生
な
る
を
こ
れ
易
と
謂
う
」
と
言
っ
て
い
る
で

は
な
い
か
。
予
は
そ
の
饗
応
を
受
け
よ
う
と
思
う
。

将
軍
の
官
職
名
を
「
寧
始
」
か
ら
「
更
始
」
に
改
名
し
た
の
は
、
更
た
め
て
始
め

か
ら
や
り
直
す
こ
と
を
含
意
さ
せ
、『
紫
閣
図
』
に
記
さ
れ
た
符
命
に
応
じ
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
行
っ
た
こ
と
は
、「
新
」
王
朝
の
音
楽
を
明
堂
、
太
廟
に

お
い
て
初
め
て
献
上
し
、
群
臣
は
鹿
革
の
弁
冠
を
初
め
て
か
ぶ
っ
た
。
反
乱
軍
を
鎮

圧
し
て
社
会
を
安
定
さ
せ
、
世
情
を
一
新
さ
せ
る
た
め
に
、
改
元
を
行
う
と
と
も
に
、

初
心
に
立
ち
返
っ
て
受
命
改
制
の
や
り
直
し
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
演
奏
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さ
れ
た
音
楽
に
つ
い
て
、
あ
る
者
が
評
し
て
「
高
く
清
ら
か
で
厳
し
さ
が
あ
っ
て
物

悲
し
い
が
、
王
朝
を
興
す
に
ふ
さ
わ
し
い
調
べ
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
と
あ
り
、
効

果
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
。

六
年
ご
と
の
改
元
、
黄
帝
に
太
乙
を
加
え
た
昇
仙
を
語
る
河
図
の
類
（
紫
閣
図
）

を
引
用
し
、
音
楽
を
演
奏
す
る
饗
宴
を
行
う
こ
と
、
三
皇
（
天
皇
、
地
皇
、
人
皇
）

の
一
つ
に
ち
な
む
年
号
な
ど
、
い
ず
れ
も
漢
志
に
掲
載
さ
れ
た
三
統
暦
と
は
関
係
性

が
さ
ほ
ど
見
出
せ
な
い
。
む
し
ろ
、
古
四
分
暦
系
の
前
漢
六
暦
や
そ
れ
を
発
展
さ
せ

た
緯
書
暦
と
の
関
連
性
を
想
起
さ
せ
る
。

「
一
万
八
千
歳
」「
三
万
六
千
歳
」
と
い
う
年
数
に
つ
い
て
、
唐
の
司
馬
貞
が
『
史

記
』
を
補
う
た
め
に
緯
書
や
徐
整
『
三
五
歴
紀
』
等
を
参
照
し
て
著
し
た
三
皇
本
紀

で
は
、
天
地
が
創
立
し
た
時
の
三
皇
説
に
お
い
て
、
天
皇
氏
の
治
世
が
兄
弟
一
二
人

で
各
一
万
八
〇
〇
〇
歳
で
あ
り
、
人
皇
氏
は
一
一
人
で
各
一
万
八
〇
〇
〇
歳
、
人
皇

氏
は
兄
弟
九
人
で
、
一
五
○
世
、
総
計
四
万
五
六
〇
〇
歳
で
あ
る
と
言
う
。

ま
た
、『
三
五
歴
紀
』
に
、
三
皇
氏
に
先
立
つ
盤
古
に
よ
る
天
地
開
闢
伝
説
と
し

て
語
ら
れ
て
い
る
。

天
地
は
渾
沌
と
し
て
い
て
鶏
卵
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
盤
古
は
そ
の
中
で
生
ま

れ
た
。
一
万
八
〇
〇
〇
歳
た
っ
て
、
天
地
が
開
闢
し
、
陽
気
は
清
ん
で
い
て
天

と
な
り
、
陰
気
は
濁
っ
て
い
て
地
と
な
り
、
盤
古
は
そ
の
真
ん
中
に
い
た
。
一

日
に
九
変
し
、
天
に
神
と
な
り
、
地
に
聖
と
な
り
、
天
は
日
ご
と
に
一
丈
高
く

な
り
、
地
は
日
ご
と
に
一
丈
厚
く
な
り
、
盤
古
は
日
ご
と
に
一
丈
背
が
伸
び
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
一
万
八
〇
〇
〇
歳
が
経
つ
と
、
天
の
数
は
高
さ
を
極
め
、
地

の
数
は
深
さ
を
極
め
、
盤
古
は
長
さ
を
極
め
た
。
そ
の
後
に
す
な
わ
ち
三
皇
が

出
て
、
一
に
起
こ
り
、
三
に
立
ち
、
五
に
成
り
、
七
に
盛
ん
に
な
り
、
九
に
処

る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
天
が
地
を
去
る
こ
と
九
万
里
と
な
っ
た
。

『
周
髀
算
経
』
に
論
述
さ
れ
る
蓋
天
説
の
天
地
構
造
説
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い

る
。
三
皇
や
盤
古
の
年
数
は
、
三
万
六
千
歳
暦
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

古
帝
王
伝
説
と
暦
術
と
の
結
合
を
振
り
返
る
と
、
太
初
暦
が
施
行
さ
れ
た
後
、
昭

帝
期
の
元
鳳
三
年
（
紀
元
前
七
八
）
に
太
史
令
の
張
寿
王
が
太
初
暦
に
代
わ
っ
て
黄

帝
調
律
暦
を
用
い
る
よ
う
に
主
張
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
黄
帝
調
律
暦
と
は
、

「
寿
王
の
暦
は
乃
ち
太
史
官
の
殷
暦
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
四
分
暦
を
敷
衍
し
た
暦

法
で
あ
り
、
暦
元
を
甲
寅
歳
に
置
く
殷
暦
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
太
史
令
と
は
、
国
立

天
文
台
を
統
括
す
る
天
文
暦
官
の
長
官
で
あ
る
。
そ
の
司
天
官
の
要
職
に
い
る
張
寿

王
が
待
詔
と
し
て
挙
用
さ
れ
た
李
信
と
と
も
に
考
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
っ
た
く

の
デ
タ
ラ
メ
な
方
術
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
主
暦
使
者
の
鮮
于
妄
人
が
詰
問
し
た
が
、
張
寿
王
は
承
服
せ
ず
、
太
陽

の
晦
朔
、
月
の
弦
望
、
八
節
、
二
十
四
気
な
ど
を
観
測
し
て
暦
算
と
の
間
の
精
度
を

考
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
元
鳳
三
年
一
一
月
朔
旦
冬
至
か
ら
五
年
一
二
月
末
ま

で
、
一
一
家
の
暦
を
比
較
し
て
粗
密
を
検
討
し
た
結
果
、
寿
王
の
暦
は
順
位
が
低
く
、

却
下
さ
れ
た
。
ま
た
、
翌
年
に
つ
い
て
も
調
べ
る
と
、
太
初
暦
が
一
番
で
あ
っ
た
。

張
寿
王
は
、
そ
れ
で
も
主
張
を
改
め
ず
、
太
初
暦
を
誹
謗
し
つ
づ
け
た
の
で
、
当
初

に
は
罪
は
問
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
あ
げ
く
に
獄
に
下
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
施
行
三
〇

年
後
の
元
鳳
六
年
に
よ
う
や
く
、
是
非
が
確
定
し
た
と
さ
れ
る
。

黄
帝
調
律
暦
で
は
、
黄
帝
よ
り
元
鳳
三
年
に
い
た
る
年
数
を
六
○
○
○
余
歳
と
す

る
、
ま
た
、
張
寿
王
が
諸
官
に
送
り
つ
け
た
移
書
の
『
帝
王
録
』
の
記
載
に
は
、
舜

や
禹
の
年
齢
が
長
す
ぎ
て
人
間
の
寿
命
と
は
符
合
せ
ず
、
化
益
（
伯
益
）
が
禹
に
代

わ
っ
て
天
子
と
な
り
、
驪
山
の
娘
が
殷
周
の
間
に
天
子
と
な
る
な
ど
、
独
自
の
古
帝

王
説
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
鄒
衍
の
著
作
で
あ
る
『
終
始
』
と
比
べ
、

「
経
術
に
合
致
し
な
い
こ
と
」
と
批
判
さ
れ
た
。『
終
始
』
に
は
、
鄒
衍
が
唱
え
た
五

徳
終
始
説
に
よ
る
古
代
王
朝
の
年
代
記
が
論
述
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
黄
帝
以

来
、
元
鳳
三
年
ま
で
三
六
二
九
年
と
明
言
さ
れ
て
い
る
の
で
、
黄
帝
元
年
は
太
初
元

年
か
ら
約
三
六
〇
〇
年
（
正
確
に
言
う
と
三
六
〇
三
年
前
）
ほ
ど
遡
っ
た
と
こ
ろ
に

定
め
る
。
歳
干
支
は
甲
寅
で
は
な
く
甲
戌
で
あ
る
。

黄
帝
調
律
暦
は
、
殷
暦
の
一
つ
と
さ
れ
る
の
で
、
甲
寅
元
で
あ
り
、
元
鳳
三
年
ま

で
の
年
数
の
「
六
千
余
年
」
は
、
古
四
分
暦
の
大
周
期
は
一
元
四
五
六
〇
年
で
あ
る
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か
ら
、
そ
れ
よ
り
一
紀
一
五
二
〇
年
ほ
ど
遡
っ
た
六
〇
八
〇
年
に
余
分
を
加
え
た
年

数
に
な
る
。
殷
暦
ま
た
は
顓
頊
暦
の
起
点
と
し
て
有
力
視
さ
れ
る
の
は
、
紀
元
前

一
五
六
七
年
で
あ
る
か
ら
、
紀
元
前
六
一
二
七
年
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。
し
た
が
っ

て
、
元
鳳
三
年
ま
で
は
六
〇
四
九
年
（
積
年
数
で
言
う
と
六
〇
五
〇
年
）
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。『
終
始
』が
記
載
す
る
黄
帝
の
治
世
を
二
五
〇
〇
年
ほ
ど
遡
ら
せ
て
、

甲
寅
元
の
一
大
周
期
に
合
致
さ
せ
、
黄
帝
以
下
、
五
帝
三
王
に
新
た
な
王
を
挿
入
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
治
世
の
年
代
を
増
や
し
て
、
新
た
な
古
代
王
朝
興
亡
の
歴
史
を
策
定
し

た
の
で
あ
る
。

張
寿
王
の
事
件
以
降
、
太
初
暦
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
民
間
の

術
士
た
ち
に
よ
っ
て
古
四
分
暦
系
の
暦
術
は
伝
え
ら
れ
、
姿
を
消
す
わ
け
で
は
な

い
。
成
帝
期
に
は
、
前
漢
六
暦
（
黄
帝
暦
・
顓
頊
暦
・
夏
暦
・
殷
暦
・
周
暦
・
魯
暦
）

が
あ
り
、
劉
向
が
そ
の
是
非
を
議
論
し
て
『
五
紀
論
』
を
著
し
て
い
る
。
易
緯
、
春

秋
緯
に
展
開
さ
れ
る
暦
術
は
、
甲
寅
元
の
殷
暦
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。
甘
忠
可
の
『
天
官
暦
包
元
太
平
経
』
が
依
拠
す
る
真
人
赤
精
子
の
暦
術
も
、『
黄

帝
調
律
暦
』
と
同
じ
系
統
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

一
方
、
王
莽
の
三
万
六
千
歳
暦
は
、『
終
始
』
の
年
数
の
一
〇
倍
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
太
初
暦
支
持
者
が
重
ん
じ
た
『
終
始
』
に
依
拠
し
て
、
黄
帝

か
ら
天
地
開
闢
の
三
皇
ま
で
遡
ら
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
六
〇
年
を
一
サ
イ
ク

ル
に
す
る
暦
術
は
、
斉
詩
学
の
四
始
五
際
説
や
詩
緯
に
見
ら
れ
、
中
世
以
降
の
太
乙

術
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

そ
の
流
れ
の
な
か
で
、
緯
書
と
い
う
特
異
な
「
儒
書
」
が
編
纂
さ
れ
て
い
く
。
緯

書
に
展
開
さ
れ
た
暦
運
説
は
、
顓
頊
暦
、
殷
暦
な
ど
の
古
四
分
暦
系
の
周
期
説
を
敷

衍
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
『
易
緯
乾
鑿
度
』『
尚
書
考
霊
曜
』
の
よ

う
に
当
時
に
施
行
す
る
太
初
暦
の
暦
定
数
を
記
載
す
る
も
の
を
含
む
。
と
こ
ろ
が
、

実
際
の
暦
運
計
算
に
は
、
一
年
に
三
六
五
日
四
分
の
一
を
用
い
て
お
り
、
表
向
き
だ

け
の
折
衷
説
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
議
論
す
る
。

�
緯
書
暦
の
天
地
開
闢
説

緯
書
は
、
主
と
し
て
古
四
分
暦
の
暦
定
数
に
依
拠
す
る
。
と
こ
ろ
が
、『
易
緯
乾

鑿
度
』
で
は
、
一
ヶ
月
を
二
九
日
と
八
一
分
日
の
四
三
と
し
、
太
初
暦
の
一
朔
望
月

の
日
数
を
掲
載
す
る
。
た
だ
し
、
一
年
の
長
さ
に
は
三
六
五
日
四
分
の
一
を
用
い
る

の
で
、
暦
術
の
計
算
に
は
無
関
係
で
あ
る
。
表
向
き
は
施
行
暦
で
あ
る
太
初
暦
に
依

拠
し
て
い
る
よ
う
で
、
実
質
的
に
は
顓
頊
暦
ま
た
は
前
漢
六
暦
を
踏
ま
え
た
立
論
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
暦
の
折
衷
的
な
態
度
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、『
易
』

『
春
秋
』
の
経
伝
と
接
合
さ
せ
た
独
自
の
暦
術
を
展
開
す
る
。
そ
れ
は
、
実
際
に
施

行
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
緯
書
暦
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。

古
帝
王
伝
説
を
有
史
化
し
て
、
古
代
か
ら
漢
に
至
る
王
朝
興
亡
史
を
素
描
し
、
易
理

と
春
秋
災
異
に
陰
陽
五
行
説
を
絡
め
た
暦
運
説
を
展
開
す
る
。
後
漢
の
改
暦
論
争
で

は
論
拠
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
数
理
思
想
と
し
て
大
き
な
影
響
力

を
発
揮
し
た
。

緯
書
暦
の
最
大
の
特
色
は
、
暦
元
を
天
地
開
闢
ま
で
遡
ら
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

『
尚
書
考
霊
曜
』
に
次
の
よ
う
な
暦
元
説
が
見
ら
れ
る
。

天
地
開
闢
し
、
元
暦
名
を
紀
し
、
月
首
甲
子
冬
至
、
日
月
五
緯
、
倶
に
牽
牛
初

に
起
し
、
日
月　

懸
璧
の
若
く
、
五
星　

編
珠
の
若
く
、
青
龍
甲
子
、
摂
提
格

孳
（
生
）
ず
。（『
太
平
御
覧
』
巻
一
七
所
引
文
に
よ
る
、『
重
修
緯
書
集
成
』
巻

二
、
三
一・
三
二
頁
）

鄭
玄
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
青
龍
」（
ま
た
は
「
蒼
龍
」）
は
、
後
世
の
「
太

歳
神
」
の
こ
と
で
あ
り
、
青
龍
が
寅
の
方
位
に
あ
る
時
を
「
摂
提
格
」
と
名
付
け
る
。

「
青
龍
甲
子
」
は
、『
周
髀
算
経
』
趙
爽
注
で
は
「
青
龍
甲
寅
」
に
作
る
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
甲
寅
歳
（
別
称
は
旃
蒙
摂
提
格
）
甲
子
日
に
暦
元
が
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た

も
の
で
あ
る
。
天
地
が
開
闢
し
て
、
最
初
の
暦
法
に
よ
っ
て
名
称
が
定
め
ら
れ
、
暦

元
の
歳
首
で
あ
る
甲
寅
歳
甲
子
日
（
朔
旦
）
冬
至
に
日
月
五
星
が
そ
ろ
っ
て
牽
牛
初
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度
に
生
起
し
た
。
そ
の
時
の
天
文
現
象
は
、
日
月
や
五
惑
星
は
ひ
と
繋
が
り
に
結
び

つ
け
ら
れ
た
璧
玉
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
。
な
お
、『
初
学
記
』
巻
一
、
星
第
四

の
引
用
文
で
は
、「
仰
觀
天
形
、
如
車
葢
、
衆
星
纍
纍
、
如
連
貝
」（
天
の
形
状
を
仰

い
で
観
察
す
る
と
、
車
の
蓋
（
傘
）
の
よ
う
で
あ
り
、
衆
星
が
重
な
り
合
っ
て
連
ね

た
貝
殻
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
）
と
い
う
一
文
が
続
き
、『
尚
書
中
候
』
に
も
天
地

開
闢
で
の
日
月
五
星
会
聚
現
象
を
述
べ
た
類
似
文
が
あ
っ
た
と
す
る
（
（1
（

。

そ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
殷
暦
の
暦
元
説
（
甲
寅
元
）
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

顓
頊
暦
の
正
月
元
旦
立
春
に
営
室
五
度
に
お
け
る
晨
出
説
で
は
な
く
、
冬
至
日
を
採

用
し
、
冬
至
点
を
牽
牛
初
度
と
す
る
。
冬
至
点
が
牽
牛
初
度
に
あ
っ
た
の
は
紀
元
前

八
世
紀
頃
で
あ
り
、
歳
差
現
象
に
よ
っ
て
移
動
し
、
前
漢
に
は
約
五
度
西
に
ず
れ
て

斗
宿
（
建
星
、
牛
前
五
度
）
に
あ
っ
た
。
太
初
暦
、
三
統
暦
で
は
、
そ
の
補
正
値
を

用
い
て
い
る
が
、
殷
暦
や
緯
書
暦
で
は
依
然
と
し
て
牽
牛
初
度
に
あ
る
と
し
、
実
際

の
観
測
よ
り
も
先
秦
古
暦
の
伝
承
を
優
先
す
る
。

『
春
秋
命
歴
序
』
に
は
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
著
し
た
後
に
修
め
て
後
世
に
数
理

を
伝
え
た
と
述
べ
る
。

孔
子　

春
秋
の
故
を
為
治
し
、
退
き
て
殷
の
故
暦
を
修
め
、
其
の
数
を
し
て
後

に
伝
う
べ
か
ら
し
む
。（『
晋
書
』
律
暦
志
下
所
引
、『
重
修
緯
書
集
成
』
巻
四
下
、

一
二
七
頁
）

そ
し
て
、
天
地
開
闢
か
ら
「
獲
麟
」
の
年
ま
で
の
積
年
数
を
「
二
百
七
十
六
万
歳
」

と
す
る
独
自
の
暦
説
を
唱
え
る
。「
獲
麟
」
の
年
と
は
、『
春
秋
』
が
哀
公
一
四
年
（
紀

元
前
四
八
一
）
春
に
お
い
て
「
西
狩
獲
麟
」（
哀
公
が
西
に
狩
り
に
出
て
麒
麟
を
捕

獲
し
た
）
と
い
う
記
事
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
泰
平
の
世
に
出
現
す
る
聖

獣
と
さ
れ
る
伝
説
の
麒
麟
が
乱
世
に
姿
を
現
し
、
異
様
な
化
け
物
と
し
て
捕
獲
さ
れ

殺
害
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
、
孔
子
は
絶
望
し
て
筆
を
絶
ち
、
世
を
去
っ
た
。
そ
の

孔
子
説
話
に
よ
っ
て
、
理
想
だ
っ
た
「
古
代
社
会
」
の
終
焉
と
し
て
強
く
認
識
さ
れ

た
。
緯
書
は
、
孔
子
が
最
晩
年
に
著
し
た
六
経
を
補
完
す
る
釈
経
書
と
さ
れ
る
の
で
、

「
獲
麟
」
の
年
を
起
点
と
し
て
天
地
開
闢
に
遡
る
暦
術
を
立
論
す
る
。

漢
志
に
よ
る
と
、
前
漢
六
暦
や
三
統
暦
の
暦
元
は
一
四
万
年
前
後
で
あ
る
か
ら
、

「
二
百
七
十
六
万
歳
」
と
い
う
積
年
数
は
、
桁
外
れ
の
壮
大
な
数
値
で
あ
る
。
そ
の

大
数
を
導
き
出
し
た
の
は
、
易
数
と
の
結
合
に
よ
る
。
そ
の
数
理
構
造
は
、『
易
緯

乾
鑿
度
』
に
論
述
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
す
な
わ
ち
、
巻
下
、
求
卦
主
歳
術
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

常
に
太
歳
を
以
て
歳
を
紀
し
（『
後
漢
書
』
黄
瓊
伝
の
所
引
文
で
は
、「
太
歳
」

の
下
に
「
為
歳
」
二
字
が
あ
る
）、
七
十
六
を
一
紀
と
為
し
、
二
十
紀
を
一
部

首
と
為
す
。
…
…
即
ち
一
歳
積
日
を
置
き
、
二
十
九
日
と
八
十
一
分
日
の

四
十
三
と
を
法
と
し
て
之
を
除
し
、
一
を
得
れ
ば
命
じ
て
月
と
曰
（
原
文
は

「
日
」
に
つ
く
る
が
、
張
恵
言
『
易
緯
略
儀
』
の
校
勘
に
従
う
）
い
、
積
月

十
二
と
十
九
分
月
の
七
と
を
得
。
一
歳
（
こ
の
二
字
は
衍
字
）
七
十
六
を
以
て

之
を
乗
ず
れ
ば
、
積
月
九
百
四
十
、
積
日
二
万
七
千
七
百
五
十
九
を
得
。
此
れ

一
紀
な
り
。
二
十
を
以
て
之
を
乗
ず
れ
ば
、
積
歳
一
千
五
百
二
十
、
積
月

万
八
千
八
百
、
積
日
五
十
五
万
五
千
一
百
八
十
を
得
。
此
れ
一
部
首
な
り
。（『
重

修
緯
書
集
成
』
巻
一
上
、
四
六
・
四
七
頁
）

一
紀
（
七
六
年
）
や
一
部
首
（
二
〇
紀
、
一
五
二
〇
年
）
は
古
四
分
暦
の
定
数
で

あ
る
。

日
法
は
二
九
日
と
八
一
分
日
の
四
三
と
し
、
太
初
暦
の
一
朔
望
月
の
日
数
を
用
い

て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
一
歳
は
三
六
五
日
一
五
三
九
分
の
三
八
五
と
な
り
、
古

四
分
暦
よ
り
六
一
五
六
分
の
一
日
多
く
な
る
（365 385/1539

日-365 1/4

日

=1/6156

日
）。
と
こ
ろ
が
、
一
紀
七
六
歳
の
総
日
数
を
二
万
七
七
五
九
日
（365 

1/4

×76

）
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
太
初
暦
で
の
余
分
（
一
五
三
九
分
の
一
九
日
、

1/6156

日

×76

＝19/1539

）
を
切
り
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
で
、
四
分
暦
に
転
化
さ

せ
、
実
質
的
に
は
一
年
を
三
六
五
日
四
分
の
一
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
二
十
九

日
与
八
十
一
分
日
四
十
三
」
を
「
二
十
九
日
与
九
百
四
十
四
分
日
四
百
四
十
九
」
と

書
き
換
え
、
四
分
暦
法
だ
け
を
用
い
た
と
し
た
ほ
う
が
、
理
路
整
然
と
す
る
の
は
い

う
ま
で
も
な
い
。『
乾
鑿
度
』
巻
下
の
暦
術
で
展
開
さ
れ
る
象
数
理
論
で
は
、
一
年
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を
三
六
五
日
四
分
の
一
と
す
る
分
卦
直
日
法
（
六
日
七
分
法
）
を
そ
の
基
盤
に
据
え

て
お
り
、
八
十
一
分
法
に
よ
る
日
数
は
ま
っ
た
く
関
与
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、『
乾

鑿
度
』
の
他
の
箇
所
に
は
、

歴
は
三
百
六
十
五
日
四
分
度
の
一
を
以
て
一
歳
と
為
す
。（『
重
修
緯
書
集
成
』

巻
一
上
、
四
五
頁
）

と
述
べ
、
一
年
が
三
六
五
日
四
分
の
一
日
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
記
述
す
ら
存
在

す
る
。
と
こ
ろ
が
、『
続
漢
書
』
律
暦
志
に
「『
乾
鑿
度
』、
八
十
一
分
の
四
十
三
を

日
法
と
為
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
八
十
一
分
法
の
記
述
を
後
人
の
改
鼠
に

帰
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。『
乾
鑿
度
』
自
体
が
、
お
そ
ら
く
は
矛
盾
を
承
知
の

う
え
で
、
現
実
に
施
行
さ
れ
て
い
る
太
初
暦
の
情
報
を
織
り
込
み
、
最
新
の
暦
術
で

あ
る
こ
と
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
易
緯
乾
鑿
度
』
で
は
、
七
六
年
を
「
一
紀
」、
二
〇
紀
を
一
部
首
（
一
五
二
〇
年
）

と
す
る
。
後
漢
四
分
暦
の
場
合
に
は
、
前
者
を
一
蔀
、
後
者
を
一
紀
と
し
、
こ
れ
と

は
逆
に
な
る
。『
乾
鑿
度
』
で
は
、
一
五
二
〇
年
を
七
六
年
ご
と
に
「
二
〇
蔀
」
に

分
け
る
。
そ
の
名
称
か
ら
い
え
ば
、
後
漢
四
分
暦
の
よ
う
に
、
七
六
年
を
「
一
蔀
」

と
す
る
ほ
う
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
、
顓
頊
暦
の
暦
定
数
を
説
明
し
て
、

天
一
以
て
始
め
て
建
し
、
七
十
六
歳
に
し
て
、
日
月
復
た
正
月
を
以
て
営
室
五

度
に
入
り
、
余
分
無
き
を
、
名
づ
け
て
一
紀
と
曰
う
。
凡
そ
二
十
紀
一
千
五
百

二
十
歳
に
し
て
大
周
し
、
日
月
星
辰
復
た
甲
寅
元
に
始
ま
る
な
り
。

と
あ
る
の
で
、
七
六
歳
を
「
一
紀
」
と
す
る
ほ
う
が
古
説
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
乾
鑿
度
』
は
過
渡
的
な
著
作
で
、
新
旧
両
方
の
所
説
が
混
在
す

る
の
で
あ
る
。

顓
頊
暦
の
大
周
期
で
あ
る
一
元
四
五
六
〇
年
を
上
元
、
中
元
、
下
元
（
ま
た
は
、

天
元
、
地
元
、
人
元
）
の
三
元
に
分
け
、
一
元
（
一
五
二
〇
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
「
二
十

蔀
」
に
分
け
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蔀
の
歳
首
に
お
け
る
歳
干
支
、
日
干
支
に
規
則

性
が
見
出
せ
る
。
歳
干
支
の
サ
イ
ク
ル
は
四
五
六
〇
年
で
重
複
な
く
一
周
し
、
日
干

支
は
一
五
二
〇
歳
で
一
周
す
る
。

そ
の
配
列
は
、
歳
干
、
歳
支
、
日
干
、
日
支
ご
と
に
別
々
に
眺
め
る
と
、
規
則
性

が
見
出
せ
る
。
歳
支
は
寅
→
午
→
戌
の
三
組
（
火
の
三
合
）、
日
支
は
子
→
卯
→
午

→
酉
の
四
組
（
四
正
）
の
単
純
な
繰
り
返
し
と
な
る
。
歳
干
は
甲
→
庚
→
丙
→
壬
→

戊
の
陽
干
が
相
克
の
順
行
（
勝
た
ざ
る
所
へ
の
移
動
）
で
あ
り
、
日
干
は
甲
→
癸
→

壬
→
辛
→
庚
→
己
→
戊
→
丁
→
丙
→
乙
と
い
う
具
合
に
十
干
の
逆
回
り
に
な
る
。

≪
天
元
≫

甲
寅
歳
甲
子
日　
　

庚
午
歳
癸
卯
日　
　

丙
戌
歳
壬
午
日　
　

壬
寅
歳
辛
酉
日

戊
午
歳
庚
子
日　
　

甲
戌
歳
己
卯
日　
　

庚
寅
歳
戊
午
日　
　

丙
午
歳
丁
酉
日

壬
戌
歳
丙
子
日　
　

戊
寅
歳
乙
卯
日　
　

甲
午
歳
甲
午
日　
　

庚
戌
歳
癸
酉
日

丙
寅
歳
壬
子
日　
　

壬
午
歳
辛
卯
日　
　

戊
寅
歳
庚
午
日　
　

甲
寅
歳
己
酉
日

庚
午
歳
戊
子
日　
　

丙
戌
歳
丁
卯
日　
　

壬
寅
歳
丙
午
日　
　

戊
午
歳
乙
酉
日

≪
地
元
≫  

甲
戌
歳
甲
子
日　
　

庚
寅
歳
癸
卯
日　
　

丙
午
歳
壬
午
日　
　

壬
戌
歳
壬
酉
日

戊
寅
歳
庚
子
日　
　

甲
午
歳
己
卯
日　
　

庚
戌
歳
戊
午
日　
　

丙
寅
歳
丁
酉
日

壬
午
歳
丙
子
日　
　

戊
寅
歳
乙
卯
日　
　

甲
寅
歳
甲
午
日　
　

庚
午
歳
癸
酉
日

丙
戌
歳
壬
子
日　
　

壬
寅
歳
辛
卯
日　
　

戊
午
歳
庚
午
日　
　

甲
戌
歳
己
酉
日

庚
寅
歳
戊
子
日　
　

丙
午
歳
丁
卯
日　
　

壬
戌
歳
丙
午
日　
　

戊
寅
歳
乙
酉
日

≪
人
元
≫

甲
午
歳
甲
子
日　
　

庚
戌
歳
癸
卯
日　
　

丙
寅
歳
壬
午
日　
　

壬
午
歳
辛
酉
日

戊
寅
歳
庚
子
日　
　

甲
寅
歳
己
卯
日　
　

庚
午
歳
戊
午
日　
　

丙
戌
歳
丁
酉
日

壬
寅
歳
丙
子
日　
　

戊
午
歳
乙
卯
日　
　

甲
戌
歳
甲
午
日　
　

庚
寅
歳
癸
酉
日

丙
午
歳
壬
子
日　
　

壬
戌
歳
辛
卯
日　
　

戊
寅
歳
庚
午
日　
　

甲
午
歳
己
酉
日

庚
戌
歳
戊
子
日　
　

丙
寅
歳
丁
卯
日　
　

壬
午
歳
丙
午
日　
　

戊
寅
歳
乙
酉
日

『
乾
鑿
度
』
は
、
そ
の
サ
イ
ク
ル
に
着
眼
し
、
歳
首
の
日
干
支
を
冠
し
て
七
六
年

ご
と
の
蔀
の
呼
称
と
す
る
。
例
え
ば
、『
乾
鑿
度
』
巻
下
に
、
周
の
文
王
が
殷
の
紂

王
を
討
伐
し
て
周
王
朝
を
創
立
し
た
事
績
を
、
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。
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今
、
天
元
に
入
る
こ
と
二
百
七
十
五
万
九
千
二
百
八
十
歳
に
し
て
、
昌　

西
伯

を
以
て
命
を
受
け
り
。
戊
午
部
に
入
る
こ
と
二
十
九
年
に
し
て
、
崇
侯
を
伐

ち
、
霊
台
を
作
り
、
正
朔
を
改
め
、
王
号
を
天
下
に
布
き
、
録
を
受
け
河
図
に

応
ぜ
り
。（『
重
修
緯
書
集
成
』
巻
一
上
、
四
八
頁
）

周
の
文
王
が
殷
の
紂
王
を
討
伐
し
た
の
は
、「
天
元
戊
午
蔀
二
十
九
年
」
と
す
る
。

天
元
の
起
点
（「
甲
子
蔀
」）
か
ら
数
え
て
七
番
目
が
「
戊
午
蔀
」
に
な
り
、
歳
首
の

干
支
は
「
庚
寅
歳
戊
午
日
」（
入
元
以
来
の
積
年
数
は
五
六
七
年
）、「
戊
午
蔀

二
十
九
年
」
は
積
年
数
四
八
五
年
で
、
戊
午
歳
に
な
る
。
文
王
受
命
の
歳
は
、
天
地

開
闢
以
来
の
積
年
数
「
天
元
二
百
七
十
五
万
九
千
二
百
八
十
歳
」
と
あ
る
の
で
、 

暦

元
か
ら
数
え
て
六
○
六
番
目
の
天
元
に
入
っ
て
、
七
番
目
の
「
戊
午
部
二
十
四
年
」

に
な
る
（2,759,280

＝605

×4560

＋76

×6

＋24

）。
し
た
が
っ
て
、
文
王
受
命
の

歳
は
、「
伐
崇
」
よ
り
五
年
前
の
癸
丑
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

蔡
邕
の
暦
議
で
は
、『
春
秋
命
歴
序
』
を
引
用
し
て
、
獲
麟
の
年
が
「
庚
午
蔀

二
十
三
歳
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
獲
麟
か
ら
数
え
て
二
七
五
年
目
の
「
丁
卯
蔀
六
十
九

歳
」
が
漢
元
年
の
前
年
で
あ
る
と
す
る
。
漢
元
年
乙
未
歳
が
紀
元
前
二
〇
六
年
で
あ

る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
、
獲
麟
の
年
が
紀
元
前
四
八
一
年
、
文
王
受
命
の

年
は
、
紀
元
前
一
〇
八
八
年
と
算
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
上
元
の
起
点
（
甲
子
蔀
元
年
）
は
、
紀
元
前
一
五
六
七
年
で
あ
り
、
天

地
開
闢
の
暦
元
は
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
六
〇
五
元
（2,758,800
年
）
遡
っ
た
甲
寅

歳
に
設
定
し
て
い
る
。
紀
元
前
一
五
六
七
年
は
、
湯
王
が
暴
君
、
桀
王
を
伐
ち
、
殷

王
朝
を
建
設
し
た
殷
王
朝
の
創
立
し
た
年
（
甲
寅
歳
）
で
あ
り
、
文
王
に
よ
っ
て
滅

ぼ
さ
れ
る
ま
で
四
八
〇
年
続
く
。
文
王
受
命
の
翌
年
に
、
周
王
朝
が
創
立
し
た
と
考

え
る
と
、
甲
寅
歳
と
な
る
。
三
五
暦
運
説
の
王
朝
交
替
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
五
〇
〇
年

だ
と
六
十
干
支
の
倍
数
で
は
な
い
か
ら
、
甲
寅
歳
に
よ
る
易
姓
革
命
と
す
る
た
め

に
、
四
八
〇
年
を
選
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
天
地
開
闢
よ
り
獲
麟
に
至
る
積
年
数
は
、
庚
午
蔀
二
三
年
で
あ
る
と
す
る

と
、
二
七
五
万
九
八
八
七
年
（605

×4560

＋76

×14

＋23

＝2,759,887

）。
積
年
数

は
暦
元
の
甲
寅
部
甲
子
歳
を
一
歳
と
し
て
数
え
る
か
ら
、
実
際
の
隔
年
数
は
、

二
七
五
万
九
八
八
六
年
と
な
り
、「
二
百
七
十
六
万
歳
」
に
は
一
一
四
年
不
足
す
る
。

だ
か
ら
、「
二
百
七
十
六
万
歳
」
は
概
数
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。

「
二
百
七
十
六
万
歳
」
と
い
う
大
き
な
年
数
を
得
る
数
理
に
は
、
緯
書
暦
が
理
論

基
盤
に
据
え
る
殷
暦
の
上
元
説
が
関
与
す
る
と
思
わ
れ
る
。『
開
元
占
経
』
巻

一
〇
五
に
は
、
前
漢
六
暦
の
暦
元
の
干
支
お
よ
び
上
元
か
ら
開
元
二
年
の
今
に
い
た

る
積
年
数
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

黄
帝
暦　

上
元
辛
卯
よ
り
今
に
至
る
こ
と
、
二
百
七
十
六
万
八
百
六
十
三
算
外
。

顓
頊
暦　

上
元
乙
卯
よ
り
今
に
至
る
こ
と
、
二
百
七
十
六
万
一
千
十
九
算
外
。

夏
暦　
　

上
元
乙
丑
よ
り
今
に
至
る
こ
と
、
二
百
七
十
六
万
五
百
八
十
九
算
外
。

殷
暦　
　

上
元
甲
寅
よ
り
今
に
至
る
こ
と
、
二
百
七
十
六
万
一
千
八
十
算
外
。

周
暦　
　

上
元
丁
巳
よ
り
今
に
至
る
こ
と
、
二
百
七
十
六
万
一
千
一
百
三
十
算

　
　
　
　

外
。

魯
暦　
　

上
元
庚
子
よ
り
今
に
至
る
こ
と
、
二
百
七
十
六
万
一
千
三
百
三
十
四

　
　
　
　

算
外
。

こ
の
積
年
数
は
、
緯
書
暦
の
天
地
開
闢
よ
り
獲
麟
に
至
る
「
二
百
七
十
六
万
歳
」

を
用
い
た
数
値
で
あ
る
。『
五
経
算
術
』
李
淳
風
注
に
も
、
同
様
の
積
年
数
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「『
春
秋
』
魯
僖
公
五
年
正
月
辛
亥
朔
を
推
す
の
法
」
條
の

李
注
に
、「
周
暦
上
元
丁
巳
従
り
僖
公
五
年
丙
寅
に
至
る
こ
と
、
積
二
百
七
十
五
万

九
千
七
百
六
十
九
算
」
と
あ
る
が
、
掲
載
年
数
は
す
べ
て
『
開
元
占
経
』
の
周
暦
の

積
年
数
と
符
合
す
る
。

六
暦
の
数
値
の
違
い
は
、
上
元
の
干
支
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。
獲
麟
か
ら
開
元

二
年
（
紀
元
七
一
四
）
ま
で
は
、
一
一
九
五
年
隔
て
る
。「
算
外
」
と
い
う
表
記
法

で
は
、
暦
元
と
な
る
最
初
の
歳
か
ら
の
隔
年
数
を
表
す
か
ら
、
殷
暦
の
積
年
数
は
一

年
プ
ラ
ス
し
て
、
二
七
六
一
〇
八
一
年
と
な
る
。
獲
麟
の
積
年
数
「
二
百
七
十
五
万

九
千
八
百
八
十
六
歳
」
に
一
一
九
五
年
を
加
え
る
と
、
そ
の
年
数
が
得
ら
れ
る
の
で
、

緯
書
暦
の
積
年
数
と
一
致
す
る
。
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『
漢
書
』律
暦
志
下
、
世
経
に
は
、
三
統
暦
の
推
算
を
用
い
て
前
漢
六
暦
を
論
駁
し
、

そ
の
優
位
性
を
誇
示
す
る
。
三
統
暦
の
上
元
は
、
太
初
元
年
か
ら
一
四
万
三
一
二
七

年
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
置
い
た
。
一
方
、
前
漢
六
暦
に
つ
い
て
、

四
分
、
上
元
よ
り
伐
桀
に
至
る
こ
と
、
十
三
万
二
千
一
百
十
三
な
り
。
其
の

八
十
八
紀
、
甲
子
府
首
は
、
伐
桀
に
入
る
の
後
、
百
二
十
七
歳
な
り
。

と
あ
り
、「
四
分
上
元
」
の
年
数
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。「
伐
桀
」
か
ら
一
二
七
年
後

が
八
八
紀
（132,113

＋127

＝132,240

＝1520

×87

）
の
甲
子
府
首
と
な
る
と
い
う
。

「
府
首
」
と
は
『
乾
鑿
度
』
に
い
う
「
部
首
」
と
同
義
で
あ
り
、
顓
頊
暦
の
一
紀

一
五
二
〇
年
に
当
た
る
。
こ
の
「
四
分
暦
」
は
、
太
初
元
年
（
紀
元
前
一
〇
四
）
が

起
算
の
起
点
と
な
っ
て
お
り
、
上
元
は
そ
れ
よ
り
八
八
紀
（1520

×88

＝133,760

年
）
以
前
と
す
る
。
こ
の
「
四
分
暦
」
は
、
暦
元
の
干
支
が
「
丁
巳
」
と
な
り
、
周

暦
と
一
致
す
る
。

王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
が
引
く
李
鋭
説
は
、『
五
経
算
術
』
李
淳
風
注
に
み
ら
れ

る
周
暦
の
積
年
数
か
ら
五
七
六
元
（
二
六
二
万
六
五
六
〇
年
）
を
除
去
し
た
も
の
が
、

そ
の
上
元
以
来
の
積
年
数
と
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、「
四
分
暦
」
が
周
暦
で
あ
る
と

論
証
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
き
わ
め
て
鋭
い
指
摘
で
あ
る
。

同
様
に
考
え
る
な
ら
ば
、
殷
暦
の
上
元
は
、『
開
元
占
経
』
掲
載
の
積
年
数
か
ら

五
七
六
元
を
除
去
す
れ
ば
い
い
。
ま
た
は
、
そ
の
計
算
を
し
な
く
て
も
、
殷
暦
は
甲

寅
元
で
あ
り
、
周
暦
の
上
元
か
ら
五
七
年
後
（「
丁
巳
」
か
ら
「
甲
寅
」
ま
で
の
年
数
）

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
五
七
年
を
引
け
ば
い
い
。
し
た
が
っ
て
、
太

初
元
年
か
ら133,703

（133,760–57

）
年
前
、
殷
王
朝
創
立
の
湯
王
元
年
（
紀
元

前
一
五
六
七
）
か
ら132,240

（133,703
–

（1567–104

））
年
前
、
二
九
元
（
一
元

の
二
九
倍
、
ま
た
は
八
七
府
首
）
遡
っ
た
時
点
に
な
る
。
そ
の
殷
暦
の
上
元
か
ら
緯

書
暦
の
天
地
開
闢
ま
で
の
年
数
五
七
六
元
を
導
く
に
は
、
別
の
数
理
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
易
緯
に
お
け
る
易
数
の
導
入
で
あ
る
。

�
易
緯
の
暦
術
の
数
理
構
造

緯
書
暦
の
理
論
基
盤
は
、
易
数
に
あ
る
。
易
緯
の
暦
術
に
は
、
二
法
あ
る
。
世
軌

法
と
二
七
六
万
歳
暦
と
で
あ
る
。

世
軌
法
と
は
、
三
万
一
九
二
○
歳
を
「
天
命
を
授
か
る
」
一
大
周
期
と
し
、
四
二

軌
に
等
分
し
て
易
卦
に
割
り
当
て
る
暦
術
で
あ
る
。『
易
緯
乾
鑿
度
』
巻
下
に
言
う
。

孔
子
曰
く
、
三
万
一
千
九
百
二
十
歳
に
し
て
、
録
図
も
て
命
を
受
け
、
易
姓

四
十
二
、
純
徳
七
有
り
（
原
文
は
「
四
十
二
純
」
を
「
三
十
二
軌
」
に
作
る
が
、

鄭
注
に
「
一
本
作
四
十
二
軌
」
と
あ
り
、
張
恵
言
は
「
軌
」
は
「
純
」
と
す
べ

き
で
あ
る
と
言
う
。
張
恵
言
の
校
勘
に
従
う
）。
其
の
三
は
天
に
法
り
、
其
の

四
は
地
に
法
る
。
五
王
に
三
十
五
有
り
、
聖
人
、
君
子
を
半
に
す
。
消
息
卦
の

純
な
る
者
は
帝
と
為
り
、
純
な
ら
ざ
る
者
は
王
と
な
る
。
六
子
上
は
帝
に
及
ば

ず
、
下
は
王
に
過
ぐ
る
有
り
。
故
に
六
子
は
純
と
雖
も
乾
坤
と
為
ら
ず
。（『
重

修
緯
書
集
成
』
巻
一
下
、
四
八
・
四
九
頁
）

七
六
歳
の
「
一
紀
」（
後
漢
四
分
暦
の
一
蔀
）
を
基
本
的
な
周
期
と
し
、
一
○
紀

（
七
六
○
年
）
ご
と
に
一
卦
を
配
当
し
て
「
一
軌
」、
陰
陽
二
卦
の
二
軌
一
五
二
○
歳

を
「
一
部
首
」（
一
蔀
、
ま
た
は
一
部
、
四
二
軌
（
三
万
一
九
二
○
歳
）
を
「
一
極
」

（
＝
二
一
部
首
、
四
二
○
紀
）
と
す
る
。
四
二
軌
に
配
当
す
る
易
卦
は
、
十
二
消
息

卦
を
三
巡
さ
せ
、
さ
ら
に
六
子
卦
（
乾
坤
を
除
く
八
卦
、
坎
離
震
巽
艮
兌
）
を
加
え

る
。
乾
坤
二
卦
を
除
く
の
は
、
十
二
消
息
卦
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
乾
坤

二
卦
を
純
徳
と
し
て
「
帝
」、
残
り
の
十
二
消
息
卦
は
「
王
」
と
し
、
六
子
は
「
帝
」

と
「
王
」
の
中
間
的
存
在
と
見
な
す
。
一
極
の
サ
イ
ク
ル
に
は
、
乾
坤
が
各
三
回
、

坎
が
一
回
、
合
計
七
回
出
て
く
る
。「
易
姓
四
十
二
、
純
徳
七
有
り
」
と
あ
る
の
は
、

坎
を
純
徳
に
加
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
四
二
軌
に
聖
人
、
君
子
、
庸
人
、
小

人
の
い
ず
れ
か
を
配
当
す
る
。

「
三
万
一
千
九
百
二
十
歳
」と
い
う
大
周
期
は
、『
周
髀
算
経
』に
も
見
ら
れ
る
。『
周
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髀
算
経
』
は
、
蓋
天
説
の
宇
宙
構
造
を
数
学
的
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
句
股
定

理
（
三
平
方
の
定
理
）
や
三
角
測
量
の
相
似
計
算
を
応
用
し
た
重
差
術
と
い
っ
た
数

学
理
論
を
論
じ
た
数
学
書
で
も
あ
る
。『
九
章
算
術
』
と
と
も
に
中
国
数
学
の
バ
イ

ブ
ル
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
緯
書
と
同
じ
く
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
初
め
に
成
立
し
た

と
さ
れ
る
。
巻
下
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

陰
陽
の
数
、
日
月
の
法
、
十
九
歳
を
一
章
と
為
す
。
四
章
を
一
蔀
と
為
す
、
蔀

（
原
文
は
「
蔀
」
字
が
な
い
が
、
今
補
う
）
は
七
十
六
歳
な
り
。
二
十
蔀
を
一

遂
と
為
す
、
遂
は
一
千
五
百
二
十
歳
な
り
。
三
遂
を
一
首
と
為
す
、
首
は
四
千

五
百
六
十
歳
な
り
。
七
首
を
一
極
と
為
す
、
極
は
三
万
一
千
九
百
二
十
歳
な
り
。

生
数
皆
終
わ
り
、
万
物
始
め
に
復
る
。
天
以
て
元
を
更
め
、
暦
を
作
り
紀
す
。

一
極
三
万
一
九
二
〇
年
を
「
万
物
を
生
じ
る
数
が
す
べ
て
尽
き
、
万
物
が
最
初
の

状
態
に
復
帰
し
、
天
が
暦
元
を
変
更
し
、
新
た
な
暦
を
作
成
し
、
記
録
す
る
」
と
い

う
一
大
周
期
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
一
章
（
一
九
歳
）
→
一
蔀
（
七
六
歳
）
→
一
遂

（
一
五
二
○
歳
）
→
一
首
（
四
五
六
〇
歳
）
→
一
極
（
三
万
一
九
二
○
歳
）
と
い
う

順
序
で
あ
り
、『
易
緯
乾
鑿
度
』
の
名
称
と
少
し
異
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
の
立
脚

す
る
数
理
は
共
通
す
る
。

趙
爽
注
は
、『
易
緯
乾
鑿
度
』『
尚
書
考
霊
曜
』
等
の
緯
書
を
引
用
し
な
が
ら
、
一

遂
、
一
首
、
一
極
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
注
解
す
る
。

遂
は
竟
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
五
行
の
徳
、
一
終
し
て
竟
わ
り
極
ま
り
、
日

月
辰
の
終
わ
り
な
り
。

首
は
、
始
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
日
月
五
星
、
終
わ
り
て
復
た
始
ま
る
な
り
。

極
は
、
終
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
日
月
星
辰
、
弦
望
晦
朔
、
寒
暑
の
推
移
、

万
物
の
生
育
、
皆
な
復
た
始
ま
る
、
故
に
之
を
極
と
謂
う
。

一
遂
の
「
遂
」
は
、「
竟
わ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
三
〇
四
歳
ご
と
に
配
当

さ
れ
た
五
行
の
徳
が
極
ま
り
終
わ
っ
て
、
一
終
（
一
巡
）
す
る
周
期
で
あ
り
、
日
月

辰
も
ち
ょ
う
ど
暦
元
状
態
に
な
る
。「
日
月
辰
」
に
は
、
五
星
（
五
惑
星
）
は
含
ま

れ
な
い
。
一
首
で
は
、
そ
れ
に
五
星
が
加
わ
り
、
日
月
五
星
の
七
曜
が
暦
元
の
初
源

状
態
（
暦
元
の
起
点
）
に
回
帰
す
る
。
さ
ら
に
、
一
極
で
は
、
天
体
だ
け
で
は
な
く
、

寒
暑
の
推
移
、
万
物
の
生
育
に
至
る
自
然
界
の
現
象
の
す
べ
て
が
復
帰
す
る
一
大
周

期
と
な
る
。

一
首
は
、
顓
頊
暦
の
一
元
に
相
当
す
る
。
趙
爽
は
、『
尚
書
考
霊
曜
』
の
文
を
引

用
し
、
日
月
五
星
が
起
点
（
牽
牛
初
度
）
に
会
聚
し
、
連
な
る
宝
石
の
よ
う
に
な
り
、

干
支
も
甲
寅
歳
甲
子
日
と
な
り
、
暦
元
の
初
源
状
態
に
復
帰
す
る
周
期
で
あ
る
と
注

釈
す
る
。

考
霊
曜
に
曰
う
、「
日
月
首
甲
子
冬
至
、
日
月
五
星
、
俱
に
牽
牛
の
初
に
起
す
。

日
月
は
合
璧
の
若
く
、
五
星
は
聯
珠
の
如
し
。
青
竜
甲
寅
、
摂
提
格
（
並
）

〔
孳
〕
ま
れ
、
四
千
五
百
六
十
歳
に
し
て
、（
積
）〔
精
〕
初
に
（
及
）〔
反
〕
る
」

と
。
故
に
首
と
謂
う
な
り
。

一
極
の
大
周
期
を
唱
え
て
は
い
る
が
、
顓
頊
暦
の
五
星
会
聚
の
周
期
は
そ
の
ま
ま

踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
尚
書
考
霊
曜
』
に
は
、

四
千
五
百
六
十
歳
に
し
て
、
精
、
初
め
に
反
り
、
握
命
の
人
起
し
、
河
、
図
を

出
し
、
聖
、
受
け
て
思
う
。（『
初
学
記
』
一
七
所
引
、『
太
平
御
覽
』
四
○
一

の
引
用
文
に
よ
っ
て
、「
几
」
は
「
人
」
に
改
め
る
。『
重
修
緯
書
集
成
』
巻
二
、

四
一
頁
）

と
あ
り
、
万
物
の
精
が
初
源
に
立
ち
返
る
周
期
と
す
る
。
鄭
玄
注
で
は
、

聖
と
は
堯
を
謂
う
な
り
。
天
、
命
を
握
り
、
人
当
に
起
つ
べ
き
者
あ
ら
ば
、
河

乃
ち
図
を
出
す
。
帝
堯
受
け
て
之
を
思
い
、
以
て
暦
数
を
受
（
授
）
く
る
な
り
。

と
述
べ
、『
尚
書
』
堯
典
を
踏
ま
え
て
「
聖
」
を
帝
堯
の
こ
と
と
し
、
天
命
を
掌
握

し
た
人
物
が
ま
さ
に
生
起
し
よ
う
と
す
る
瑞
祥
と
し
て
、
黄
河
が
河
図
を
出
現
さ

せ
、
そ
れ
を
授
か
っ
た
聖
王
（
帝
堯
）
は
自
然
の
秩
序
、
天
下
の
治
世
を
熟
考
し
、

暦
数
を
授
け
る
と
解
釈
す
る
。
こ
れ
も
、『
周
髀
算
経
』
と
同
類
の
主
張
で
あ
る
。

『
易
緯
乾
鑿
度
』
や
『
周
髀
算
経
』
が
想
定
し
た
一
極
と
い
う
大
周
期
は
、
顓
頊

暦
の
一
元
を
七
倍
し
て
、
七
曜
、
北
斗
七
星
ま
た
は
二
十
八
宿
と
い
う
七
や
二
八
の
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基
本
数
を
約
数
に
加
え
る
た
め
に
導
き
出
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
塡
星
の
二
八
歳
周

期
説
を
議
論
し
た
よ
う
に
、
顓
頊
暦
の
一
元
四
五
六
〇
歳
は
、
七
や
二
八
の
倍
数
で

は
な
い
。
四
五
六
〇
（
＝
二
の
四
乗
×
三
×
五
×
一
九
）
の
約
数
を
考
え
る
と
、
一

桁
の
自
然
数
で
は
七
と
九
が
そ
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
一
元
を
七
倍
し

て
三
万
一
九
二
○
歳
（
七
元
）
の
大
周
期
を
設
定
し
、
一
か
ら
八
ま
で
の
自
然
数
、

一
二
、
一
九
、
二
八
な
ど
の
基
本
数
を
約
数
に
持
つ
よ
う
に
工
夫
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
一
か
ら
九
ま
で
の
自
然
数
す
べ
て
を
含
む
周
期
と
す
る
に
は
、
一
極
を
さ

ら
に
三
倍
す
る
必
要
が
あ
る
（
二
一
元
、
九
万
五
七
六
○
歳
）。
三
統
暦
で
は
、
日

法
の
分
母
八
一
や
日
月
九
道
の
「
九
」
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、
暦
定
数
や
周
期
は

九
の
倍
数
が
基
本
数
に
な
る
。『
乾
鑿
度
』
や
『
周
髀
算
経
』
の
暦
術
が
七
倍
の
一

極
で
止
め
て
お
り
、
九
の
倍
数
と
し
な
い
の
は
、
三
統
暦
と
は
別
系
統
の
暦
術
で
あ

る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

易
緯
の
二
つ
の
大
周
期
は
、
易
卦
を
導
く
筮
竹
の
策
数
と
絡
め
た
数
理
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
論
的
基
盤
は
、『
易
緯
乾
鑿
度
』
主
歳
卦
術
に
あ
る
。
六
四

卦
を
三
二
年
、
二
卦
を
一
年
に
配
当
す
る
。
二
卦
は
一
二
爻
あ
る
か
ら
、
一
爻
が

一
ヶ
月
に
な
る
。
同
書
巻
上
に
そ
の
こ
と
を
説
明
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

天
の
気
、
三
微
に
し
て
一
著
を
成
し
、
三
著
に
し
て
一
体
を
成
す
。（『
重
修
緯

書
集
成
』
巻
一
上
、
二
九
頁
）

そ
こ
の
鄭
玄
注
で
は
、「
一
微
」
が
五
日
（
一
候
）、「
一
著
」
が
一
五
日
（
一
気
）

で
あ
る
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
巻
下
の
末
尾
に
同
一
文
が
見
ら
れ
、
そ
こ
の
注
釈（
鄭

玄
注
で
は
な
く
、
後
人
の
注
釈
）
が
そ
の
誤
り
を
す
で
に
正
し
て
い
る
よ
う
に
、「
一

微
」
が
一
○
日
、「
一
著
」
が
一
月
（
三
〇
日
）
を
表
す
と
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い

う
の
も
、「
三
微
」
が
一
月
に
あ
た
る
と
す
る
考
え
は
、『
尚
書
大
伝
』（『
白
虎
通
』

三
正
篇
所
引
）
な
ど
で
主
張
さ
れ
た
「
三
微
の
月
」、
す
な
わ
ち
夏
殷
周
三
代
の
暦

が
正
月
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
す
る
三
正
説
か
ら
連
想
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

一
微
が
一
○
日
で
あ
り
、
一
月
に
あ
た
る
「
一
著
（
三
微
）」
と
は
、
一
爻
を
指
し
、

三
月
に
あ
た
る
「
一
体
（
三
著
）」
と
は
、
上
下
卦
を
構
成
す
る
（
三
画
の
）
八
卦

を
指
す
。「
一
体
」
を
上
下
に
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
易
卦
が
完
成
さ
れ
る
が
、
全
部

で
「
十
有
八
微
」
に
な
る
。
つ
ま
り
、
繋
辞
伝
で
い
う
一
変
が
一
微
に
相
当
し
、「
四

営
（
一
変
）」
か
ら
「
十
有
八
変
」
の
間
に
存
在
す
る
過
程
が
、「
微
・
著
・
体
」
に

よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、『
乾
鑿
度
』
の
暦
術
に
お
け
る
易

卦
と
暦
日
と
の
結
合
が
、『
易
』
の
筮
法
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

易
卦
を
決
定
す
る
時
に
用
い
る
筮
竹
の
数
は
、
五
〇
本
か
ら
一
本
減
ら
し
た
四
九

本
で
あ
る
。
そ
れ
を
左
右
で
二
分
し
、
右
手
の
一
本
を
薬
指
と
小
指
の
間
に
掛
け
て

除
外
し
た
後
に
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
筮
竹
の
数
を
四
で
割
っ
た
余
り
（
割
り
切
れ
る
場

合
は
四
本
）
を
減
ら
す
と
い
う
操
作
（
一
本
を
小
指
に
掛
け
る
操
作
は
最
初
だ
け
）

を
三
度
繰
り
返
す
。
す
る
と
手
元
に
残
っ
た
策
数
は
三
六
、
三
二
、
二
八
、
二
四
の

い
ず
れ
か
に
な
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
四
で
割
る
と
、「
九
八
七
六
の
数
」
が
得
ら
れ
、

九
を
老
陽
（
陽
の
変
爻
）、
六
を
老
陰
（
陰
の
変
爻
）、
七
を
少
陽
（
陽
の
不
変
爻
）、

八
を
少
陰
（
陰
の
不
変
爻
）
に
割
り
当
て
る
。
乾
卦
の
場
合
は
六
爻
す
べ
て
老
陽
九

（
策
数
三
六
本
）
だ
か
ら
、
六
爻
の
策
数
の
総
数
は
二
一
六
本
（
＝
三
六
×
六
）、
坤

卦
の
場
合
に
は
六
爻
す
べ
て
が
老
陰
九（
策
数
二
四
本
）だ
か
ら
策
数
一
四
四
本（
＝

二
四
×
六
）
と
な
る
。
後
世
の
筮
法
で
は
、
取
り
除
い
た
筮
竹
の
数
の
多
少
に
よ
っ

て
、
九
八
七
六
の
数
を
決
め
る
方
式
に
な
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
策
数
は
あ
ま
り
意

識
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
三
統
暦
や
緯
書
で
は
、
余
り
の
ほ
う
で
は
な
く
策
数
（
析

数
）
を
用
い
て
大
周
期
を
導
出
す
る
た
め
の
基
数
と
す
る
。
乾
策
二
一
六
、
坤
策

一
四
四
は
、
陰
陽
二
元
に
よ
る
「
大
数
」
と
し
、
そ
れ
を
合
計
し
た
三
六
〇
本
を
一

年
の
日
数
に
当
て
る
。
一
年
三
六
〇
日
と
す
る
と
、
一
本
（
一
策
、
一
析
）
が
一
日

に
当
た
る
。
少
陽
七
、
少
陰
八
を
組
み
合
わ
せ
る
他
卦
の
場
合
は
、
二
一
六
と

一
四
四
の
間
に
な
る
が
、
六
爻
の
陰
陽
を
反
転
さ
せ
た
二
卦
を
一
組
と
す
る
と
、
陰

陽
各
六
爻
と
な
り
、（
少
陽
七
＋
少
陰
八
）
×
四
×
六
＝
三
六
〇
だ
か
ら
、
二
卦
の

合
計
数
は
乾
坤
二
策
の
合
計
数
と
同
じ
く
三
六
〇
本
と
な
る
。
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易
卦
は
六
四
卦
三
八
四
爻
あ
り
、
そ
の
策
数
（
析
数
）
の
総
合
計
は
、
三
六
〇
本

の
三
二
倍
、
一
一
五
二
〇
本
（
＝
三
六
〇
本
×
三
二
卦
）
で
あ
る
。
一
析
（
一
本
）

を
一
日
と
す
る
と
、
一
万
一
五
二
〇
日
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
年
を
三
六
五
日
四

分
の
一
の
実
数
を
用
い
る
と
、
三
二
卦
を
当
て
た
三
二
年
の
実
質
的
な
総
日
数

一
万
一
六
八
八
日
よ
り
も
一
六
八
日
少
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
緯
書
暦
で
は
、
易
数

と
の
結
合
を
目
的
と
し
て
、
暦
日
と
整
合
さ
せ
よ
う
と
し
、
総
析
数
一
万
一
五
二
〇

日
と
一
蔀
（
顓
頊
暦
の
一
紀
）
七
六
歳
の
総
日
数
と
が
会
合
す
る
周
期
を
導
き
出
す
。

す
な
わ
ち
、
一
万
一
五
二
〇
日
と
七
六
歳
の
総
日
数
二
万
七
七
五
九
日
と
の
最
小
公

倍
数
を
求
め
る
と
、
一
億
○
六
五
九
万
四
五
六
〇
日
、
年
単
位
で
言
え
ば
、

二
九
万
一
八
四
〇
年
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
年
数
は
、
全
卦
の
析
数
と
暦
日
と
が
初
原

状
態
に
復
帰
し
、
同
時
に
卦
と
爻
も
同
様
の
状
態
に
な
る
一
大
周
期
で
あ
る
。

こ
の
大
周
期
は
、『
乾
鑿
度
』
巻
下
、
求
卦
主
歳
術
で
言
及
さ
れ
る
（『
重
修
緯
書

集
成
』
巻
一
上
、
四
七
・
四
八
頁
）。
す
な
わ
ち
、
百
九
二
蔀
首
三
八
四
○
紀
、

三
二
卦
の
九
一
二
○
周
で
あ
り
、
ま
た
一
万
一
五
二
〇
析
の
九
二
五
三
周
に
当
た
る

の
で
、「
易
が
一
大
周
し
、
律
暦
の
数
が
相
得
ら
れ
る
」
と
論
ず
る
。
ま
た
、『
礼
斗

威
儀
』
に
も
タ
オ
（
道
）
の
根
源
＝
宇
宙
の
初
源
状
態
で
あ
る
「
太
素
」
に
復
帰
す

る
周
期
で
あ
る
と
言
う
。

二
十
九
万
一
千
八
百
四
十
歳
に
し
て
反
り
、
太
素
冥
茎
た
り
。
蓋
し
乃
ち
道
の

根
な
ら
ん
。（『
太
平
御
覧
』
巻
一
所
引
、『
重
修
緯
書
集
成
』
巻
三
、
六
八
頁
）

二
九
六
万
歳
暦
の
暦
元
説
は
、
そ
の
九
倍
で
あ
る
二
六
二
万
六
五
六
〇
年
に
近
い

数
値
を
用
い
る
。
顓
頊
暦
の
暦
定
数
に
依
拠
す
れ
ば
、
二
九
万
一
八
四
〇
年
は
、
一

元
の
六
四
倍
な
の
で
、
易
卦
の
六
四
卦
と
ち
ょ
う
ど
符
合
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
わ
ざ
わ
ざ
九
倍
し
て
さ
ら
に
大
き
な
周
期
を
設
け
る
必
要
は
な
い
か
ら
、
何
ら

か
別
の
数
理
が
働
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

緯
書
で
の
暦
元
説
は
、
顓
頊
暦
と
同
様
に
暦
元
で
の
日
月
五
星
会
聚
現
象
を
唱
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
着
眼
す
る
と
、
漢
志
掲
載
の
五
惑
星
そ
れ
ぞ
れ
の

「
大
周
」（
ま
た
は
「
歳
数
」）
の
年
数
が
注
目
さ
れ
る
。「
大
周
」
の
数
値
は
、
木
星

一
七
二
八
、
土
星
四
三
二
〇
、
金
星
三
四
五
六
、
火
星
一
三
八
二
四
、
水
星
九
二
一
六

で
あ
る
。
五
惑
星
の
運
行
周
期
は
分
数
値
と
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
数
値
は
、
年
単
位

の
仮
分
数
と
し
た
場
合
の
分
子
に
合
致
す
る
。
つ
ま
り
、『
五
星
占
』
に
お
け
る
木

星
八
歳
、
土
星
三
〇
歳
、
金
星
八
歳
の
ご
と
く
、
五
惑
星
そ
れ
ぞ
れ
が
起
点
に
復
帰

す
る
年
数
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
惑
星
周
期
が
『
五
星
占
』
に
掲
載
さ
れ
た
顓
頊
暦
の
周
期
を
ど
の
よ
う
に
補

正
し
た
の
か
を
明
確
に
し
て
お
く
と
、
外
惑
星
の
木
星
、
土
星
の
公
転
周
期
は
、
一

二
年
で
一
周（
一
二
次
）、
三
〇
年
で
一
周（
一
二
次
）か
ら
一
四
四
年
に
一
四
五
次
、

三
六
〇
年
で
一
四
五
次
と
す
る
。
木
星
と
土
星
の
周
期
の
比
率
は
、
二
：
五
の
ま
ま

に
据
え
置
い
て
、
一
四
四
年
、
三
六
〇
年
で
そ
れ
ぞ
れ
一
次
分
（1/12

周
）
を
増

や
し
た
の
で
あ
る
（12

＋1/12

＝145/12

周
）。
し
た
が
っ
て
、
一
四
四
年
、
三
六

〇
年
の
一
二
倍
で
あ
る
一
七
二
八
年
、
四
三
二
〇
年
が
起
点
復
帰
の
一
サ
イ
ク
ル
と

な
る
。

内
惑
星
の
金
星
の
場
合
、
会
合
周
期
の
「
一
出
」（
三
統
暦
で
は
「
一
復
」、
四
分

暦
で
は「
一
終
」）は
、
五
分
の
八
歳
か
ら
二
一
六
一
分
の
三
四
五
六
歳
に
補
正
す
る
。

顓
頊
暦
で
は
八
歳
で
五
回
太
陽
と
会
合
し
、
暦
元
の
起
点
に
復
帰
す
る
。
木
星
が
一

次
多
く
な
る
一
四
四
年
の
場
合
は
一
八
倍
の
九
〇
回
に
な
る
が
、
そ
こ
で
半
次
増
や

し
て
、
九
〇
回
二
四
分
の
一
と
す
る
（90

＋1/24

＝（2160

＋1

）/24

＝2161/24

）。

す
な
わ
ち
、
一
四
四
年
の
二
四
倍
で
あ
る
三
四
五
六
年
（3456

＝144

×24

）
で
一

回
増
え
て
、
二
一
六
一
回
の
会
合
と
な
り
、
会
合
周
期
は
二
一
六
一
分
の
三
四
五
六

年
に
補
正
し
た
こ
と
に
な
る
。（144/

（90

＋1/24

）＝（8

×18

）/（5

×18

＋1/24

）＝

（8

×18

×24

）/（5

×18

×24

＋1

）＝3456/2161

）。
火
星
や
水
星
も
同
じ
よ
う
な
数

的
処
理
に
よ
る
補
正
値
を
導
き
出
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

こ
の
公
転
周
期
、
会
合
周
期
を
用
い
て
、
顓
頊
暦
と
同
様
に
起
点
で
の
五
星
会
聚

の
周
期
を
考
え
た
と
す
る
と
、「
大
周
」（
木
星
一
七
二
八
、
土
星
四
三
二
〇
、
金
星

三
四
五
六
、
火
星
一
三
八
二
四
、
水
星
九
二
一
六
）
の
最
小
公
倍
数
、
す
な
わ
ち

一
三
万
八
二
四
〇
年
と
な
る
。
さ
ら
に
、
易
の
一
大
周
期
二
九
万
一
八
四
〇
年
と
の
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最
小
公
倍
数
を
取
れ
ば
、
二
六
二
万
六
五
六
〇
年
（
五
七
六
元
）
が
得
ら
れ
る
。

緯
書
暦
の
二
七
六
万
歳
と
い
う
暦
元
説
は
、
殷
暦
の
暦
元
（
殷
王
朝
創
立
の
湯
王

元
年
か
ら132240

年
前
）
か
ら
、
さ
ら
に
二
六
二
万
六
五
六
〇
年
遡
っ
た
時
点
、

す
な
わ
ち
湯
王
元
年
か
ら
二
七
五
万
八
八
〇
〇
年
に
据
え
た
と
考
え
ら
れ
る

（132,240

＋2,626,560

＝2,758,800

、29

＋576

＝605

元
）。
周
期
説
と
し
て
は
、

顓
頊
暦
ま
た
は
殷
暦
の
四
五
六
〇
年
を
七
倍
し
た
三
万
一
九
二
○
年
（
七
元
）、

六
四
倍
し
た
二
九
万
一
八
四
〇
年
（
六
四
元
）
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、

二
六
二
万
六
五
六
〇
年
、
二
七
五
万
八
八
〇
〇
年
は
七
の
倍
数
で
は
な
い
の
で
、
前

者
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。
暦
元
説
の
算
出
過
程
に
用
い
た
の
は
、
易
卦
の
策
数

（
析
数
）
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
後
者
の
周
期
で
あ
る
。
そ
れ
を
九
倍
す
れ
ば
、
日
月

五
星
会
聚
の
周
期
と
も
合
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
九
つ
の
時
代
区
分
の
大
周
期
が

導
き
出
せ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

緯
書
暦
で
は
、
天
地
開
闢
し
て
か
ら
の
人
類
史
を
十
紀
に
分
け
、
九
龍
・
五
龍
・

摂
提
・
合
雒
・
連
通
・
序
命
・
脩
飛
（
循
蜚
）・
回
提
（
因
提
）・
禅
通
・
流
訖
（
疏

訖
）
と
名
付
け
る
。
最
後
の
流
訖
紀
は
、
殷
王
朝
よ
り
一
三
万
余
年
遡
る
殷
暦
の
暦

元
説
と
対
応
し
、
伏
羲
以
下
の
三
皇
五
帝
か
ら
現
世
治
世
を
想
定
し
て
い
る
に
ち
が

い
な
い
。
そ
こ
か
ら
二
九
万
一
八
四
〇
年
の
九
倍
の
年
数
を
遡
ら
せ
る
こ
と
で
、
人

皇
伏
羲
か
ら
人
皇
を
切
り
離
し
て
独
立
さ
せ
て
天
地
開
闢
の
時
代
に
据
え
直
し
た
。

そ
し
て
、
人
皇
か
ら
伏
羲
に
至
る
ま
で
の
諸
王
朝
を
九
つ
の
時
代
に
区
分
し
、
伏
羲

以
下
の
時
代
を
加
え
た
十
紀
説
を
着
想
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

�
緯
書
暦
と
三
統
暦
の
比
較

緯
書
暦
に
お
け
る
易
数
と
暦
数
の
結
合
は
、
周
知
の
通
り
、
劉
歆
の
三
統
暦
で
も

唱
え
ら
れ
て
い
る
（
（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
緯
書
暦
が
三
統
暦
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
見

な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
緯
書
暦
は
、
太
初
暦
・
三
統
暦
や
劉
向
・
劉
歆
の

災
異
説
と
は
対
立
関
係
に
あ
っ
た
殷
暦
、
京
氏
易
に
依
拠
し
て
お
り
、
両
暦
の
数
理

構
造
の
分
析
的
な
比
較
を
行
わ
ず
に
即
断
す
べ
き
で
は
な
い
。

太
初
暦
・
三
統
暦
の
場
合
に
は
、
一
九
年
七
閏
法
を
用
い
る
も
の
の
、
日
月
の
会

合
周
期
を
一
ヶ
月
の
長
さ
（
一
朔
望
月
）
を
二
九
日
八
一
分
の
四
三
（29 

43/81=2392/81

日
）
に
改
変
す
る
の
で
、
一
太
陽
年
の
日
数
は
三
六
五
日
一
五
三

九
分
の
三
八
五
（29 43/81

×235

÷19=562120/1539=365 385/1539

）
と
い

う
大
き
な
桁
の
分
数
値
と
な
る
。
積
年
の
日
数
の
端
数
が
な
く
な
る
の
は
、
一
五
三

九
年
で
あ
り
、
む
し
ろ
古
四
分
暦
の
「
一
紀
」
に
近
い
。
一
章
一
九
年
と
の
間
隔
が

離
れ
す
ぎ
る
の
で
、
九
章
の
一
七
一
年
を
「
九
道
小
終
」
と
し
、
そ
の
九
倍
の
一
五

三
九
年
（
八
一
章
、
一
統
）
を
「
大
終
」
と
す
る
。
一
統
の
総
日
数
（
五
六
万
二
一

二
〇
日
）
は
六
〇
の
倍
数
で
は
な
く
、
日
干
支
は
起
点
に
回
帰
せ
ず
、
三
倍
の
四
六

一
七
年
（「
一
元
」、
一
六
八
万
六
三
六
〇
日
）
で
よ
う
や
く
実
現
す
る
。
た
だ
し
、

歳
の
干
支
は
回
帰
せ
ず
、
も
っ
と
大
き
な
周
期
を
必
要
と
す
る
。

超
辰
法
を
用
い
な
い
場
合
は
、
九
万
二
三
四
〇
年
（
二
〇
元
）
が
歳
干
支
の
回
帰

周
期
に
な
る
。
三
統
暦
で
は
一
四
四
年
ご
と
に
干
支
を
一
つ
飛
ば
す
超
辰
法
を
用
い

る
の
で
、
暦
元
と
同
じ
歳
干
支
に
な
る
年
数
は
六
〇
歳
で
は
な
い
。
一
四
五
次
と
六

○
干
支
と
の
最
小
公
倍
数
は
、
一
七
四
〇
で
あ
る
。
超
辰
法
を
用
い
て
一
七
四
〇
次

（
＝
一
四
五
次
×
一
二
）
を
経
過
す
る
年
数
は
、
一
四
四
年
の
一
二
倍
、
一
七
二
八

年
で
あ
り
、
そ
れ
が
三
統
暦
で
の
歳
干
支
の
回
帰
周
期
と
な
る
。
一
紀
一
五
三
九
年

と
の
最
初
公
倍
数
は
九
万
八
四
九
六
年
（
六
四
紀
）、
一
元
四
六
一
七
年
と
の
最
小

公
倍
数
は
二
九
万
五
四
八
八
年
（
六
四
元
）
で
あ
る
。
六
四
紀
、
六
四
元
と
い
う
の

は
易
数
と
の
結
合
を
企
て
よ
う
と
し
た
三
統
暦
に
ふ
さ
わ
し
い
周
期
で
あ
る
が
、
漢

志
に
は
言
及
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
も
し
も
緯
書
暦
と
同
様
に
五
星
会
聚
を
含
め
た
暦
元
説
を
設
定
す
る

な
ら
ば
、
六
四
元
と
五
星
会
終
の
大
周
期
（
五
惑
星
の
「
大
周
」
の
最
小
公
倍
数
）

と
の
最
小
公
倍
数
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
す
る
と
、
二
三
六
三
万
九
〇
四
〇
年

（
五
一
二
〇
元
）
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
大
周
期
は
、
漢
志
で
は
「
太
極
上
元
」
と
し

て
登
場
す
る
。
日
月
五
惑
星
と
歳
干
支
、
日
干
支
な
ど
が
す
べ
て
暦
元
の
初
源
状
態
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に
復
帰
す
る
一
大
周
期
で
あ
る
。
劉
歆
は
、
易
数
を
用
い
て
そ
の
周
期
を
強
引
に
導

き
出
す
説
明
を
繰
り
広
げ
る
の
で
、「
天
文
学
的
意
味
は
稀
薄
な
も
の
で
あ
る
」（
能

田
忠
亮
・
薮
内
清
『
漢
書
律
暦
志
の
研
究
』、
八
五
頁
）
と
論
断
さ
れ
る
が
、
上
元

に
設
定
し
た
一
四
万
三
一
二
七
年
（
三
一
元
）
と
い
う
中
途
半
端
な
周
期
よ
り
、
数

理
的
な
根
拠
の
あ
る
大
周
期
で
あ
る
。
緯
書
暦
と
対
比
さ
せ
る
な
ら
ば
こ
ち
ら
の
ほ

う
が
暦
元
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
後
秦
の
姜
岌
が
「（
後
漢
の
）
服
虔
が
『
春
秋
左

氏
伝
』
を
解
釈
す
る
の
に
太
極
上
元
を
用
い
た
」（『
晋
書
』
律
暦
志
下
所
引
）
と
述

べ
て
い
る
か
ら
、
後
漢
の
経
学
者
に
は
活
用
さ
れ
て
い
て
、
注
目
度
が
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
太
極
上
元
を
算
出
す
る
過
程
に
、
緯
書
暦
の

二
六
二
万
六
五
六
〇
の
年
数
も
登
場
し
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

劉
歆
が
行
っ
た
数
理
的
説
明
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
五
星
会
聚
の
周

期
一
三
万
八
二
四
〇
を
導
く
の
に
、
乾
策
三
六
に
陽
九
、
坤
策
二
四
に
陰
六
を
掛
け
、

合
計
し
た
一
〇
八
〇
は
陰
陽
そ
れ
ぞ
れ
の
「
一
卦
の
微
算
策
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
八

倍
し
て
「
八
卦
が
小
成
」
し
、
上
下
に
重
ね
合
わ
せ
る
た
め
に
さ
ら
に
八
倍
し
、
さ

ら
に
天
地
で
二
倍
す
る
と
、「
大
成
」
す
る
（1080

×8
×8

×2

＝138,240

）。
そ
れ

に
「
章
歳
」
の
一
九
を
掛
け
る
と
、
二
六
二
万
六
五
六
〇
（138,240

×19

）
に
な
り
、

日
月
と
会
聚
す
る
。
そ
れ
を
「
三
会
」
で
三
倍
し
て
三
統
と
会
聚
し
、
ま
た
「
三
統
」

で
三
倍
し
て
、
太
極
上
元
（2,626,560

×3

×3

）
に
復
帰
す
る
。
九
章
を
六
倍
し
た

五
四
章
（
一
〇
二
六
）
で
太
極
上
元
を
割
る
と
、
陰
陽
そ
れ
ぞ
れ
一
万
一
五
二
〇
と

な
り
、「
万
物
気
体
の
数
」
に
当
た
り
、
天
下
の
能
事
が
完
遂
す
る
。

数
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
易
数
で
は
な
く
な
り
、
は
じ
め
に
数
値
あ
り
き
の

こ
じ
つ
け
の
感
が
強
く
な
る
。
二
六
二
万
六
五
六
〇
年
で
は
、「
八
卦
大
成
」
に
章

歳
一
九
を
掛
け
て「
日
月
と
会
す
る
」と
す
る
も
の
の
、
九
の
倍
数
で
は
な
い
た
め
に
、

日
法
八
一
か
ら
導
か
れ
る
周
期
と
関
連
づ
け
が
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な

い
。
さ
ら
に
三
倍
、
ま
た
三
倍
す
る
こ
と
で
、
五
星
会
聚
周
期
が
一
七
一
周
（
＝

一
九
×
九
周
）
す
る
太
極
上
元
を
導
く
た
め
の
数
字
合
わ
せ
を
し
た
だ
け
で
あ
る
。

三
統
暦
で
は
、
大
周
期
を
設
定
す
る
基
数
に
は
、
日
法
八
一
と
歳
干
支
の
周
期

一
七
二
八
年
が
欠
か
せ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
日
月
に
関
す
る
大
周
期
を
考
え
る
な

ら
ば
、
両
者
の
最
小
公
倍
数
五
一
八
四
と
そ
の
一
九
倍
（
一
九
年
七
閏
法
に
よ
る
基

数
）
の
九
万
八
四
九
六
（
六
四
紀
）
を
約
数
に
持
た
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
さ

ら
に
、
一
元
四
六
一
七
年
の
整
数
倍
を
選
ば
な
い
と
い
け
な
い
な
ら
、

二
九
万
五
四
八
八
年
（
六
四
元
）
が
約
数
に
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
が
緯
書
暦
の
大

周
期
二
九
万
一
八
四
○
歳
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
太
極
上
元
の
場
合
、
前
者
の

八
〇
倍
、
後
者
の
八
一
倍
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
前
者
の
数
理
に
認
識
が
不
足
し
て

い
て
も
、
五
星
会
聚
の
周
期
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
で
何
と
か
理
屈
づ
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
三
統
暦
の
数
理
構
造
に
忠
実
で
あ
れ
ば
、
緯
書
暦
の
二
六
二
万
六
五
六
〇
年

を
持
ち
出
す
の
で
は
な
く
、
六
四
紀
、
六
四
元
の
八
〇
倍
を
直
接
に
導
き
出
し
て
、

五
星
会
聚
周
期
と
日
月
、
三
統
と
の
会
聚
を
語
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
緯
書
暦
の
ほ
う
が
数
理
的
な
整
合
性
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
緯
書
暦
が
三
統
暦
の
影
響
を
受
け
た
と
す
る
仮
説
は
成
り
立
た
な
い
。

む
し
ろ
、
そ
の
逆
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
緯
書
暦
ま
た
は
そ
れ
が
依
拠
す
る
前

漢
六
暦
の
数
理
構
造
に
引
き
ず
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
新
案
の
超
辰
法
の
数
理
を

立
論
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
痕
跡
を
探
る

べ
く
易
緯
の
立
論
と
比
較
す
る
と
、
易
数
と
の
結
合
で
数
理
的
に
破
綻
を
来
し
て
い

る
欠
陥
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

立
論
の
冒
頭
で
、『
乾
鑿
度
』
の
三
微
説
と
同
じ
文
を
引
く
。

三
微
に
し
て
著
を
成
し
、
三
著
に
し
て
象
を
成
す
。

『
乾
鑿
度
』
で
は
、
前
述
し
た
通
り
、
一
微
が
一
○
日
、
一
著
（
三
微
）
が
一
ヶ

月
で
一
爻
、
一
象（
三
著
）が
三
ヶ
月
で
三
画
八
卦
に
対
応
す
る
。
そ
し
て
、
一
析（
一

策
）
を
一
日
に
対
応
さ
せ
、
陰
陽
の
総
策
数
一
一
五
二
〇
の
日
数
に
依
拠
し
て
二
七

六
万
歳
の
暦
元
説
を
唱
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
統
暦
で
は
、
太
極
上
元
を
五
四
章
で

割
っ
て
二
万
三
〇
四
〇
を
導
き
、
そ
れ
が
陰
陽
そ
れ
ぞ
れ
の
策
数
一
万
一
五
二
〇
の

二
倍
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
「
万
物
気
体
の
数
」
に
合
致
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
策
数
一
一
五
二
〇
と
は
、
繋
辞
伝
で
い
う
「
万
物
の
数
」
で
あ
る
。
そ
の
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数
理
は
、
六
四
卦
の
三
〇
倍
（
筮
法
に
よ
っ
て
一
爻
ご
と
に
得
ら
れ
る
策
数
の
平
均

値
）、
つ
ま
り
六
四
卦
を
得
る
た
め
の
策
数
の
総
数
で
あ
る
こ
と
に
依
拠
す
る
。
つ

ま
り
、
陰
陽
各
一
九
二
爻
の
策
数
が
す
で
に
合
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
二
倍

し
て
「
陰
陽
各
万
一
千
五
百
二
十
」
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
易
理
を
十
分
に

反
映
さ
せ
な
い
で
、
暦
数
に
易
数
を
強
引
に
結
び
つ
け
た
作
為
が
露
見
す
る
。

そ
の
よ
う
な
論
及
姿
勢
は
、
最
初
に
基
数
七
二
を
導
く
と
こ
ろ
に
も
窺
え
る
。

「
十
八
変
」
に
「
四
営
」
を
掛
け
る
こ
と
を
説
明
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

二
象
は
、
十
有
八
変
し
て
卦
を
成
し
、
四
営
し
て
易
を
成
し
、
七
十
二
と
為
る
。

（
二
象
十
有
八
変
而
成
卦
、
四
営
而
成
易
、
為
七
十
二
。）

繋
辞
上
伝
の
「
四
営
而
成
易
、
十
有
八
変
而
成
卦
」（
四
営
し
て
易
を
成
し
、
十

有
八
変
し
て
卦
を
成
す
）と
い
う
筮
法
を
踏
ま
え
る
が
、
繋
辞
上
伝
で
は「
四
営
」（
第

一
変
を
得
る
た
め
の
四
段
階
の
操
作
）
か
ら
「
十
有
八
変
」
す
る
こ
と
で
一
卦
が
で

き
る
こ
と
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
十
八
変
」
を
「
四
営
」
し
て

「
七
十
二
」
と
す
る
と
い
う
風
に
経
文
を
倒
置
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
劉
歆
の
巧
妙

な
手
口
が
見
え
隠
れ
す
る
。

「
十
八
変
」
に
「
四
営
」
を
掛
け
て
、
基
数
七
二
と
す
る
。
そ
れ
は
、『
易
』
説
卦

伝
の
「
天
を
参
に
し
、
地
を
両
に
し
て
、
数
を
倚
す
」
を
も
じ
っ
た
「
三
統
を
参
に

し
、
四
時
を
両
に
し
て
、
相
い
乗
ず
る
の
数
」（「
三
統
」
の
三
を
三
倍
し
た
九
、「
四

時
」
の
四
を
二
倍
し
た
八
を
相
乗
し
た
数
）
と
説
明
す
る
。
基
数
七
二
を
三
倍
す
る

と
乾
の
策
数
二
一
六
、
二
倍
す
る
と
坤
の
策
数
一
四
四
が
導
け
る
。
そ
れ
も
「
参
天

両
地
」
の
数
理
に
適
っ
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
う
ま
く
易
数
に
よ
っ
て
根

拠
づ
け
た
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
が
、
乾
の
策
数
二
一
六
は
老
陽
三
六
の
六
爻
分
、
坤

の
策
数
一
四
四
は
老
陰
二
四
の
六
爻
分
で
あ
る
の
で
、
七
二
が
三
六
、
二
四
の
倍
数

に
な
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。「
四
営
し
て
易
を
成
す
」
と
は
、
易
卦
の
一

爻
が
決
ま
る
と
い
う
文
義
で
あ
り
、
そ
の
三
変
の
操
作
を
六
回
繰
り
返
し
て
、
一
八

変
で
六
爻
の
易
卦
が
出
来
上
が
る
。
と
こ
ろ
が
、
劉
歆
は
、
経
文
の「
四
営
」と「
十
八

変
」
を
前
後
に
入
れ
替
え
、
一
八
変
を
四
た
び
営
ん
で
七
二
変
す
る
と
「
易
」
が
出

来
上
が
る
と
す
る
。
だ
か
ら
、
一
爻
が
で
き
る
こ
と
を
「
易
を
成
す
」
と
表
現
し
て

い
た
の
に
、
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
劉
歆
の
所
説
は
、
易
理
に
依
拠
す
る
よ
う
で
、
緯

書
暦
ほ
ど
に
忠
実
で
は
な
く
、
経
文
の
原
旨
を
曲
解
し
て
強
引
に
三
統
暦
の
暦
定
数

に
附
会
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
一
卦
の
微
算
策
」
以
下
の
大
数
を
導
く
数
操
作

を
、
易
数
に
依
拠
す
る
と
錯
覚
さ
せ
、
も
っ
と
も
ら
し
く
見
せ
る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ

ク
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

緯
書
暦
の
暦
元
説
と
同
じ
よ
う
に
、
三
微
説
の
一
策
（
一
析
）
を
一
日
に
当
て
て

理
論
的
な
整
合
性
を
求
め
る
な
ら
ば
、
太
極
上
元
の
積
日
数
は
八
六
億
三
四
一
六
万

三
二
〇
〇
日
で
あ
る
。
そ
の
日
数
は
、
策
数
一
一
五
二
〇
の
倍
数
に
な
ら
な
い
か
ら
、

太
極
上
元
を
さ
ら
に
三
倍
し
た
大
周
期
を
算
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

三
統
暦
の
太
極
上
元
説
か
ら
緯
書
暦
の
二
七
六
万
歳
の
暦
元
説
が
導
か
れ
た
と
す
る

よ
り
、
そ
の
逆
で
あ
る
と
し
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。

漢
志
掲
載
の
三
統
暦
の
論
述
に
お
い
て
、
前
掲
文
の
少
し
前
に
『
易
九
阨
』
の
陽

六
百
六
の
災
厄
説
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
、
緯
書
暦
が
数
理
基
盤
と
し
た
暦
術
の

存
在
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
暦
運
説
は
、
顓
頊
暦
（
ま
た
は
古
四
分
暦
）
の
周

期
説
を
敷
衍
し
、
実
際
に
施
行
す
る
太
初
暦
（
ま
た
は
三
統
暦
）
と
の
一
元
の
年
数

差
五
七
年
に
着
眼
す
る
こ
と
で
、
両
暦
を
折
衷
的
に
接
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、『
乾

鑿
度
』
の
暦
術
に
き
わ
め
て
近
似
す
る
。

そ
の
よ
う
な
易
緯
と
三
統
暦
、
前
漢
六
暦
の
影
響
関
係
は
、
天
文
暦
法
の
形
成
史

に
お
い
て
、
や
や
こ
し
い
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
緯
書
暦
の
算
出
過

程
に
、
五
惑
星
の
「
大
周
」
の
年
数
一
三
万
八
二
四
○
年
を
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
漢
志
掲
載
の
惑
星
周
期
が
、
こ
れ
ま
で
太
初
暦
を
継
承
し
た
も
の
で
は
な
く
、

劉
歆
の
三
統
暦
に
よ
る
独
創
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、『
史
記
』
天

官
書
と
『
漢
書
』
律
暦
志
の
比
較
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、『
五
星
占
』
の
出
現
に
よ
っ
て
、『
史
記
』
天
官
書
の
記
載
が
太
初
暦
の
最
新

デ
ー
タ
で
は
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
先
秦
か
ら
前
漢
に
か
け
て
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の
天
文
暦
術
に
関
す
る
新
出
土
資
料
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
て
お
り
、
古
代
の
天
文

暦
法
史
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
論
者
は
す
で
に
別

稿
を
準
備
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
に
は
深
入
り
し
な
い
。

緯
書
が
基
盤
と
す
る
殷
暦
上
元
が
殷
王
朝
創
立
の
湯
王
元
年
（
前
一
五
六
七
）
か

ら
一
三
万
二
二
四
〇
年
前
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
六
〇
〇
〇
年
の
年
数
差
に
な
っ
て
お

り
、
三
統
暦
の
上
元
は
湯
王
元
年
よ
り
一
四
二
六
六
四
年
前
で
、
五
星
会
聚
周
期
よ

り
三
四
二
四
年
多
く
な
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
て
、
前
漢
六
暦
の
上
元
説
を
明
ら
か

に
補
正
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
前
漢
六
暦
の
段
階
で
、
そ
の
五

星
会
聚
周
期
が
定
式
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
上
元
が
定
め
ら
れ
て
い
た

可
能
性
が
十
分
あ
る
こ
と
だ
け
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

結
び
に
か
え
て

緯
書
と
い
う
特
異
な
「
儒
書
」
が
編
纂
さ
れ
て
い
く
過
程
は
、
ま
さ
に
世
紀
末
の

様
相
を
呈
し
て
お
り
、
終
末
論
、
暦
運
説
が
流
行
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
下
に

あ
っ
た
。
そ
の
混
乱
期
に
乗
じ
て
「
新
」
王
朝
を
建
設
し
た
王
莽
は
、
王
朝
簒
奪
の

謀
反
人
と
し
て
き
わ
め
て
評
判
が
悪
い
。
策
謀
を
巡
ら
し
て
敵
対
者
を
退
け
て
摂
政

に
登
り
詰
め
、
傀
儡
政
権
を
操
っ
て
政
権
を
牛
耳
り
、
さ
ら
に
符
命
を
捏
造
し
て
真

天
子
と
な
る
符
命
を
捏
造
し
、
禅
譲
と
い
う
形
式
で
易
姓
革
命
を
敢
行
す
る
。『
漢

書
』
王
莽
伝
が
描
き
出
す
人
物
像
は
、
狡
猾
極
ま
り
な
い
偽
善
者
で
あ
る
（
（2
（

。

と
こ
ろ
が
、
王
莽
は
儒
者
を
自
任
し
、
絶
大
な
権
力
を
行
使
す
る
独
裁
者
ら
し
か

ら
ぬ
イ
ン
テ
リ
で
あ
り
、
劉
歆
を
は
じ
め
と
し
て
側
近
を
取
り
巻
く
ブ
レ
イ
ン
に
は

経
学
を
修
め
た
人
物
が
多
数
い
て
、
武
力
に
よ
る
国
家
の
転
覆
と
は
対
極
に
位
置
す

る
。
符
命
が
進
言
さ
れ
て
い
く
経
緯
は
、
始
皇
帝
の
時
の
よ
う
に
怪
し
い
方
士
が
唱

え
儒
生
が
阻
止
す
る
と
い
う
図
式
で
は
な
く
、
県
知
事
ク
ラ
ス
の
政
治
家
が
大
い
に

関
与
し
、
上
奏
文
に
は
経
書
が
ふ
ん
だ
ん
に
援
用
さ
れ
る
。
王
莽
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
、

武
力
で
は
な
く
、
経
書
の
権
威
を
振
り
か
ざ
し
た
儒
家
的
な
立
場
か
ら
の
無
血
革
命

で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
希
有
な
政
権
交
代
が
実
現
し
た
前
漢
末
の
政
界
に
は
、
特
異
な
思
想

空
間
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
先
秦
諸
子
百
家
の
学
派
が
解
体
し
、
経
学
的
体
系

の
枠
組
み
に
溶
か
し
込
ま
れ
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
表
向
き
の
看

板
は
儒
家
思
想
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
諸
家
の
折
衷
的
な
混
成
物
で
あ
り
、
思
想

構
造
に
大
き
な
変
容
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
に
古
代
か
ら
中
世
へ
と
移
行
す
る
学
術

思
想
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

王
莽
の
治
世
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
王
莽
伝
に
は
具
体
的
な
政
策
が
散
見
す
る
。

禅
譲
に
よ
る
無
血
革
命
を
成
功
さ
せ
た
だ
け
に
、
儒
家
的
な
立
場
に
よ
る
理
想
国
家

を
実
現
さ
せ
る
意
欲
に
満
ち
て
い
た
。
武
帝
期
以
降
、
経
書
か
ら
汲
み
出
し
た
周
王

朝
の
諸
制
度
を
再
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
拍
車
が
か
か

る
。王

莽
は
、
平
帝
を
擁
立
し
て
大
司
馬
に
返
り
咲
き
、
安
漢
公
の
尊
号
を
賜
っ
て
政

治
の
実
権
を
掌
握
す
る
と
、
劉
歆
等
の
儒
学
者
を
召
し
抱
え
、
諸
制
度
を
整
備
し
て

儒
家
的
な
大
改
革
に
乗
り
出
し
た
。
元
始
四
年
（
紀
元
三
）
八
月
に
は
、
周
王
朝
の

祭
祀
、
政
治
、
教
育
の
場
で
あ
る
明
堂
・
辟
雍
・
霊
台
の
起
工
を
上
奏
し
、
二
〇
日

ほ
ど
で
都
城
南
郊
に
復
元
し
（
大
土
門
村
遺
址
の
礼
制
建
築
群
と
さ
れ
る
）、
翌
年

正
月
に
明
堂
で
儀
礼
を
盛
大
に
挙
行
し
た
（
（2
（

。
ま
た
、
各
地
方
の
学
校
制
度
を
整
備
し
、

前
漢
に
進
行
し
た
思
想
的
な
構
造
改
革
を
承
け
て
、
諸
々
の
学
問
、
技
芸
を
取
り
込

ん
だ
総
合
的
な
学
問
体
系
の
構
築
を
目
論
ん
だ
。
ま
た
、
元
始
四
年
に
は
、
六
経
の

な
か
で
欠
け
て
い
た
楽
経
に
学
官
を
立
て
、
博
士
の
人
員
を
一
経
ご
と
に
五
人
増
し

た
。
そ
し
て
、
在
野
に
い
る
多
様
な
分
野
の
人
材
を
召
集
し
て
、
全
国
規
模
の
討
論

集
会
を
催
し
た
。『
漢
書
』
王
莽
伝
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。一

芸
に
秀
で
て
い
て
一
一
人
以
上
を
教
授
し
て
い
る
天
下
の
人
材
を
徴
集
し
、

逸
礼
・
古
文
尚
書
・
毛
詩
・
周
官
（
周
礼
）・
爾
雅
・
天
文
・
図
讖
・
鍾
律
（
音

律
）・
月
令
・
兵
法
・
史
籀
文
字
な
ど
の
資
料
を
保
有
し
、
そ
れ
に
通
暁
し
た
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者
を
公
車
司
馬
門
に
参
上
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
天
下
の
異
能
の
人
物
を
網
羅

し
、
参
集
し
た
者
は
、
前
後
し
て
千
人
あ
ま
り
に
及
び
、
宮
廷
内
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
自
説
を
弁
論
さ
せ
、
乖
離
、
誤
謬
を
正
し
て
異
説
を
統
一
さ
せ
よ
う
と

し
た
。

召
集
し
た
専
門
家
に
は
、
天
文
、
音
律
や
図
讖
の
技
能
者
、
術
者
が
含
ま
れ
て
お

り
、
緯
書
と
密
接
な
関
連
性
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
議
事
録
に
相
当
す
る
書
物
は
伝

わ
ら
な
い
が
、
後
漢
の
章
帝
建
初
四
年
（
紀
元
七
九
）
一
一
月
か
ら
数
ヶ
月
か
け
て

開
催
さ
れ
た
白
虎
観
会
議
に
先
立
つ
経
学
を
基
軸
に
し
た
思
想
統
一
の
た
め
の
全
国

規
模
の
学
術
集
会
で
あ
る
。
後
漢
の
場
合
、
そ
の
会
議
録
は
班
固
に
よ
っ
て
『
白
虎

通
義
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
緯
書
が
論
拠
と
し
て
多
数
引
用
さ
れ

て
お
り
、
経
書
と
と
も
に
大
き
な
権
威
を
持
つ
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
緯

書
を
研
究
す
る
緯
学
が
国
家
公
認
の
学
問
と
し
て
経
学
と
併
存
さ
れ
る
形
で
盛
行
し

た
の
で
あ
る
。
緯
書
の
成
立
時
期
を
考
え
る
な
ら
ば
、
古
文
学
の
影
響
が
少
な
く
、

王
莽
の
符
命
に
直
接
的
な
関
わ
り
を
見
出
せ
な
い
の
に
、
光
武
帝
が
用
い
た
図
讖
に

近
似
す
る
も
の
を
含
む
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
元
始
四
年
の
学
術
会
議
が
大
き

な
契
機
と
な
り
、
王
莽
が
失
脚
す
る
ま
で
の
約
二
〇
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
す

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

経
学
の
展
開
に
お
い
て
は
、
鄭
玄
が
出
て
、
緯
書
全
般
に
注
釈
を
施
し
、
経
解
釈

に
大
い
に
援
用
す
る
こ
と
で
、
後
漢
の
二
大
学
派
で
あ
る
今
文
学
と
古
文
学
を
折
衷

さ
せ
、
五
経
兼
修
に
緯
書
を
も
包
括
す
る
形
で
経
学
の
集
大
成
を
行
っ
た
。
こ
こ
に

お
い
て
よ
う
や
く
総
合
的
な
学
問
体
系
が
確
立
す
る
（
（2
（

。

中
世
以
降
は
、
王
朝
の
興
亡
を
予
言
す
る
図
讖
は
、
国
家
転
覆
の
危
険
思
想
と
し

て
禁
絶
の
対
象
と
な
り
、
世
間
に
緯
書
が
広
く
流
通
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
鄭
玄

注
を
理
解
す
る
た
め
に
、
緯
書
が
援
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
漢
代
の
緯
学
が

復
活
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
儒
教
を
中
心
と
す
る
中
国
思
想
史
で
は
、

讖
緯
思
想
や
緯
書
は
鄭
玄
の
登
場
に
よ
っ
て
役
割
を
終
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
的
自
然
哲
学
の
展
開
を
考
え
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
漢
代
だ
け

の
影
響
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
自
然
探
究
の
学
問
を
儒
家
的

に
ア
レ
ン
ジ
し
て
経
解
釈
の
世
界
に
導
入
し
、
経
術
と
方
術
、
儒
生
と
方
士
と
い
う

対
立
関
係
の
垣
根
が
取
り
除
か
れ
、
両
者
を
折
衷
、
混
在
さ
せ
た
こ
と
は
、
中
国
的

な
自
然
哲
学
の
形
成
を
大
い
に
促
進
さ
せ
る
場
を
提
供
し
た
。

先
秦
方
術
の
世
界
に
自
生
し
た
自
然
探
究
の
学
問
は
、
科
学
技
術
史
の
見
地
か
ら

眺
め
る
と
、
同
時
代
の
他
の
文
明
圏
を
凌
ぐ
ほ
ど
に
高
度
な
水
準
に
達
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
閉
ざ
さ
れ
た
空
間

に
お
け
る
専
門
的
な
技
能
で
あ
っ
た
。
や
が
て
秦
漢
帝
国
の
官
僚
制
に
組
み
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
次
第
に
実
用
面
で
の
有
用
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

近
年
に
各
地
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
「
日
書
」
に
よ
る
と
、
天
文
、
暦
法
、
医
薬
お
よ

び
占
術
に
関
す
る
社
会
生
活
に
便
利
な
知
識
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
、
広
く
頒
布
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
数
学
に
つ
い
て
も
、『
九
章
算
術
』
に
先
行
す

る
算
術
書
が
い
く
つ
か
出
土
し
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
祖
税
の
徴
集
方
式
、
土
木

工
事
の
仕
事
量
、
俸
給
の
分
配
と
い
っ
た
行
政
上
の
実
用
数
学
を
中
心
と
す
る
計
算

問
題
集
で
あ
り
、『
九
章
算
術
』
に
先
行
す
る
数
学
教
育
の
た
め
の
教
材
と
し
て
流

布
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
、
科
学
、
技
術
ま
た
は
占
術
の
専
門
的
な
知
識
を
扱
う

科
学
教
育
が
な
さ
れ
、
そ
の
対
象
は
専
門
家
の
徒
弟
だ
け
で
は
な
く
、
下
級
官
吏
に

も
及
ん
で
い
た
（
（2
（

。

さ
ら
に
、
災
異
説
、
暦
運
説
、
讖
緯
説
の
流
行
は
、
思
想
界
一
般
に
科
学
知
識
へ

の
関
心
を
高
め
、
専
門
知
識
の
世
俗
化
を
促
し
、
陰
陽
五
行
説
、
天
人
感
応
説
、
物

類
相
感
説
な
ど
の
説
明
原
理
を
思
想
界
に
定
立
さ
せ
た
。
先
秦
の
自
然
探
究
を
主
導

し
た
の
は
、
老
子
の
自
然
哲
学
で
あ
っ
た
が
、
前
漢
の
後
期
に
は
易
が
台
頭
し
、
そ

の
主
体
は
易
象
数
に
基
づ
く
数
理
思
想
に
す
り
替
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
道
家
思

想
が
漢
代
思
想
革
命
を
経
て
後
漢
末
に
道
教
に
変
容
す
る
の
と
並
行
し
て
、
先
秦
方

術
は
易
を
中
核
と
す
る
占
術
と
科
学
が
複
合
し
た
中
世
術
数
学
へ
と
変
容
す
る
。

漢
代
の
易
学
の
主
流
は
、
京
房
の
提
唱
し
た
象
数
易
＝
京
氏
易
で
あ
る
。
京
房
は
、

六
四
卦
を
一
年
に
配
当
し
た
分
卦
直
日
法
（
六
日
七
分
法
）
な
ど
の
諸
技
法
を
考
案
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し
て
経
解
釈
に
適
用
し
た
。
ま
た
、
十
二
律
を
六
十
律
に
敷
衍
す
る
な
ど
、
易
数
と

天
文
律
暦
学
の
結
合
を
企
て
、
易
の
諸
技
法
を
駆
使
し
て
災
異
、
瑞
祥
を
読
み
解
く

独
特
の
災
異
説
、
占
候
易
を
主
張
し
た
。

易
数
と
暦
数
と
を
結
合
さ
せ
た
数
理
思
想
を
発
展
さ
せ
た
の
が
、
易
緯
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
前
漢
の
谷
永
、
後
漢
の
郎
顗
は
、
い
ず
れ
も
京
氏
易
を
学
ん
だ
人
物
で
あ

り
、
二
人
の
間
に
も
数
多
く
の
弟
子
、
追
随
者
が
存
在
し
、
緯
書
の
編
纂
や
伝
播
を

担
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
座
に
お
い
て
、
京
氏
易
が
巻
き
起
こ
し
た
最

も
大
き
な
社
会
的
作
用
は
、
本
稿
で
考
察
し
た
暦
運
説
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。『

易
』
の
解
釈
史
に
お
け
る
京
氏
易
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
研
究
が
存
在
す
る
（
（2
（

。

漢
代
の
象
数
易
は
魏
の
王
弼
の
義
理
易
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
、
京
氏
易
は
宋
代
に
廃

れ
て
先
天
易
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
語
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
宋
代

以
降
に
京
氏
易
の
唱
え
た
象
数
易
理
論
が
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
て
し
ま
う
わ
け
で
は

な
い
。
近
世
に
流
行
し
た
断
易
、
五
行
易
の
基
礎
理
論
に
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、
易

占
術
の
世
界
で
は
中
心
的
な
技
法
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
、
先
天
易
の
数
理
思
想

と
の
折
衷
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
経
学
の
枠
外
に
京
氏
易
が
展
開
し
て
い
る
こ
と

が
、
ま
っ
た
く
見
落
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

暦
運
説
の
展
開
に
お
い
て
は
、
中
世
に
も
受
け
継
が
れ
、
道
教
の
終
末
論
、
唐
宋

の
太
乙
術
な
ど
で
改
変
説
が
唱
え
ら
れ
、
唐
代
、
宋
代
に
は
太
乙
神
信
仰
と
し
て
国

家
の
祭
壇
造
営
も
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
三
善
清
行
の
革
命
勘

文
を
は
じ
め
、
唐
代
の
術
数
書
を
基
盤
と
し
て
易
緯
、
詩
緯
に
遡
及
的
な
解
釈
が
な

さ
れ
、
辛
酉
歳
、
甲
子
歳
に
改
元
を
必
ず
行
う
ほ
ど
に
大
き
な
作
用
を
発
揮
し
た
。

漢
代
の
京
氏
易
や
緯
学
、
暦
運
説
の
中
世
、
近
世
的
な
展
開
は
、
術
数
学
と
い
う
研

究
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
初
め
て
立
ち
現
れ
る
問
題
圏
な
の
で
あ
る
。
本
稿
の
考
察

は
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
総
合
的
な
研
究
の
基
礎
作
業
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
暦
運
説

の
構
造
的
な
特
色
を
総
括
す
る
の
は
、
そ
れ
を
終
え
て
か
ら
の
課
題
と
し
て
お
き
た

い
。

（
1
）　

日
原
利
国
「
災
異
と
讖
緯
―
漢
代
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
」〔「
日
本
中
国
学
会
報
」
二
四
、

三
一
―
四
三
頁
、
一
九
七
二
、
後
に
『
漢
代
思
想
の
研
究
』
所
収
、
研
文
出
版
、
一
九
八
六
〕

参
照
。

（
2
）　

緯
書
、
緯
学
に
関
す
る
考
察
は
、
そ
の
開
拓
者
で
あ
る
安
居
香
山
、
中
村
璋
八
両
氏
の
研
究

に
大
い
に
依
拠
し
て
い
る
。
主
要
な
参
考
文
献
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
安
居
香

山
・
中
村
璋
八
『
緯
書
の
基
礎
的
研
究
』〔
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
〕、
同
『
重
修
緯
書
集
成
』

〔
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
一
～
一
九
九
二
〕、
安
居
香
山
『
緯
書
の
成
立
と
展
開
』〔
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
九
〕、
同
『
予
言
と
革
命
』〔
探
究
社
、
一
九
七
六
〕、
中
村
璋
八
『
五
行
大
義
の
基
礎

的
研
究
』〔
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
六
〕、
同
『
五
行
大
義
校
註
』〔
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
、

増
補
版
、
一
九
九
八
〕、『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』〔
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
、
増
補
版
、
二

〇
〇
〇
〕。
ま
た
、
安
居
香
山
編
『
讖
緯
思
想
の
綜
合
的
研
究
』〔
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
〕、

中
村
璋
八
編
『
緯
学
硏
究
論
叢
―
安
居
香
山
博
士
追
悼
―
』〔
平
河
出
版
社
、
一
九
九
三
〕、『
中

村
璋
八
博
士
古
稀
記
念 

東
洋
学
論
集
』〔
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
〕
に
収
め
る
諸
論
文
に
つ
い

て
も
大
い
に
参
照
し
た
。

（
3
）　

拙
論
「
中
国
古
代
の
暦
運
説
―
数
理
と
展
開
」〔
水
上
雅
晴
編
『
年
号
と
東
ア
ジ
ア
―
改
元

の
思
想
と
文
化
―
』
所
収
、
五
四
七
―
五
七
二
頁
、
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
〕
参
照
。

（
4
）　

緯
書
の
日
本
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
安
居
香
山
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
及
ぼ
せ
る
緯
書
思
想
の

影
響
に
つ
い
て
―
特
に
革
命
勘
文
を
中
心
と
し
て
」〔『
浄
土
教
の
思
想
と
文
化
：
恵
谷
先
生
古

稀
記
念
』
所
収
、
一
三
五
九
―
一
三
七
九
頁
、
佛
教
大
学
、
一
九
七
二
〕、「
わ
が
国
に
於
け
る

改
元
と
緯
書
思
想
」〔『
日
本
文
化
と
浄
土
教
論
攷
』
所
収
、
一
三
―
三
二
頁
、
井
川
博
士
喜
寿

記
念
会
出
版
部
（
専
称
寺
内
）、
一
九
七
四
〕、『
中
国
神
秘
思
想
の
日
本
へ
の
展
開
』〔
大
正
大

学
選
書
五
、
大
正
大
学
出
版
部
、
一
九
八
三
〕、
所
功
『
年
号
の
歴
史
：
元
号
制
度
の
史
的
研
究
』

〔
雄
山
閣BO

O
K

S

二
二
、
雄
山
閣
、
一
九
八
八
、
増
補
版
、
一
九
八
九
〕、
佐
藤
均
『
革
命
・

革
令
勘
文
と
改
元
の
研
究
』〔
佐
藤
均
著
作
集
刊
行
会
、
一
九
九
一
〕、
趙
立
男
「
緯
書
の
成
立

お
よ
び
日
本
へ
の
流
伝
―
『
易
緯
』
と
孟
京
易
学
を
中
心
に
―
」〔「
ア
ジ
ア
文
化
研
究
」
一
五
、

一
四
七
―
一
五
八
頁
、
二
〇
〇
八
〕、
末
永
高
康
「
術
数
の
原
理
―
『
兼
良
公
三
革
説
』
を
中

心
に
―
」〔
水
上
雅
晴
編
『
年
号
と
東
ア
ジ
ア
―
改
元
の
思
想
と
文
化
―
』
所
収
、
五
九
七
―

六
一
七
頁
、
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
〕、
孫
英
剛
「
三
善
清
行
「
革
命
勘
文
」
に
見
ら
れ
る
緯

学
思
想
と
七
～
九
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
政
治
」〔
原
題
「
三
善
清
行
《
革
命
勘
文
》
所
見
緯
学
思

想
与
七
―
九
世
紀
的
東
亜
政
治
」、
田
中
良
明
訳
、
水
口
幹
記
編
『
前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
〈
術
数
文
化
〉』〔
ア
ジ
ア
遊
学
二
四
四
〕
所
収
、
一
二
六
―
一
四
二
頁
、
勉
誠
出
版
、
二
〇

二
〇
〕
お
よ
び
拙
論
「
三
善
清
行
『
革
命
勘
文
』
所
引
の
緯
書
暦
運
説
」〔『
中
村
璋
八
博
士
古

稀
記
念　

東
洋
学
論
集
』
所
収
、
九
六
五
―
九
八
二
頁
、
汲
古
書
院
、
一
九
六
六
〕
等
参
照
。

（
5
）　

論
者
は
、
漢
代
の
暦
運
説
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
論
文
を
離
散
的
に
発
表
し
て

註
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き
た
。
そ
れ
ら
の
論
考
の
大
部
分
は
、
一
九
八
三
年
に
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
博
士

課
程
に
進
学
し
て
か
ら
文
学
部
助
手
を
経
て
信
州
大
学
に
赴
任
し
、
一
九
九
五
年
に
再
び
京
都

に
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
期
間
に
取
り
組
ん
だ
中
国
思
想
史
研
究
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
緯
書
研
究
に
関
し
て
は
、
そ
の
開
拓
者
で
あ
る
安
居
香
山
、
中
村
璋
八
両
氏
に
個
人
的
に

指
導
を
仰
ぎ
、
安
居
香
山
氏
の
『
中
国
の
神
秘
思
想
と
緯
書
』「
エ
ピ
ロ
ー
グ
―
中
国
思
想
研

究
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
」〔
平
河
出
版
社
、
一
九
八
八
〕
に
お
い
て
「
易
緯
へ
の
挑
戦
」
と
い

う
大
き
な
課
題
を
も
ら
っ
た
お
蔭
で
、
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
転

任
し
た
人
文
科
学
研
究
所
で
は
科
学
史
研
究
室
に
所
属
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
の

大
部
分
は
未
定
稿
の
ま
ま
と
な
り
、
い
く
つ
か
の
論
文
集
に
部
分
的
な
考
察
を
投
稿
す
る
に
留

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
科
学
と
占
術
が
結
合
し
た
術
数
学
と
い
う
未
開
拓
の
研
究
分
野
の
総
合
的

研
究
に
乗
り
出
し
、『
五
行
大
義
』、
陰
陽
道
資
料
お
よ
び
新
出
の
出
土
簡
帛
資
料
な
ど
を
含
め

た
考
察
を
試
み
、
先
秦
方
術
か
ら
漢
代
思
想
を
フ
ィ
ル
タ
ー
に
し
て
中
世
、
近
世
へ
と
展
開
す

る
流
れ
を
追
跡
し
、
科
学
思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
通
時
代
的
な
研
究
を
試
み
た
。
そ
の

研
究
作
業
に
お
い
て
、
緯
書
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
論
考
を
補
強
す
る
論
材
を
得
て
、
部
分
的

な
修
正
の
必
要
性
を
自
覚
し
た
が
、
中
途
半
端
な
形
で
放
置
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

二
〇
一
四
年
頃
か
ら
暦
運
説
の
遡
及
的
考
察
を
基
軸
に
し
て
研
究
を
再
開
さ
せ
た
。
そ
の
契
機

と
な
っ
た
の
は
、
人
文
研
で
主
宰
す
る
術
数
学
研
究
会
に
お
い
て
、
近
藤
浩
之（
北
海
道
大
学
）、

水
上
雅
晴
（
琉
球
大
学
、
後
に
中
央
大
学
）、
石
井
行
雄
（
北
海
道
教
育
大
学
）
の
三
氏
の
中

心
と
す
る
北
大
研
究
グ
ル
ー
プ
と
合
同
で
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
易
学
関
連
資
料
合
同
調
査

を
行
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
後
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
出
入
り
し
て
い
た
髙
田
宗
平
氏

の
発
案
で
、
二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
の
三
年
間
、
北
大
グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
術
数
学
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
名
和
敏
光
氏
（
山
梨
県
立
大
学
准
教
授
）
等
を
誘
っ
て
歴
博
の
公
募
研
究
と

し
て
年
号
勘
文
資
料
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
に
至
り
（
代
表
者
：
水
上
雅

晴
、
研
究
課
題
「
廣
橋
家
旧
蔵
文
書
を
中
心
と
す
る
年
号
勘
文
資
料
の
整
理
と
研
究
」）、
研
究

に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
歴
博
に
お
い
て
廣
橋
家
旧
蔵
文
書
等
を
調
査
す
る
と
、
日

本
伝
存
資
料
の
検
討
が
大
い
に
不
足
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
見
直
す
必
要
性
を

大
い
に
痛
感
し
た
。
同
時
に
ま
た
、
年
号
勘
文
、
革
命
勘
文
の
関
連
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て

日
本
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
具
体
的
様
相
を
探
る
と
い
う
大
き
な
研
究
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
た
。

　
　
　

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
再
検
討
し
、
二
〇
一
七
年

一
○
月
二
一
日
・
二
二
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
歴
博
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
年

号
と
東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
文
化
」
で
の
研
究
発
表
（
題
目
「
中
国
古
代
の
暦
運
思
想
」）
の
た

め
に
準
備
し
た
研
究
ノ
ー
ト
を
加
筆
、
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
扱
う
議
論

は
、
紙
面
の
都
合
上
、
漢
代
に
限
る
こ
と
と
し
、
後
世
的
な
展
開
に
つ
い
て
は
掲
載
を
見
送
る

こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
年
号
勘
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
論
者
が
担
当
し
た
革
年
改
元
の
遡

及
的
考
察
に
お
い
て
は
、
遺
憾
な
が
ら
日
本
残
存
資
料
を
検
討
し
た
考
察
を
十
分
に
反
映
さ
せ

る
に
至
ら
ず
、
本
論
に
至
ら
な
い
基
礎
作
業
に
終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。
歴
博
で
の

研
究
成
果
論
文
と
し
て
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
が
、
今
後
に
続
編
を
準
備
し
て
い
る
の

で
、
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

な
お
、
論
考
の
一
部
は
、「
中
国
古
代
の
暦
運
説
―
数
理
と
展
開
」
と
題
し
て
、
水
上
雅
晴

編
『
年
号
と
東
ア
ジ
ア
―
改
元
の
思
想
と
文
化
―
』〔
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
、
注
三
参
照
〕

に
掲
載
し
た
ほ
か
、
拙
著
『
術
数
学
の
思
考
―
交
叉
す
る
科
学
と
占
術
』〔
臨
川
書
店
、
二
〇

一
八
〕
に
お
い
て
も
簡
略
化
し
て
論
及
し
た
。
い
ず
れ
も
中
間
報
告
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
前

者
に
お
い
て
は
本
稿
に
未
収
録
の
中
世
、
近
世
的
展
開
の
考
察
が
要
約
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は

研
究
の
立
脚
点
と
な
っ
て
い
る
術
数
学
と
い
う
研
究
領
域
と
科
学
思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
概

説
し
て
あ
る
の
で
、
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
発
表
論
文
と
議
論

が
重
複
し
な
い
よ
う
に
、
個
別
的
な
考
察
を
包
括
し
て
全
体
像
を
素
描
す
る
こ
と
に
力
点
を
置

い
て
、
検
討
済
み
の
論
証
は
で
き
る
だ
け
省
略
し
て
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、『
五
星
占
』
の
惑

星
運
動
論
や
緯
書
暦
の
数
理
構
造
に
お
い
て
、
結
論
だ
け
を
掻
い
摘
ま
ん
で
説
明
す
る
だ
け
な

の
で
、
細
部
に
わ
た
る
文
献
学
的
な
考
証
と
推
論
に
関
心
が
あ
る
場
合
に
は
、
注
記
し
た
前
論

文
に
立
ち
戻
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
補
記
し
て
お
く
。

（
6
）　

先
秦
か
ら
漢
に
至
る
星
辰
観
、
惑
星
観
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
先
秦
の
惑
星
観
―
五

星
運
動
論
形
成
前
史
」〔
武
田
時
昌
・
麥
文
彪
共
編
『
天
と
地
の
科
学
』
所
収
、
二
二
五
―
二

四
七
頁
、
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
九
。
後
に
臨
川
書
店
よ
り
再
販
、
二
〇
二
一
〕、
同
「
先

秦
星
辰
考
―
惑
星
と
彗
星
の
あ
い
だ
」〔
名
和
敏
光
編
『
東
ア
ジ
ア
思
想
・
文
化
の
基
層
構
造

―
術
数
と
『
天
地
瑞
祥
志
』』
所
収
、
三
―
一
七
頁
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
〕
参
照
。

（
7
）　

以
下
の
論
考
に
先
だ
っ
て
、
拙
論
「
緯
書
暦
法
考
―
前
漢
末
の
経
学
と
科
学
の
交
流
」〔
山

田
慶
兒
編
「
中
国
古
代
科
学
史
論
」、
五
五
―
一
二
〇
頁
、
一
九
八
九
〕
を
発
表
し
て
い
る
が
、

こ
の
時
点
で
は
馬
王
堆
帛
書
『
五
星
占
』
に
よ
る
顓
頊
暦
の
数
理
的
考
察
が
十
分
で
は
な
く
、

後
世
的
な
展
開
が
あ
ま
り
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
。
本
稿
の
議
論
は
、
緯
書
暦
と
顓
頊
暦
か
ら

後
漢
四
分
暦
に
至
る
漢
代
暦
法
の
流
れ
に
お
い
て
、
緯
書
暦
の
数
理
構
造
を
再
検
討
し
て
、
そ

の
補
訂
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
8
）　

本
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
て
、
中
国
古
代
の
天
文
暦
法
に
関
し
て
は
、『
藪
内
清
著
作
集
』〔
臨

川
書
店
、
二
〇
一
七
～
二
〇
二
〇
〕
に
再
録
し
た
諸
論
考
、
と
り
わ
け
第
一
巻
「
定
本 

中
国

の
天
文
暦
法
」、
第
二
巻「
漢
書
律
暦
志
の
研
究
／
隋
唐
暦
法
史
の
研
究
」を
大
い
に
参
照
し
た
。

漢
代
の
天
文
暦
術
の
思
想
史
的
考
察
に
は
、
堀
池
信
夫
『
漢
魏
思
想
史
研
究
』〔
明
治
書
院
、

一
九
八
八
〕、
川
原
秀
城
『
中
国
の
科
学
思
想
：
両
漢
天
学
考
』〔
創
文
社
、
一
九
九
六
〕、
髙

橋
あ
や
の
『
張
衡
の
天
文
学
思
想
』〔
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
〕
等
が
あ
る
。

（
9
）　

漢
初
の
五
星
会
聚
説
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
五
星
会
聚
説
の
数
理
的
考
察
（
上
）（
下
）
―

秦
漢
に
お
け
る
天
文
暦
術
の
一
側
面
」〔「
中
国
思
想
史
研
究
」
三
一
、
一
―
三
二
頁
、
二
〇
一

〇
、
同
三
二
、
一
―
三
〇
頁
、
二
〇
一
一
〕
の
論
考
を
踏
ま
え
る
。

（
10
）　
『
東
洋
天
文
学
史
論
叢
』〔
恒
星
社
、
一
九
四
三
、
後
に
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
八
九
〕、
斉

藤
国
治
・
小
沢
賢
二
『
中
国
古
代
の
天
文
記
録
の
検
証
』〔
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
二
〕
参
照
。

（
11
）　
『
五
星
占
』
の
惑
星
運
動
論
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
太
白
行
度
考
―
中
国
古
代
の
惑
星
運
動
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論
（
一
）〔「
東
方
学
報
」
京
都
八
五
、
一
―
四
四
頁
、
二
〇
一
〇
〕
で
の
数
理
的
な
考
察
を
踏

ま
え
る
。

（
12
）　
『
石
氏
星
経
』
星
表
の
観
測
年
代
は
、
藪
内
清
・
前
山
保
勝
両
氏
に
よ
っ
て
紀
元
前
七
〇
年

頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
藪
内
清
「
漢
代
に
お
け
る
観
測
技
術
と
石
氏
星
経
の
成
立
」〔「
東
方

学
報
」
京
都
三
〇
（
中
国
古
代
科
学
技
術
史
の
研
究
）、
一
―
三
八
頁
、
一
九
五
九
、
後
に
『
中

国
の
天
文
暦
法
』
第
一
部
・
第
二
章
「
漢
代
に
お
け
る
観
測
技
術
と
石
氏
星
経
の
成
立
」〔
臨

川
書
店
、
一
九
六
九
、
増
補
版
、
一
九
九
〇
〕、『
藪
内
清
著
作
集
』
第
一
巻
に
収
録
、
二
〇
一

七
）、M

aeyam
a Y

asukatsu

（
前
山
保
勝
）‘O

n the A
stronom

ical D
ata of A

ncient 
China

（ca.-100

～+200

）: A
 N

um
erical A

nalysis 

（part

Ⅰ, 

Ⅱ

）’, “
A

chieves 
Internationals d`H

istoire des sciences” X
X

X
/X

CV
ii, 247-276, 1975, X

X
X

i/
X

CV
ii, 27-58, 1976

。

（
13
）　

王
莽
の
生
涯
や
そ
の
政
治
的
変
革
に
つ
い
て
は
、
東
晋
次
『
王
莽
：
儒
家
の
理
想
に
憑
か
れ

た
男
』〔
白
帝
社
ア
ジ
ア
史
選
書
〇
〇
三
、
白
帝
社
、
二
〇
〇
三
〕、
渡
邉
義
浩
『
王
莽
：
改
革

者
の
孤
独
』〔
あ
じ
あ
ブ
ッ
ク
ス
〇
七
四
、
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
二
〕、
同
『「
古
典
中
国
」

の
形
成
と
王
莽
』〔
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
〕
等
が
あ
る
。

（
14
）　

王
莽
、
光
武
帝
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
お
け
る
図
讖
、
符
命
の
役
割
は
、
安
居
、
中
村
両
氏
の
緯

書
研
究
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
研
究
書
が
あ
り
、
そ
の
論
文
リ
ス

ト
が
安
居
香
山
編
『
讖
緯
思
想
の
綜
合
的
研
究
』
の
末
尾
〔
峯
崎
秀
雄
編
、
四
二
七
―
四
三
九

頁
〕
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
お
い
て
、
板
野
長
八
氏
の
論
考
が
『
儒
教
成
立
史
の

研
究
』〔
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
〕
に
ま
と
め
ら
れ
た
ほ
か
、
目
新
し
い
論
考
と
し
て
以
下
の

よ
う
な
論
文
が
あ
る
。
間
嶋
潤
一
「
禅
譲
と
太
平
国
家
―
「
尚
書
中
候
」
に
お
け
る
禅
譲
神
話
」

〔「
中
国
文
化
」
五
二
、
一
二
―
二
七
頁
〕、
一
九
九
四
〕、
同
「
尚
書
中
候
」
に
お
け
る
殷
湯
の

受
命
神
話
に
つ
い
て
」〔「
中
国
文
化
」
五
四
、
一
六
―
二
八
頁
、
一
九
九
六
〕、
同
「
鄭
玄
『
尚

書
注
』
と
『
尚
書
大
伝
』
―
周
公
居
摂
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」〔「
東
洋
史
研
究
」
六
〇
―
四
、

七
〇
〇
―
七
三
二
頁
、
二
〇
〇
二
〕、
同
「
周
公
と
王
莽
：
王
莽
期
に
お
け
る
周
公
居
摂
践
阼

の
解
釈
」〔「
中
国
文
化
：
研
究
と
教
育
」
六
三
、
一
―
一
四
頁
、
二
〇
〇
五
〕、
同
「『
尚
書
中

候
』
の
受
命
神
話
―
皋
陶
・
秦
の
穆
公
の
場
合
」〔「
香
川
大
学
国
文
研
究
」
三
一
、
一
八
―
二

五
頁
、
二
〇
〇
六
〕、
岩
本
憲
司
「“
白
魚
と
赤
烏
”
の
話
―
両
漢
に
於
け
る
五
徳
終
始
説
の

変
遷
に
関
す
る
特
異
事
例
」〔「
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
」
三
一
、
一
―
一
三
頁
、
一
九
九
八
〕、

同
「
緯
書
と
古
文
学
―
左
氏
説
を
中
心
に
」〔「
中
国
研
究
集
刊
」
五
〇
、
一
六
―
三
二
頁
、
二

〇
一
〇
〕、
保
科
季
子
「
漢
代
に
お
け
る
「
道
術
」
の
展
開
―
経
学
・
讖
緯
・
術
数
」〔「
史
林
」

八
三
―
五
、
七
五
九
―
七
九
一
頁
、
二
〇
〇
〇
〕、
同「
受
命
の
書
―
漢
受
命
伝
説
の
形
成
」〔「
史

林
」
八
八
―
五
、
六
九
九
―
七
二
五
頁
、
二
〇
〇
五
〕、
同
「
張
良
と
太
公
望 : 

漢
六
朝
期
受

命
思
想
に
お
け
る
「
佐
命
」」〔「
寧
楽
史
苑
」
五
九
、
一
―
一
三
頁
、
二
〇
一
四
〕、
釜
谷
武
志

「
漢
代
文
学
と
讖
緯
思
想
」〔「
文
化
学
年
報
」（
神
戸
大
学
）
二
五
、
二
九
―
五
五
頁
、
二
〇
〇

六
〕、
春
本
秀
雄
「「
緯
書
研
究
」
と
そ
の
展
開 

：
中
国
学
の
ベ
ク
ト
ル
と
復
活
」〔『
中
国
学

の
十
字
路
：
加
地
伸
行
博
士
古
稀
記
念
論
集
』
所
収
、
二
三
〇
―
二
四
六
頁
、
研
文
出
版
、
二

〇
〇
六
〕、
趙
立
男
「
符
応
か
ら
讖
緯
へ
の
道
―
讖
緯
成
立
へ
の
一
試
論
」〔「
名
古
屋
大
学
人

文
科
学
研
究
」
三
五
、
九
七
―
一
〇
八
頁
、
二
〇
〇
六
〕、
同
「
符
応
と
讖
緯
―
漢
代
思
想
へ

の
一
試
論
」〔「
ア
ジ
ア
文
化
研
究
」
一
八
、
七
九
―
九
二
頁
、
二
〇
一
一
〕、
池
田
雅
典
「
光

武
帝
の
図
讖
「
信
奉
」」〔「
東
洋
研
究
」
一
七
九
、
六
一
―
八
三
頁
、
二
〇
一
一
〕、
三
浦
雄
城

「
両
漢
期
に
お
け
る
儒
家
的
符
瑞
思
想
の
展
開
」〔「
東
洋
学
報
」（
東
洋
文
庫
和
文
紀
要
）
九
八

―
一
、
一
―
二
九
頁
、
二
〇
一
六
〕。
讖
緯
思
想
の
成
立
と
漢
代
的
展
開
に
関
す
る
中
国
書
に
、

鐘
肇
鵬
『
讖
緯
論
略
』〔
国
学
叢
書
第
四
冊
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
一
〕、
黄
復
山
『
東

漢
讖
緯
学
新
探
』〔
経
学
研
究
叢
刊
三
、
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
〇
〇
〕、
蕭
登
福
『
讖
緯
与
道

教
』〔
文
史
哲
大
系
一
五
一
、
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
〕、
徐
興
無
『
讖
緯
文
献
与
漢
代
文
化

構
建
』〔
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
〕、
殷
善
培
『
讖
緯
思
想
研
究
』〔
中
国
学
術
思
想
研
究
輯
刊
・

初
編
第
二
一
冊
、
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
八
〕、
同
『
讖
緯
中
的
宇
宙
秩
序
』〔
中
国
学

術
思
想
研
究
輯
刊
・
初
編
第
二
二
冊
、
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
八
〕、
周
徳
良
『《
白
虎

通
》
讖
緯
思
想
之
歴
史
研
究
』〔
中
国
学
術
思
想
研
究
輯
刊
・
初
編
第
二
三
冊
、
花
木
蘭
文
化

出
版
社
、
二
〇
〇
八
〕、
林
政
言
『
讖
緯
学
研
究
』〔
中
国
学
術
思
想
研
究
輯
刊
・
四
編
第
二
七

冊
、
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
九
〕、
任
蜜
林
『
漢
代
內
学 : 

緯
書
思
想
通
論
』〔
儒
道
釈

博
士
論
文
叢
書
、
巴
蜀
書
社
、
二
〇
一
一
〕
等
が
あ
る
。

（
15
）　

卦
運
の
易
説
に
つ
い
て
は
、
久
野
昇
一
「
谷
永
の
所
謂
无
妄
の
卦
運
に
就
い
て
」〔『
加
藤
博

士
還
暦
記
念
東
洋
史
集
説
』
所
収
、
二
四
五
―
二
六
二
頁
、
冨
山
房
、
一
九
四
一
〕、
同
「
易

緯
に
見
え
た
る
軌
に
就
い
て
」〔「
東
洋
学
報
」
三
一
―
一
、
七
九
―
九
六
頁
、
一
九
四
七
〕、

小
沢
文
四
郎
「
易
緯
に
つ
い
て
」〔「
東
洋
大
学
紀
要
人
文
科
学
篇
」
一
○
、
五
一
―
六
六
頁
、

一
九
五
七
、
又
『
漢
代
易
学
の
研
究
』
所
収
〕、
林
金
泉
「
易
緯
徳
運
説
の
歴
数
に
つ
い
て
」〔
李

黎
明
訳
、
安
居
香
山
追
悼
論
文
集
『
緯
学
研
究
論
叢
』
所
収
、
一
八
〇
―
二
〇
九
頁
、
平
河
出

版
社
、
一
九
九
三
〕、
辛
賢
『
漢
易
術
数
論
硏
究
』〔
汲
古
書
店
、
二
〇
〇
二
〕、
同
「
易
緯
に

お
け
る
世
軌
と
『
京
氏
易
伝
』」〔
渡
邉
義
浩
編
『
両
漢
に
お
け
る
易
と
三
礼
』
所
収
、
八
三
―

一
一
三
頁
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
〕
等
が
あ
る
。
易
緯
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
註
（
18
）
も

あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）　

四
始
五
際
説
に
つ
い
て
は
、
久
野
昇
一
「
四
始
五
際
の
思
想
に
就
い
て
」〔「
東
洋
学
報
」
二

八
―
三
、
四
二
二
―
四
四
九
頁
、
一
九
四
一
〕、
渡
辺
弘
一
郎
「
詩
家
の
四
始
に
就
い
て
」〔「
東

京
文
理
科
大
学
漢
文
学
会
報
」
一
一
、
六
六
―
八
五
頁
、
一
九
四
一
〕、
安
居
香
山
『
緯
書
の

成
立
と
展
開
』
前
編
第
五
章
第
二
節
「
斉
詩
学
と
詩
緯
と
の
思
想
的
考
察
」〔
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
九
〕、
堀
池
信
夫
「
緯
学
詩
説
考
―
四
始
五
際
と
三
期
・
三
気
―
」〔
安
居
香
山
追
悼
論

文
集
『
緯
学
研
究
論
叢
』
所
収
、
八
五
―
一
一
一
頁
、
平
河
出
版
社
、
一
九
九
三
〕
お
よ
び
拙

論
「
中
国
古
代
の
暦
運
説
―
数
理
と
展
開
」〔
水
上
雅
晴
編
『
年
号
と
東
ア
ジ
ア
―
改
元
の
思

想
と
文
化
―
』
所
収
、
五
四
七
―
五
七
二
頁
、
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
〕
参
照
。

（
17
）　
『
太
平
御
覧
』
巻
一
七
、
歳
の
引
用
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
尚
書
考
靈
曜
曰
、
天
地

開
闢
、
元
歴
紀
名
、
月
首
甲
子
冬
至
、
日
月
五
緯
、
俱
起
牽
牛
初
、
日
月
若
懸
璧
、
五
星
若
編

珠
、
青
龍
甲
子
、
攝
提
格
孳
」。
割
注
「
青
龍
、
歳
也
。
歳
在
寅
、
曰
攝
提
格
。
孳
猶
生
也
」。
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（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
審
査
終
了
）

ま
た
、『
太
平
御
覽
』
卷
七
、
瑞
星
に
は
、「
尚
書
考
霊
曜
曰
、
天
地
開
闢
、
甲
子
冬
至
、
日
月

五
星
、
俱
起
牽
牛
初
、
日
月
若
懸
璧
、
仰
觀
天
形
、
如
車
蓋
、
衆
星
纍
纍
、
如
連
貝
」
と
あ
る
。

『
初
学
記
』
巻
一
、
天
第
一
の
「
璧
月
・
珠
露
」
条
で
は
「
尚
書
中
候
曰
、
天
地
開
闢
、
甲
子

冬
至
、
日
月
若
懸
璧
、
五
星
若
編
珠
」、
星
第
四
の
「
編
珠
・
連
貝
」
条
で
は
「
尚
書
中
候
曰
、

天
地
開
闢
、
甲
子
冬
至
、
日
月
若
懸
璧
、
五
星
若
編
珠
。
尚
書
考
霊
曜
曰
、
日
月
五
星
、
冬
至

起
牽
牛
、
日
月
若
懸
璧
、
仰
觀
天
形
、
如
車
葢
、
衆
星
纍
纍
、
如
連
貝
」
と
あ
る
。『
周
髀
算
経
』

巻
下
、
趙
爽
注
に
は
「
考
霊
曜
曰
、
月
首
甲
子
冬
至
、
日
月
五
星
、
俱
起
牽
牛
初
、
日
月
若
合

璧
、
五
星
如
聯
珠
、
青
龍
甲
寅
、
攝
提
格
孳
並
（「
孳
」
ま
た
は
「
生
」
の
誤
り
）、
四
千
五
百

六
十
歳
、
積
及
初
（「
精
反
初
」
の
誤
り
）」
と
あ
る
。
こ
の
他
、『
玉
燭
宝
典
』
等
の
引
用
文

に
も
、
い
く
つ
か
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
〔『
重
修
緯
書
集
成
』
巻
二
、
三
一
・
三
二
頁
参
照
〕。

（
18
）　

易
緯
に
つ
い
て
は
、
中
村
璋
八
「
易
緯
佚
文
よ
り
見
た
る
現
行
本
易
緯
の
性
格
に
つ
い
て
」

〔『
内
野
博
士
還
暦
記
念
東
洋
学
論
集
』、
五
七
―
七
〇
頁
、
一
九
六
四
、
又
『
緯
書
の
基
礎
的

研
究
』
所
収
〕、
同
「
易
緯
に
つ
い
て
（
一
）・（
二
）」〔「
駒
沢
大
学
外
国
語
学
部
論
集
」
二
一
、

一
―
一
七
頁
、「
駒
沢
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
」
一
四
、
一
―
一
四
頁
、
一
九
八
五
〕
参
照
。

易
緯
の
研
究
に
は
、
註
（
15
）
に
掲
載
し
た
論
考
に
加
え
て
、
趙
立
男
「
孟
京
易
学
と
『
易
緯
』」

〔「
名
古
屋
大
学
中
国
哲
学
論
集
」
五
、
四
五
―
六
四
頁
、
二
〇
〇
六
〕
お
よ
び
藤
田
衛
氏
に
一

連
の
研
究
が
あ
り
、
二
〇
一
九
年
度
に
広
島
大
学
に
提
出
さ
れ
た
博
士
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
藤
田
氏
の
主
要
な
論
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
緯
書
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」〔「
東

洋
古
典
学
研
究
」
三
九
、
一
九
―
四
五
頁
、
二
〇
一
五
〕、「『
易
緯
乾
鑿
度
』
上
下
二
巻
に
附

さ
れ
た
鄭
玄
注
の
真
偽
」〔「
東
洋
古
典
学
研
究
」
四
一
、
一
―
一
九
頁
、
二
〇
一
六
〕、『
易
緯
』

爻
辰
説
の
考
察
〔「
日
本
中
国
学
会
報
」
六
九
、
三
―
一
八
、
二
〇
一
七
〕、「『
易
緯
』
八
種
の

真
偽
問
題
に
つ
い
て
」〔「
東
洋
古
典
学
研
究
」
四
三
、
一
―
二
〇
頁
、
二
〇
一
七
〕、「『
易
緯

稽
覧
図
』
に
見
え
た
る
卦
気
説
：
京
氏
易
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
」〔「
東
洋
古
典
学
研
究
」
四

四
、
一
―
一
六
頁
、
二
〇
一
七
〕、「『
易
緯
』「
推
厄
所
遭
法
」
の
解
析
：『
周
易
命
期
略
秘
伝
』

を
参
考
に
し
て
」〔「
東
洋
古
典
学
研
究
」
四
五
、
一
―
一
七
頁
、
二
〇
一
八
〕、「O

n the 
genealogy of the Y

iw
ei 

易
緯
」〔「
東
洋
古
典
学
研
究
」
四
六
、
一
―
八
頁
、
二
〇
一
八
〕。

（
19
）　

三
統
暦
の
理
論
構
造
お
よ
び
後
漢
四
分
暦
と
緯
書
暦
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
川
原
秀
城

「
三
統
暦
の
世
界
―
経
学
成
立
の
一
側
面
」〔「 

中
国
思
想
史
研
究
」
創
刊
号
、
六
七
―
一
〇
五

頁
、
一
九
七
七
〕、
同
「
後
漢
・
四
分
暦
の
世
界
―
蔡
邕
の
律
暦
思
想
」〔「
中
国
思
想
史
研
究
」

四
、
七
一
―
一
〇
四
、
一
九
八
一
〕
参
照
。

（
20
）　

王
莽
期
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
信
一
郎
『
中
国
古
代
国
家
の
思
想
構
造 : 

専
制
国
家
と

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』〔
校
倉
書
房
、
一
九
九
四
〕、
同
『
中
国
古
代
の
財
政
と
国
家
』〔
汲
古
書
院
、

二
〇
一
〇
〕、
金
子
修
一
『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』〔
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
〕、
目
黒
杏
子
「
王

莽
『
元
始
儀
』
の
構
造
―
前
漢
末
に
お
け
る
郊
祀
の
変
化
―
」〔「
洛
北
史
学
」
八
、
八
五
―
一

〇
三
頁
、
二
〇
〇
六
〕、
同
「
後
漢
郊
祀
制
と
『
元
始
故
事
』」〔「
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
」
三

六
、
三
四
―
六
七
、
二
〇
〇
八
〕、
飯
田
祥
子
「
王
莽
政
権
支
持
者
の
検
討 : 

平
帝
期
に
お
け

る
王
莽
と
諸
生
の
関
係
を
中
心
と
し
て
」〔「
東
洋
学
報
」（
東
洋
文
庫
和
文
紀
要
）
九
五
―
三
、

二
二
九
―
二
五
六
頁
、
二
〇
一
三
〕
等
が
あ
る
。

（
21
）　

王
莽
期
の
礼
制
建
築
遺
址
に
つ
い
て
は
、
唐
金
裕
「
西
安
西
郊
漢
代
建
築
遺
址
発
掘
報
告
」

〔『
考
古
学
報
』
一
九
五
九
―
二
、
四
五
―
五
五
、
一
九
五
九
〕、
王
世
仁
「
漢
長
安
城
南
郊
礼

制
建
築
（
大
土
門
村
遺
址
）
原
状
的
推
測
」〔『
考
古
』
一
九
六
三
―
九
、
五
〇
一
―
五
一
五
頁
、

一
九
六
三
〕、
楊
鴻
勛
「
従
遺
址
看
西
漢
長
安
明
堂
（
辟
雍
）
形
制
」〔『
建
築
考
古
学
論
文
集
』、

一
六
九
―
二
〇
〇
頁
、
北
京
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
年
〕、
同
「
明
堂
泛
論
：
明
堂
的
考

古
学
硏
究
」〔「
東
方
学
報
」
京
都
七
〇
、
一
―
九
四
頁
、
一
九
九
八
〕、
永
井
弥
人
「
前
漢
末

期
の
明
堂
建
設
に
於
け
る
王
莽
の
意
図
」〔「
日
本
中
国
学
会
報
」
四
八
、
四
六
―
五
八
頁
、
一

九
九
六
〕、
姜
波
『
漢
唐
都
城
礼
制
建
築
研
究
』〔
考
古
新
視
野
叢
書
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇

三
〕、
南
澤
良
彦
『
中
国
明
堂
思
想
研
究 : 

王
朝
を
さ
さ
え
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』〔
岩
波
書
店
、

二
〇
一
八
〕
等
が
あ
る
。

（
22
）　

鄭
玄
の
讖
緯
学
に
つ
い
て
は
、
呂
凱
「
鄭
玄
之
讖
緯
学
」〔
嘉
新
水
泥
公
司
文
化
基
金
会
研

究
論
文
第
三
○
一
種
、
一
九
七
四
、
第
二
版
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
一
〕、
池
田
秀
三
「
緯

書
鄭
氏
学
研
究
序
説
」〔「
哲
学
研
究
」
四
七
―
六
、
一
九
八
三
〕
を
参
照
し
た
。

（
23
）　

日
書
に
つ
い
て
は
工
藤
元
男
『
占
い
と
中
国
古
代
の
社
会
―
発
掘
さ
れ
た
古
文
献
が
語
る
』 

〔
東
方
選
書
、
東
方
書
店
、
二
〇
一
一
〕、
古
算
書
に
つ
い
て
は
張
家
山
漢
簡
『
算
数
書
』
研
究

会
編
『
漢
簡
『
算
数
書
』：
中
国
最
古
の
数
学
書
』〔
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
六
〕、
中
国
古
算
書

研
究
会
編
『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
『
数
』
訳
注
』〔
秦
漢
出
土
古
算
書
訳
注
叢
書
（
二
）、
朋
友
書

店
、
二
〇
一
六
〕
参
照
。

（
24
）　

漢
代
の
易
学
に
関
す
る
主
要
な
研
究
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、
本
稿
の
考
察
に
も
大
い
に

活
用
し
た
。
本
田
済
『
易
経
―
成
立
と
展
開
―
』〔
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
○
〕、
鈴
木
由
次
郎

『
漢
易
研
究
』〔
明
徳
出
版
社
、
一
九
六
三
〕、
戸
田
豊
三
郎
『
易
経
注
釈
史
綱
』〔
風
間
書
房
、

一
九
六
四
〕、
小
沢
文
四
郎
『
漢
代
易
学
の
研
究
』〔
明
徳
印
刷
出
版
社
、
一
九
七
○
〕、
高
懐

民
『
両
漢
易
学
史
』〔
中
国
学
術
著
作
奨
励
委
員
会
叢
書
五
四
、
一
九
七
〇
〕、
朱
伯
崑
『
易
学

哲
学
史
』（
全
四
巻
、
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
五
、
後
に
東
方
文
化
集
成
、
中
華
文
化
編
に
収

め
る
〔
崑
崙
出
版
社
、
二
〇
〇
五
〕。
ま
た
、
前
者
を
底
本
と
し
た
近
藤
浩
之
編
の
邦
訳
書
〔
朋

友
書
店
、
二
〇
〇
九
〕
が
あ
る
）。
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of revolutions and prophecies detailed in the Book of Han to follow specific aspects that supported 

historical destiny theories. We then investigated the effect the theories had on the intellectual world: 

in the transformation from the natural calamity theory to the theory based on apocryphal texts at the 

end of Former Han, and in the establishment of the study of Weishu in Later Han.

Key words:Weishu, eschatology, Zhuanxu calendar, theory based on apocryphal texts, Wang Mang
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Development of the Historical Destiny Theories on Calendrical Systems 
of the Han Dynasty

TAKEDA Tokimasa

We attempted a comprehensive analysis of the historical destiny theories that were popular 

during the Han dynasty. We investigated their relationship with calendars based on astronomy and 

uncovered their mathematical structures to discover their formation processes. Then, we performed 

a multifaceted consideration of its philosophical and social effects and made clear the role the theories 

played in intellectual revolution in the Han dynasty.

Theories that focus on the cyclical nature of change started with the idea of Mencius that a sage 

would arise every 500 years. During the Qin and Han dynasties, simple cyclical theories developed 

into mathematical thought: Fu Sheng’s Shangshu Dazhuan and other writings theorized on the change 

of dynasties of “Three Sovereigns and Five Emperors” and “Three Kings and Five Hegemons,” and 

they made connections to the “three first-months” of the three calendars Xia, Yin, and Zhou and to the 

theory of five virtues based on the correlation of the five phases.

Historical destiny theories eventually gained great popularity as eschatology toward the end of the 

Former Han dynasty. Their advantage was their mathematical link with the astronomical calendar. For 

the cycle of changes, the length of the year used was based on the old quarter-remainder calendar 

(the Zhuanxu calendar and the six calendars of Former Han). We attempted a mathematical analysis 

of the Zhuanxu calendar, used in Qin and early Han, referencing Divination Based on the Observation 

of Five Planets unearthed at Mawangdui Han tombs, and found that the theory of planetary movement 

had been developed to a high level. The close assembling of five planets that is said to have occurred 

when Gaozu of Han entered Hanzhong had been considered an appropriation of an astronomical event 

that happened the following year, but the theory of periodicity described in Divination predicted it. 

The Zhuanxu calendar and the six calendars of the Former Han derived from it presented unique 

starting dates and chronologies, and these became the mathematical bases for historical destiny 

theories. These theories were expanded on in Weishu, and independent calendrical structures and 

ancient emperor legends were developed. We attempted to grasp the structures of these calendars 

and compared them with old quarter-remainder calendars, including the Santong calendar.

What is most of note is the social effect of political changes: from the usurpation of power by Wang 

Mang to the restoration of the Han dynasty by Emperor Guangwu. We thus deciphered the record 




